
第
五
節

天
明
八
年
の
株

改
め
と
永
々
株

酒
造
業
の
発
展

寛
政
改
革
と
酒
造
統
制

今
津
・
灘
間
の
新
規
H

日
夜
々
一
偽
造
業
の
発
展
に
対
す
る
江
戸
積
澗
造
仲
間
内
で
の
、
十
M
規
日
都
市
仲
間
側

の
対
応
が
、
前
車
で
述
べ
た
摂
泉
十
二
郷
の
結
成
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

い
ま
一
つ
の
対
応
は
幕
府
が
乗
り

出
し
た
株
改
め
と
、
党
政
改
革
に
お
け
る
一
連
の
酒
造
統
制
政
策
で
あ
る
。

幕
府
は
宝
踏
四
年
（
一
七
五
回
）
の
勝
手
造
り
令
の
あ
と
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
い
た
り
、
一
苅
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
の
つ
一
万
禄

調
高
」
止
な
基
に
し
た
半
石
造
り
の
減
醗
令
を
布
達
し
た
。

し
か
し
翌
天
明
七
年
間
沼
意
次
に
代
わ
っ
て
松
平
定
信
が
執
政
職
に

就
く
に
及
ん
で
、
前
年
ま
で
の
酒
造
統
制
を
改
め
、
よ
り
徹
底
し
た
統
制
の
実
施
を
め
ざ
し
た
。
ま
ず
酒
造
改
め
の
強
化
を
命

じ
、
不
時
の
公
犠
役
人
に
よ
る
監
査
巡
検
の
制
度
な
実
施
し
、
さ
ら
に
酒
造
道
共
に
は
版
印
を
押
し
、
増
造
り
・
儲
造
の
者
が

あ
れ
ば
、
公
領
・
私
簡
に
関
係
な
く
、

に
捕
え
て
差
し
出
す
べ
き
こ
と
を
厳
命
し
た
。
ま
さ
に
一
万
諒
体
制
へ
の
復
帰
を
訪

州
仰
さ
せ
る
よ
う
な
厳
絡
な
統
制
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

コ
克
禄
誠
一
日
間
L

設
定
以
米
九

C
年
に
わ
た
り
放
置
さ
れ
て
い
た
実
際
の
造
石
高
を
把
握
す
る
た
め
、

火
、
匂
で
尺
別
へ
不
亡
土
、

j
l
u

；
I
ノ

1
1
ト
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つ
ま
り
天
朔
五
年
の
造
石
山
口
問
を
申
告
さ
せ
た
。
こ
の
間
の

に
つ
い
て
は
、
そ
の
政

天
mm
六
年
の
減
醸
令
以
前
の
造
五
時

の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

策
担
当
者
た
る
松
平
定
信
自
身
が
、
そ
の
著

酒造業の発展第五節

の
一
な
ど
に
は
減
し
け
る
が
、
米
下
砲
な
り
け
れ
ば
、

一
五
禄
の
つ
く
り
高
を
い
ま
に
て
は
株
高
と
よ
ぶ
。
そ
の
ま
え

そ
の
株
高
の
う
ち
は
勝
手
に
つ
く
る
べ
し
と
仰
せ
出
さ
れ
し
を
、
株
は
名
目
に
て
、
た
だ
い
か
ほ
ど
も
つ
く
る
べ
き
こ
と

い
ま
は
つ
く
り
高
と
株
と
は
二
つ
に
分
れ
て
、
十
石
の
株
よ
り
百
石
つ
く
る
も
あ
り
、
万

と
思
い
た
が
え
し
よ
り
し
て
、

の
酒
造
を
た
だ
し
た
る
に
、
元
禄
の
つ
く
り
高

石
つ
く
る
も
あ
り
。
こ
れ
に
よ
っ
て
商
年
（
党
政
元
年
）
の
こ
ろ
よ

天明期株改めII寺の請株状況章受 142 

酒造株数；溶造家数

総
9 

27 

人
8 

13 

20 

18, 

4, 005 i 
23,376 

酒造株高

石
1, 146 

299 

1,364 

名

御影村磁組

石屋村

今津村荷綴

ホf

資料： r御彩詩型治組合文芸~J, r本主主約家文i!l'J, r究~~~表文

ilJJ 

よ
り
も
今
の

の
つ
く
り
高
は
一
倍
の
余
も
多
き
な
り
。

。コ

こ
の
株
改
め
に
よ
っ
て
、
新
た
に
申
告
さ
れ
た
天
明
五
年
の
造
石
高
の
状
況
を
、
灘
日
・
今
津

の
う
ち
、
御
影
村
図
的
組
・
石
原
村
、
お
よ
び
今
津
村
雨
組
に
つ
い
て
例
示
し
た
の
が
表
出
で
あ

る
。
江
戸
積
酒
造
業
に
専
業
化
し
て
い
っ
た
灘
酒
造
家
の
急
速
な
造
石
高
増
大
の
跡
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
。

幕
府
は
翌
党
政
元
年
ご
七
八
九
）
八
月
、
こ
の
株
改
め
で
確
認
さ
れ
た
新
株
高
に
対
し
て
一
一
一－一い

分
の
一
造
り
を
発
令
す
る
と
と
も
に
、
以
後
古
株
高
を
廃
し
て
、
こ
の
新
株
高
を
も
っ
て
「
永

々
株
」
と
し
、
分
株
譲
渡
を
も
禁
止
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
摂
泉
十
二
郷
の
成
立
と
、
こ
の
天
明
八
年
の
株
改
め
に
よ
っ
て
、
元
禄
調
高
体
制

は
崩
れ
去
り
、
新
た
に
今
津
・
灘
自
の
新
興
酒
造
業
を
包
摂
し
た
形
で
、
江
戸
積
酒
造
業
が
再

編
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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一
紙
送
り
状
改
印
制
と

下
り
酒
十
一
ヶ
国
制

幕
府
は
寛
政
元
年
の
永
々
株
の
設
定
に
つ
づ
い
て
、
翌
二
年
に
は
、
改
め
て
江
戸
積
澗
造
業
に
対
す

る
流
通
規
制
の
強
化
策
に
着
手
し
た
。
す
な
わ
ち
従
来
通
り
の
一
一
一
分
の
一
造
り
の
酒
造
制
限
令
に
加

津
は
一
切
禁
止
し
た
。

え
て
、
江
戸
へ
送
り
出
さ
れ
る
下
り
澗
の
生
産
地
を
こ
れ
ま
で
の
江
戸
杭
酒
造
地
域
に
限
定
し
、
そ
れ
以
外
の
地
域
か
ら
の
入

さ
ら
に
寛
政
一
一
一
年
に
は
浦
賀
番
所
に
「
下
り
澗
荷
改
方
し
を
設
置
し
て
、
下
り
酒
入
律
改
め
と
送
り
状

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

の
改
印
を
命
じ
た
。
こ
こ
に
い
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
生
産
規
制
に
加
え
て
、
流
通
焼
制
と
し
て
の
船
改
め
・
荷
改
め
が
実
施
さ

し
か
し
こ
れ
ら
の
諸
施
策
も
、

い
わ
ば
そ
の
次
の
流
通
規
制
強
化
へ
の

準
備
段
階
で
あ
っ
た
。
翌
寛
政
四
年
ニ
月
に
は
さ
ら
に
改
正
し
て
、

送
り
状
（
ま
た
は
総
荷
送
り
状
と
も
い
う
）
の
制
、
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
れ
は
各

荷
主
か
ら
江
戸
下
り
酒
問
屋
へ
差
し
出
す
一
人
別
送
り
状
を
、
油
賀
務
所

で

枚
ず
つ
改
印
す
る
煩
雑
ざ
を
避
け
る
た
め
、
ま
と
め
て
…
枚
に

あ
げ
て
、
そ
の
手
続
き
の
迅
速
化
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
一
紙
（
総
高
）
送
り
状
に
は
、
荷
主
数
、
送
り
先
の
江
戸
間
屋
数
、

人
別
送
り
状
の
枚
数
が
書
き
あ
げ
ら
れ
、
荷
主
惣
代
と
し
て
各
郷
大
行

山
や
が
署
名
し
、
江
戸
下
り
酒
問
屋
惣
代
で
あ
る
大
行
司
に
宛
て
る
形
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
一
紙
送
り
状
の
制
で
は
、
各
郷
別
に
酒
造
行
事
を

た
て
、
こ
の
行
事
が
各
荷
主
の
一
人
別
送
り
状
を
取
り
ま
と
め
て
一
一
船
の おt

ff 之 iメ1卸反1入T cJ:: ：之1,-
大E戸下 僕通 別人地 題j借送医
i髭陪り凶j 娘川、l ~:L：、 有之 送り 自二｛； ，人古 z…［ f州長、｜
g惣代 灘酒乙 鉱 状荷富2引合2 込売級 別送り F 測応制J 術機寸 り

殿。 大魚崎内 儀梅之者！ 下候巾状 状之事

事行 村者ヨザミ 0 0 0 
取 fHJ 0 0 0 

0 司、、通人人

。0 惣代 if主0 チミ 7Jlj 
々弱L。
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積
荷
高
－
w二
紙
に
書
き
あ
げ
、
こ
れ
を
さ
ら
に
十
二
郷
触
頭
た
る
大
坂
一
一
一
郷
の
酒
造
大
行
司
が
統
轄
す
る
、
と
い
う
社
組
み
に

ι£

っ
て
、
こ
0

4

j

e

吋

》

し

v
J
J

し
た
が
っ
て
こ
の
一
紙
送
り
状
は
、
浦
賀
番
所
で
荷
改
め
の
際
の
事
務
簡
素
化
に
端
を
発
し
て
い
る
と
は
い
え
、
幕
府
に
と

つ
て
は
入
津
樽
統
制
の
徹
成
化
を
図
る
基
に
な
り
、
他
国
に
お
い
て
こ
れ
を
積
出
地
で
統
轄
す
る
摂
泉
十
二
郷
酒
造
仲
間
大
行

一
紙
送
り
状
の
制

司
と
し
て
の
大
坂
三
郷
の
地
位
が
、
十
一
一
郷
仲
間
内
部
で
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、

ぃ
肢
は
、
大
坂
一
一
一
郷
酒
造
大
行
司
を
入
津
樽
統
制
組
織
の
末
端
機
構
に
組
み
入
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

さ
ら
に
つ
づ
い
て
幕
府
は
同
年
十
月
に
、

い
わ
ゆ
る
「
下
り
酒
十

ケ
閉
山
制
」
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
江
戸
人
体
樽
統
制
の

一
環
と
し
て
、
江
戸
積
酒
造
地
を
従
来
か
ら
の
突
絞
に
よ
っ
て
一
…
カ
国
に
限
定
す
る
も
の
で
、
こ
れ
以
外
の
地
域
か
ら
の
入

務造業の発民第五節

寛政4年（1792）下り瀦11カ

悶の「御分量日当高」

柊 1事
5. ｛＂～ 5. JG 今津 16,000～ 20, 200 

潜在 日 123,000～156,000 39.2～39. 1 

西宮 28,000～ 35,900 8.9～ 9.0 

{Jr 丹 45,000～ 58,000 14.3～14.5 

池間 8,000～ 10,000 2.5～ 2. 5 

大坂 17,000～ 21, 700 5. 4～ 5.4 

伝法 10,900～ 13,600 3. 5～ 3.4 

尼崎 3,200～ 4, 100 1. 0～ 1. 0 

堺 6,500～ 8,200 2. 1～ 2. 1 

河内 600～ 800 o. 2 
播謄 600～ 900 0.2 

はi城 1, 100～ 1, 400 0.4 

尾張 22,200～ 28,000 7.0 

=:. I可 21,000～ 27,000 6. 7 
美濃 10,000～ 13,000 3.2 

伊勢 50～ 100 0.0 

紀伊 600～ 900 0.2 

丹波 200～ 300 0. 1 

合計 313,950～400, 100 100.0 

表 143

津
を
禁
止
す
る
政
策
で
あ
っ
た
。
そ

（設） Jm宮のなかに北1£，苦華街のなかに兵wを加努。
資料：「殴芥家文芸む

の
一
一
カ
出
と
は
、
山
城
・
河
内

和
泉
・
摂
津
・
伊
勢
・
尾
張
・
三
河

・
美
濃
・
紀
伊
・
矯
磨
・
丹
波
の
間

々
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
下
り
泊
の
地

域
限
定
と
と
も
に
、
入
津
樽
数
に
つ

い
て
も
通
常
時
の

。〉

に
相
当

す
る
年
間
一
一
一

O
万
J
四
O
万
樽
に
限

定
し
、
こ
れ
を
「
御
分
量
目
当
高
」

W: 近日笠史露五rllllラ65



と
称
し
て
、
酒
造
統
制
実
施
以
前
の
天
明
四
J
六
年
に
わ
た
る
一
一
一
カ
年
の
実
績
を
基
準
に
し
て
割
り
当
て
た
の
で
あ
る
。
こ
の

寛
政
四
年
の
下
り
酒
一
一
カ
悶
に
お
け
る
御
分
量
目
当
高
を
表
示
し
た
の
が
、
表
出
で
あ
る
。

こ
う
し
て
江
戸
積
澗
造
業
に
お
け
る
生
産
と
流
通
が
、
克
政
改
革
の
過
程
に
お
い
て
、
完
全
に
幕
府
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
、

江
戸
入
津
得
数
の
枠
ま
で
固
定
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
新
興
江
戸
績
泊
造
地
と
し
て
発
展
し
て
き
た
灘
一
一
一
郷
に
と
っ
て
は
、

む
し
ろ
そ
の
発
肢
に
対
し
て
足
か
せ
を
は
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

改
革
・
織
に
お
け
る

江
戸
入
津
樽
数

こ
う
し
た
統
制
の
経
緯
を
江
戸
入
津
持
数
で
み
て
み
よ
う
（
図
引
（
付
表
め
）
）
。
ま
ず
酒
造
統
制
以
前
の
天

明
四
年
の
江
戸
入
津
得
数
で
は
、
総
得
数
は
約
六
八
万
得
、

そ
の
内
訳
は
灘
間
二
七
万
博
（
約
四
O
M月）、

今
津
三
万
六
千
得
で
、
こ
の
灘
一
一
一
郷
が
全
体
の
四
五
%
を
占
め
、
こ
れ
に
対
し
伊
丹
八
万
五
千
得
、
西
宮
六
万
八
千
降
で
合
わ

せ
て
ニ
コ
一

μ
と
な
り
、
そ
の
ほ
か
大
坂
・
池
間
・
尼
崎
・
伝
法
・
堺
の
五
郷
か
ら

七
%
、
合
計
摂
泉
十
二
郷
で
八
五
%
に

し
、
ほ
か
九
カ
聞
か
ら
は
わ
ず
か
二
一
一
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

（
な
お
他
に
郷
名
不
明
分
二
%
が
あ
る
）
。

こ
の
こ
l
乙

は
、
元
禄
十
年
の
江
戸
積
酒
造
体
制
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
今
津
・
灘
日
が
、
宝
踏
倒
年
（
一
七
五
回
）
の
勝
手
造
り

令
を
経
過
し
た
天
現
知
の
段
階
で
、
有
力
な
江
戸
積
酒
造
地
と
し
て
登
場
し
て
き
た
事
実
を
如
実
に
示
し
て
お
り
、
滅
。
臨
令
の

出
た
天
明
六
年
ま
で
は
な
お
増
大
し
続
け
て
き
た
。

そ
の
後
天
明
八
年
は
六

O
万
樽
台
ま
で
減
少
し
た
が
、
寛
政
二
年
に
は
七
一
一
万
持
に
ま
で
伸
び
、
向
元
年
の
一
ニ
分
の
一
造
り

令
以
後
も
減
少
し
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
三
分
の
一
造
り
と
い
う
酒
造
統
制
令
の
効
果
が
あ
が
っ
て
い

な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
究
政
一
一
一
年
以
後
の
前
述
し
た
浦
賀
荷
改
め
や
一
紙
送
り
状
制
な
ど
に
よ
る
江
戸
入
枠
統

制
策
が
必
要
で
あ
っ
た
背
景
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
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二
年
後
の
統
制
時
で
あ
る
天
羽
八
年
に
は

次
に
灘
目
・
今
津
に
つ
い
て
は
、
そ
の
入
津
階
数
が
、
規
制
前
の
天
明
六
年
に
は
全
体
の
四
五
・
八
%
を
占
め
て
い
た
が
、

近位

三
・
八
%
に
ま
で
減
少
し
て
お
り
、
絶
対
数
で
も
一
五
万
博
減
少
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

i管5国道羽

」
れ
に
対
し
て
伊
丹
は
灘
一
一
一
郷
と
同
様
に
天
mm

の
一
五
・
三
%
か
ら
天
明
八
年
に
は
一

0
・
五
%
へ
減
少
し
て
い
る
も

カ
簡
の
う

一
一
了
一
二
%
へ
、
池
町
も
一
一
・
七
%
か
ら
一
一
一
・
九
M
P

に
上
昇
し
、
ま
た
下
り
溜
一

の
の
、
西
宮
は
七
・
五
%
か
ら

溺造業の発段

720. 729持

32.6% 

34.6% 

617, 105樽

38.0% 

602.86自得

780.805得

18.4% 

35.9% 

第五節
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寛政Z司令
(1790) 

t苦政Ji:il＇・
(1789) 

天明～n政期における地域別
江戸入枠樽数の変造

J≪YIB iト
(1788) 

天間6年
(1786) 

RlVIS年
(1785) 

IZl 31 

)(Jij]4if. 
(17肘）

ち
摂
泉
二
悶
を
除
く
ほ
か
九
カ

lゑI
も

一
八
・
凶
%
か
ら
二
九

%
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
こ

の
事
実
は
入
枠
持
統
制
の
当
所

の
矛
先
が
、
明
ら
か
に
新
興
の

灘
一
ニ
郷
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
古
規
組
の
西
宮

池
田
な
ど
の
陥
特
権
的
酒
造

地
域
に
は
一
時
的
に
’
有
利
に
展

関
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
江
戸
市
場
合
｝

め
ぐ
る
古
規
組
日
間
特
権
酒
造

ぅ67



仲
間
と
新
規
組
U
H
ム
仕
方
酒
造
仲
間
と
の
競
合
関
係
が
、
天
切
六
年
ま
で
は
新
規
組
に
有
利
に
進
行
し
、
旧
澗
造
仲
間
の
特
権
が

足
元
か
ら
崩
れ
去
り
つ
つ
あ
り
、

し
た
が
っ
て
旧
酒
造
地
の
回
復
は
、
幕
府
権
力
の
発
動
つ
ま
り
統
制
に
期
待
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ほ
ど
に
、
新
旧
酒
造
家
の
対
立
は
深
刻
化
し
て
い
た
と
も
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
時
的
に
し
ろ
灘
酒
造

業
の
控
折
が
み
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
幕
的
の
新
興
酒
造
地
た
る
灘
一
一
一
郷
へ
の
抑
圧
は
、
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
な

形
で
、
澗
造
株
に
対
す
る
新
た
な
其
加
金
の
課
徴
に
ま
で
進
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

籾
露
入
株
と

酒
造
冥
加
金

寛
政
四
年
に
下
り
潤
十
一
ヶ
国
制
の
も
と
に
入
津
樽
統
制
を
強
化
し
た
幕
府
は
、
同
じ
年
に
、
酒
造
冥
加
金

の
諜
徴
に
着
目
し
、
そ
の
徴
収
を
意
図
し
た
。
酒
造
冥
加
金
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
田
沼
政
権
の
も
と
で
し

ば
し
ば
問
題
と
な
り
、

宝
踏
十
凶
年
ご
七
六
四
）
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
、

天
明

（
一
七
八
三
）
、

間
四
年
と

jっ

た
っ
て
、
江
戸
砧
酒
造
仲
間
を
対
象
と
し
た
酒
造
冥
加
金
政
策
や
沼
会
所
設
立
案
が
立
案
さ
れ

し
か
し
そ
の
都
度
澗
造
仲

間
で
は
従
来
よ
り
の
「
酒
造
無
冥
加
」
と
い
う
特
権
を
主
張
し
て
、
こ
れ
に
反
対
し
て
き
た
。
摂
泉
十
二
郷
酒
造
仲
間
結
成
の

…
つ
の
動
機
は
、
こ
の
幕
府
の
冥
加
金
強
行
策
に
対
し
、
酒
造
門
家
連
合
を
組
織
し
て
仲
間
私
法
を
確
立
し
、
幕
府
の
冥
加
金
課

徴
に
反
対
し
て
、
そ
の
実
現
を
阻
止
す
る
こ
と
に
も
あ
っ
た
。

松
平
定
信
は
、
こ
の
よ
う
な
田
沼
窓
次
の
酒
造
冥
加
金
政
策
の
失
敗
と
い
う
過
去
の

い
経
験
か
ら
、
そ
の
課
税
対
象
地
域

を
従
来
の
摂
泉
十
二
郷
全
域
と
す
る
こ
と
を
改
め
、
新
興
の
在
々
澗
造
地
域
で
あ
る
灘
自
に
集
中
し
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
同
じ

「
在
々
」
に
鼠
し
な
が
ら
今
津
を
除
外
し
た
の
は
、
今
津
郷
で
は
す
で
に
一
株
に
つ
き
銀
一
ニ
六
匁
の
冥
加
金
が
一
律
に
課
税
さ

れ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
灘
間
の
な
か
で
も
、

部
す
で
に
其
加
株
も
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
除
外
し
て
い
る
。

た
が
っ
て
党
政
四
年
新
た
に
課
税
さ
れ
た
の
は
、

当
時
の
無
冥
加
株
を
対
象
に
し
て
、

一
斉
に
株
高
千
石
に
つ
き
銀
一
一
一
枚
（
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一
一
九
匁
）
が
課
税
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

」
の
時
す
で
に
課
税
さ
れ
て
い
た
潤
造
株
の
方
を
御
免
定

」
れ
が
籾
質
入
株
で
あ
り
、

近

株
と
称
し
た
。
籾
貿
入
株
と
い
う
名
称
は
、
こ
の
冥
加
金
で
籾
な
買
い
入
れ
、
代
官
所
内
に
貯
蔵
し
て
、
備
荒
対
蓄
に
充
用
さ

れ
た
の
に
由
来
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
灘
日
・
今
津
に
つ
い
て
は
、
寛
政
四
年
の
段
階
で
全
泌
の
酒
造
株
に
宍
加
金
が
か
け

燦災者五i羽

ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
株
高
千
石
に
つ
き
銀
一
一
一
九
匁
と
い
う
額
は
、
寛
政
六
年
ま
で
続
い
た
。
翌
党
政
七
年
、
そ
れ
ま
で
の
酒
造
統
制
が
緩

和
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
澗
造
仲
間
か
ら
は
、

一
分
の
一
造
り
令
の
解
除
に
よ
る
冥
加
金
の
三
分
の
一
の
減
額
す
な
わ
ち
高
千
石

こ
と
に
な
っ
た
。

に
つ
き
銀
四
一
一
一
匁
と
す
る
引
下
げ
が
出
願
さ
れ
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
、
以
後
籾
賀
入
株
其
加
金
は
銀
側
一
二
匁
に
限
定
さ
れ
る

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
籾
貿
入
株
・
御
免
定
株
の
一

溺造業の発展第五節

つ
は
、
灘
自
・
今
津
と
い
う
新
興
江
戸
税
酒
造
地
に
対
し
て
、
幕
府
が

w
品
目
加
金
を
日
的
に
設
定
し
た
株
の
名
称
で
あ
っ
て
、
旧
特
権
酒

学民 134 ＼鉱｛貿入株
（「酒造米株払＇11!1Jし部分）

造
仲
間
た
る
伊
丹
・
池
田

兵
庫
な
ど
の
江
戸
新
酒
造

地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
株
は
す
べ
て
無
冥
加
株
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
兵
路
や
間
宮
な
ど
を
除
い
て
、
在
方
の
灘

m
－

A
O
f
津

に
の
み
限
定
し
て
課
税
す
る
方
法
を
と
っ
た
と
こ
ろ
に
、
田
沼

と
は
異
な
っ
た
松
平
定
信
の
酒
造
政
策
に
対
す
る
姿
勢
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
そ
こ
に
こ
そ
松
平
定
信
が
、

新
た
な
酒
造
冥
加
金
の
課
税
に
成
功
し
た
秘
訣
が
あ
っ
た
と
も
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い
え
よ
う
。

し
か
し
松
平
定
信
が
寛
政
改
革
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
江
戸
積
酒
造
業
に
対
し
て
強
硬
な
酒
造
統
制
策
を
も
っ
て
臨
み
、

な
か
で
も
新
興
の
在
方
酒
造
業
に
そ
の
対
象
を
向
け
て
い
た
政
策
意
図
に
つ
い
て
、
定
信
自
身
が
『
｛
子
下
人
一
一
一
…
C
の
な
か
で
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

西
国
辺
よ
り
江
戸
へ
入
り
来
る
酒
い
か
ほ
ど
と
も
知
れ
ず
、
こ
れ
が
為
に
金
銀
東
よ
り
閉
へ
う
つ
る
も
い
か
ほ
ど
と
い
う

事
を
し
ら
ず
、
こ
れ
に
よ
り
て
或
は
浦
賀
中
川
に
て
潤
櫓
を
改
め
な
ん
と
い
う
御
制
度
は
出
し
た
り
、
こ
れ
叉
東
西
の
勢

を
位
よ
く
せ
ん
の
術
に
し
て
、

た
だ
米
の
潰
れ
な
ん
と
て
い
う
の
み
に
あ
ら
ず
侍
ベ
る
也
、
関
東
に
て
滑
な
つ
く
り
出
す

ベ
き
旨
仰
せ
出
さ
れ
侯
も
、
是
ま
た
関
西
の
酒
を
改
め
な
ば
、
沼
価
騰
貴
せ
ん
が
た
め
な
り
け
り

事
実
関
八
州
領
内
で
の
地
廻
り
酒
の
奨
励
に
力
を
入
れ
、
寛
政
二
年
「
御
免
関
東
上
納
試
造
L

を
立
案
し
、
武
蔵
国
で
六
相
、

上
総
国
で
五
軒
の
酒
屋
を
選
び
、

一
万
四
七

O
O石
の
貸
米
を
し
て
、
上
酒
諸
尚
一
一
一
万
伶
余
を
融
造
さ
せ
、
江
戸
に
「
御
免
関

東
上
酒
波
売
所
」
を
設
け
て
直
接
売
り
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
時
点
に
お
い
て
、
す
で
に
上
方
の
経
済
に
依
存
し
な
い
江
戸
市
場
経
済
な
ど
存
在
し
え
な
い
ま
で
に
、
事
態
は

深
刻
化
し
て
い
た
。
灘
一
一
一
郷
の
在
方
酒
造
業
が
こ
の
危
機
の
時
期
を
乗
り
越
え
て
、
再
度
勝
手
造
り
の
競
争
期
を
迎
え
て
飛
躍

的
に
発
展
し
て
い
く
の
が
、
次
の
文
化
・
文
政
別
で
あ
っ
た
。

2 

化
政
期
灘
酒
造
業
の
飛
躍
的
発
展
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寛
政
末
期
の

灘
酒
造
業

寛
政
五
年
（
一
七
九
一
一
一
）
七
月
に
松
平
定
信
が
執
政
職
を
辞
任
す
る
と
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
以
来
の
酒
造

一
紙
送
り
状
の
制
度
だ
け
が
以
後

近

制
限
令
も
逐
次
緩
和
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
江
戸
入
津
持
に
つ
い
て
も
、

ー

も
継
続
さ
れ
、
浦
賀
番
所
に
お
け
る
改
印
制
も
引
き
継
が
れ
た
が
、
そ
の
統
制
の
た
め
の
下
り
酒
十
一
ヶ
国
制
は
撤
廃
さ
れ
る

歴史編朗

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
つ
い
に
近
世
な
通
じ
て
最
高
の
江
戸
入
津
高
を
記
録
す
る
飛
躍
如
を
迎
え
る
の
で
あ
る
が
、
統
制

の
様
子
を

令
の
解
除
さ
れ
た
寛
政
五
年
の
上
灘
郷
各
村
（
後
の
上
機
東
組
・
中
組
・
西
組
の
一
一
一
組
）
の
酒
造
家
と
酒
造
米
高

酒造業の発展第五節

み
て
お
こ
う
（
表
出
）
。

こ
れ
に
下
灘
一
ニ
カ
村
（
神
戸
・
ニ
ツ
茶
箆
・
脇

上
灘
一
一
一
組
の
酒
造
家
数
は

七
軒
、
造
布
高
は
約
一
五
万
一
千
石
で
あ
る
。
浜
）
の
造
石
高
約
四
万
三
千
石
を
合
計
し
て
、

寛政5年（1793）上灘3組酒

造家数・造石高

村 名 酒造家数 造石高 造1軒お当高り

持 石 石

活1
青木 6 5,363 894 

魚崎 15 19, 147 1, 276 

組
住吉 8 14,654 1, 832 

小苦i- 29 39 164 1,350 

御影 23 26,542 1, 154 

中 石屋 13 16, 192 1, 246 

策現 10 11,080 1, 108 

組 八幡 6 4,465 744 

小計 52 58, 279 1, 121 

新宅E家 20 22,239 1, 112 
西
大石 16 31,065 1,941 

組
小計 36 53,304 1, 480 

メ口弘 計 117 150, 747 1, 288 

表 144

上
灘
・
下
灘
で
お
よ
そ
約

九
万
四
千
石
と
な

る
。
こ
れ
に
今
津
郷
一

ナ
五
千
石
を
合
わ
せ
る

と
、
こ
の
時
点
で
の
灘
酒
造
業
の
造
石
高
は
約

（主主〉 逃石ililiは 1右米誌を切り捨て。
資料： f白嘉納家文芸flJ

一
万
九
千
石
に
述
す
る
ο

上
灘
三
組
の
な
か
で
は
、
酒
造
家
軒
数
で
は

中
組
が
多
く
、
つ
い
で
部
組
・
東
組
の
順
と
な

っ
て
い
る
が
、
造
石
高
も
ほ
ぼ
そ
れ
に
比
例
し

て
い
る
。

し
か
し
村
別
で
は
大
石
村
が
酒
造
経

営
規
模
別
（
一
軒
当
り
造

EE阿
）
で
は
突
出
し
て
い
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て
一
一
千
石
に
近
く
、
平
均
の
一
一
一
八
八
石
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

つ
い
で
住
吉
村
、
魚
的
村
と
な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ

も
こ
の
時
点
で
千
石
造
り
の
経
営
規
模
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
と
き
す
で
に
東
組
の
魚
崎
・
住
吉
、

組
の
御
影
・
石
屋
・
東
明
、
四
組
の
大
石
・
新
在
家
が
上
灘
各
組
で
の
中
心
的
な
酒
造
地
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る

さ
ら
に
こ
の
寛
政
五
年
の
よ
灘
郷
各
村
の
個
別
的
な
酒
造
家
と
そ
の
造
石
高
を
一
覧
し
た
の
が
、

出
で
あ
る
。
そ
の
後
の

灘
酒
造
業
の
発
展
を
考
え
あ
わ
せ
て
、
有
力
酒
造
家
の
顔
ぶ
れ
が
ほ
ぼ
出
揃
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
ま
た
そ
の
後
後
退
し
て
い

っ
た
酒
造
家
も
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
御
影
村
の
嘉
納
屋
彦
右
衛
門
の
五
五

O

石
を
は
じ
め
、
魚
崎
村
の
米
屋

一
一
一
良
兵
衛
、
住
吉
村
の
吉
田
屋
嘉
手
郎
、
悶
喜
平
次
、
新
在
家
村
の
米
屋
庄
兵
衛
を
頂
点
と
し
て
、
以
下
一
一
、
三

O
O石
の
酒

造
家
や
一

O
O
E未
満
の
小
規
模
、
酒
造
家
も
混
在
し
て
い
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
そ
の
後
の
競
争
体
制
へ
入
っ
て
ゆ
く
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
あ
る
酒
造
状
況
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

も
っ
と
も
石
屋
村
の
木
屋
市
左
衛
門
は
大
詰
村
か
ら
の
出
造
り
で
あ
り
、
現
実
に
は
木
屋
市
左
衛
門
の
造
石
高
は
六
千
石
を

超
え
、
問
、
じ
く
住
吉
村
の

回
喜
平
次
も
魚
崎
村
へ
の
出
造
り
分
を
加
え
る
と
同
様
に
六
千
石
を
超
え
て
、
さ
き
の
御
影
村
の

嘉
納
麗
彦
右
衛
門
を
凌
駕
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
ほ
か
石
産
村
へ
は
周
辺
の
一
偽
造
家
の
出
造
り
が
多
く
み
ら
れ
、

つ
い
で
仏
…

崎
村
も
出
造
り
酒
造
家
が
多
く
、
か
つ
て
の
土
着
有
力
酒
造
家
山
路
十
兵
衡
を
は
じ
め
と
す
る
山
路
同
族
の
後
退
が
読
み
取
れ

る
反
問
、
天
明
六
年
以
来
倍
法
科
か
ら
の
出
造
り
酒
造
家
で
あ
っ
た
赤
穂
屋
一
一
一
十
郎
は
、
こ
の
時
す
で
に
人
別
帳
も
移
し
て
、

魚
崎
村
に
定
着
し
て
お
り
、
そ
の
跡
を
継
い
だ
赤
穂
屋
市
郎
右
衛
門
は
、
灘
酒
造
家
全
体
の
な
か
で
も
数
少
な
い
株
高
一
万
石

の
酒
造
家
に
成
長
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

う72

中

近世i：社会の＇.＆：託手211悶？；？



第五節澗造業の発段

表 145 1[政5年（1793〕」二機郷各村の溜造家名・造石高一覧 （単佼：；お）

繍造家名遊楽米商l f街道主家名造米米商［ 溺治家名造来米潟

一 一資木村 11滋震七兵衛 7s2 I s岩間庭魚太夫 150 
1鍵民武 3JZ治 1,733 i ＠絵E主主主ti:衛門 571 : 6升屋市郊左衛門 75 
2王子回展市郎兵衛 1,077 i 13網墜十右衛門 527 I （小計〉 4, 465 

3 111］移盤fJ.;;t記事者門 979 I 14 " 仁左衛門 456；新在家村
4 1除問屋治左衛門 734 ! ＠山田屋i滋限良F 456 I 1米 fil.庄兵衛 4,454
5 "f主チj：屋利兵衛 so4 I 16嘉納度長議長 422 I 2 :ir:木監長兵衛 2,054
6 // f喜兵衛 336 I 17 " 弥兵衛 400 i 3花＊ ll量新七 1,870 
（小言？） s. 363 I 1s法違民主総五郎 326 I 4 J二坂童三五右衛門 1, 825 
魚崎村 I 19 " 右喜右衛門 326 ! 5若林震与左衛門 1, 568 
1米屋三三郎兵衛 4,187 : 20 71・屋久お符門 300 I 6柴屋；反省衛門 1,404 
①校庭徳右衛門 1,881 I 21 1l主島屋 /I民治郎 260 i 7松井産主治郎兵衛！，370 
③す問主千平次 1,3231 22校野慶長七 229 I s向島髭与平治 1,358 
4 1111務箆十兵衛 1,69s I 23線医／；主卜郎 180 I 9柴fil'ifi；お衛門 1,306 
5 (/ 級三郎 1,522 : （小音！） 26, s42 1 10 " 養左手持門 1,090
6 // 久友衛門 1,261；石屋村 i 11花木屋久兵衛 731 
⑦嘉納民治作 930 I①水屋市左衛門 2,394¥12都貧富主治兵衛 583 
8 111 i路震久兵衛 9so I②チト鼠庄三郎 2,199 I 13古文字髭努可f次 57 3 
9佼紙震3JZ左衛門 官26i③＊ Ile: 1駐兵衛 2,082¥ 14石本E差別l友衛門 533 
10山本段六兵衛 92s I 4小池島主税jl沼郎！，728 I 15 Ill問屋好兵衛 421 

11縞民主主太郎 909 IR塚本屋八左衛門 1,200i 16鶴屋蜜左衛門 403 
12 11 i路 E塁兵草託 786 i 6若林E量茂Z己衛門 l, 172 I 17担3性E量利右手特門 25 0 
13佐f公髭嘉布衛門 114 I①裟約屋治虫附i右宇荷F守 1,072118松 E設 寂 助 凶

14手争穂廃三十郎 360 I s走苦林E弘官1己衡門 1,002 I 19柴慶語守ヰヨ衡門 141 
⑬永回露主3JZ次郎 168 IR介屋久治衛門 923 I 20樽農仁兵衛 125 
（小計〉 19, 147 I⑬伊勢震七右衛門 3s1 I （小計） 22, 239 

住吉村 ［③花木屋新七 114 I大石村
l 吉 BH主主~：ヨ工良rs 4,241 IR ;11的E皇官三郎 495 I 1木農干｜活f衛門 3,813 
2官邸喜平次 4,231 I ＠大石村与友衛門 300 1 2 η 長 徐丸625
③米箆毛筆兵衛 2,10s I 〈小計） 時 192i 3松屋徳布衛門 3,3必
4 討ち屋安右衛門 1,658 I E範明村 I 4台坂屋叉右衛門 2,395 
5万農久兵衛 1,533 I 1 1l京本屋八左衛門 2,s20 I s松浦庭庄兵衛 2,166 
6井上墜勝右衛門 4so 1 2柴盤又左衛！勺 2,510 ¥ 6 ;l-L E笠新兵衛 1,963 
7 1言問屋正之助 4Do I①上坂慶Xi与右衛門 1,330 I 1然皮務兵衛 l,608 
8 j添際農平六 30 1 4塚本展孫ti:衛門 l,130 I 8 1公浦髭太兵衛 1,605 
（小計） 14, 654 1 s柴箆仁ti衛門 l,loo I 9小池E量儀兵衛 1,550 

御彩村 ! 6柴E量産義左衛門 no I lo松島主主主左衛門 l, 471 
1嘉納屋主主右衛門 s, so1 I 7呉問屋主主六 679 I 11小池民主妻子右衛門 1, 465 
2問 治兵衛丸山sI 8新E＇主E芝伊三良11 s6o I 12校庭又友衛門 J,327 
③ T吉田 屋高五郎 2,s8o 1 9務1 屋いそ 456 I 13：低減浸庄七 1,203 
4雑古屋伝六郎 l,673 I lo豪華Ile:市郎兵衛 1s I 14 " 権九虫IS l, 203 
5伊勢震七右衛門 1,623 i （小計〉 11, 080 I ls魚屋九兵衛 1,185 
6務納慶治郎右衛門 1,623 1八幡村 I 16 j除屋主左右衛門
7 雑古民六三 ~rs l, 281 I 1林底的〔治郎l 2, 700 
8 ff 伝三 Ji!!> 1, 2s1 I 2問中墜しもし020
9 :!;¥'[ ll量ll!f五郎 912 I 3若林屋とく 320 
10主主震源兵衛 906 I 4清水震卯兵衛 200 

（注） iili石潟は l石米泌を切捨て。孫子土のO印は出造り約巡2誌をjf;す。
資料：「向嘉納家文ili:J
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自
由
競
争
期
の

江
戸
入
津
樽
数

文
化
期
に
入
っ
て
諸
国
に
収
作
が
続
き
、

ふ
た
た
び
か
つ
て
の
卒
保
末
期
以
降
と
同
じ
よ
う
な
米
側
下
落

の
状
態
に
お
ち
い
っ
た
。
大
坂
の
町
入
学
者
草
間
伊
助
は
コ
一
一
貨
期
間
宏
』
の
な
か
で
、

よ
ル
ど
こ
ろ

き
諸
侯
方
金
融
の
取
入
れ
数
な
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
佑
財
融
通
算
用
な
ど
皆
不
勝
手
に
な
り
、
拠
な
く
国
内
底
を
払
っ
て
米

「
米
価
下
落
に
つ

殺
を
売
出
す
」
と
記
し
て
い
る
。

そ
こ
で
幕
府
は
直
ち
に
米
側
引
上
げ
策
と
し
て
、
文
化
元
年
（
一
八
O
凹
）
に
は
抗
上
米
、
籾
聞
い
、
加
米
税
限
な
ど
を
実
施

し
、
さ
ら
に
開

は
大
坂
で
畏
米
令
を
布
達
し
て
、
新
鋭
的
に
時
人
の
民
米
を
奨
励
す
る
と
と
も
に
、
一
泊
造
勝
手
造
り
を

発
令
し
、
酒
造
株
高
に
関
係
な
く
自
由
に
造
石
高
を
増
加
さ
せ
、
無
株
の
者
、
休
株
の
者
は
も
ち
ろ
ん
新
規
溜
造
業
者
に
ま
で

自
由
に
営
業
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
先
の
天
明
八
年
に
株
改
め
さ
れ
た
酒
造
株
体
制
は
動
揺
し
、

ふ
た
た
び
れ
山
営
業
期
を
迎
え
て
競
争
が
激
化

し
た
。
こ
れ
は
、
摂
泉
十
二
郷
酒
造
仲
間
に
お
い
て
、
以
後
文
化
・
文
政
則
に
か
け
て
灘
酒
造
業
が
飛
躍
的
に
発
展
し
て
ゆ
く

契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
灘
酒
造
仲
間
は
、
こ
の
時
期
の
状
況
を

私
ど
も
村
々
酒
造
の
義
は
、
酒
造
専
ら
の
場
所
に
御
座
候
て
、
前
々
よ
り
大
造
り
の
酒
造
を
致
し
米
り
伎
と
こ
ろ
、
文
化

年
間
に
は
酒
造
の
義
無
株
た
り
と
も
勝
手
造
り
仰
せ
出
さ
れ
候
て
以
来
、
特
別
に
新
政
を
建
て
増
し
、
そ
の
上
無
株
の
者

に
い
た
る
ま
で
追
い
追
い
酒
造
致
し
候
故
、
近
年
造
り
方
相
増
し
申
し
候
、
（
「
新
規
株
願
一
件
」
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
て
江
戸
和
澗
造
業
に
再
度
競
争
契
機
が
湾
入
さ
れ
て
、
酒
造
蔵
が
拡
張
さ
れ
、
澗
造
高
が
明
大
し
、

江
戸
入
枠
樽
数
は
記
録
的
な
上
昇
を
続
け
た
。

い
ま
こ
の
灘
酒
造
業
発
展
の
過
程
を
、
摂
泉
十
二
郷
お
よ
び
一
一
カ
闘
の

入
津
待
数
の
変
遷
か
ら
み
た
の
が
悶
臼
（
付
表
η
）
で
あ
る
。
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ま
ず
天
山
山
双
年
の
江
戸
入
津
得
総
数
七
七
万
余
得
か
ら
み
る
と
、
本
和

ら
ド
マ
J
h
k

い
こ
£
つ
ζ

、
マ
ベ
と
コ
£
ハ
で
入
I

ド
土
円
J

二、

し
J

b

y
チ

J

w

L

Y

、J
U

J

／

J
／

ヴ

ノ

ι
u
t
i
n
y
－
ノ
由
一
ノ

問
符
か
ら
四
万
五
七

一
六
・
五
%
の
伸
び
ネ
と
な
っ
て
、
一
平
均
を
や
や
上
回
っ
て

いヲ
hvo

一
方
向
宮
は
七
万
問

対
し
、
灘
間
口
は
一
一
二
万
八
九

O
一
…
…
樽
か
ら
問
。
万
三
二
八
七
階
へ

五
四
得
か
ら

。
万
間
一
二
七
一
伶
へ
問

0
・
七
%
、
伊
丹
も
一
一
万
二
六
六

O
縛
か
ら
一
八
万

一
間
八
降
へ
と
六

•, 1.112.675榊

1,224.483栂

7.2% 

i問造業の発民

962.972榊957,935待

IC:張・三河
在ど9［~ 
106% 1 / 

第五節

・
七
%
と
い
う
な
お
か
な
り
高
い
伸
び
本
を
示
し
て
い
る
。

40.5% 

.ll.1 % 

42.9% 

｝白
山

7
と
ノ
。

何
げ
な
。
…

ha川
明

日

別
大

4

うち
i明日
10.9% 

熔j伊丹
50Jjl 19.0% 

入
。
…
一
一
）
は
九
五
万
余
得
で
－
一
一
一
了
七
%
の

間
待
へ
九
・
八
%
の
伸
び
率
で
あ
る
の
に

文政llij'.
1!828J 

文化2年 文化l41j'.
(1805) ( 1817¥ 

本軍日～交政j切における地J或7JIJ
江戸入津伶数の変造

文政4ij'. 
(1821) 

'if相］3年
(1803) 

｜呈I32 

つ
い
で
、
文
化
一
一
一
年
の
勝

手
巡
り
令
の
あ
と
の
入
津
総

得
数
を
み
る
と
、
文
化
末
年

に
は
す
で
に
一

O
O万
障
を

超
過
し
、

文
政
問
年
（
一
人

二
一
）
に
は

一
二
万
四
千

得
に
述
し
、
近
位
を
通
じ
て

の
最
高
の
入
津
得
数
と
な
っ

た
。
し
か
し
こ
の
時
間
宮
の

入
津
跡
内
数
は
か
え
っ
て
低
下

し
、
伊
丹
・
今
津
で
も
文
化

J

例
年
ま
で
は
増
加
傾
向
に
あ

lit i皮際5と締罰ラ75



り
な
が
ら
、
以
後
は
文
政
別
に
か
け
て
低
下
な
い
し
現
状
維
持
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
期
の
駒
大
を
担
っ
た
の

は
、
ま
さ
に
灘
日
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

灘
日
の
場
合
は
、
文
化
十
山
間
年
に
は
す
で
に
入
枠
降
総
数
の
五

O
%以
t
な
占
め
、

三、
T
i
J

－L
2
．、ノ
f

－－

4
7
J
T
U
1
λ
M
o
r
p

、、J
f

、！ずえ

弓ノ附ノ

1
4
U二
一
十
一
天
J

ノ
寸
t
Mド
J
I
g
－J
E

凶
年
（
一
八
二
一
）
の
六
八
万
一
千
伶
で
わ
ず
か
問
。
年
た
ら
ず
の
間
に
二
・
一
倍
と
い
う
発
展
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
の
中
心
を
な
し
た
の
が
実
に
上
灘
郷
で
、
な
か
で
も
そ
の
中
組
に
属
す
る
御
影
村
で
あ
り
、
東
組
の
魚
崎
村
で
あ
っ
た
。

入
津
樽
の
増
大

と
そ
の
対
応

し
か
し
ド
り
潤
の
江
戸
入
津
川
県
が
、
連
年

0
0万
陥
仰
を
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
さ
し
も
の
江
戸
酒
市

場
も
的
川
和
状
態
と
な
り
、
さ
ら
に
供
給
過
剰
と
な
っ
て
、
結
果
的
に
は
澗
価
の
暴
落
を
も
た
ら
す
こ
と
に

t.r 
~；， 

そ
の
た
め
溺
側
を
め
ぐ
っ
て
、
生
産
者
で
あ
り
荷
主
で
も
あ
る
酒
造
仲
間
と
、
江
戸
下
り
澗
問
屋
と
の
対
立
が
深
ま

る
と
と
も
に
、
こ
の
酒
側
の
下
落
を
、
荷
主
側
で
受
け
と
め
て
ゆ
こ
う
と
す
る
酒
造
仲
間
内
部
で
の
対
立
も
、
先
鋭
化
し
て
ゆ

く
こ
と
に
な
っ
た
。

先
政
改
革
に
お
い
て
入
枠
降
統
制
が
強
化
さ
れ
た
段
階
で
は
、
入
津
得
数
、
が
減
少
し
、
そ
れ
を
受
荷
す
る
沼
間
患
に
と
っ
て

し
ら
ベ
う
り
つ
け

は
致
命
的
と
な
り
、
問
屋
間
で
の
受
荷
競
争
が
激
し
く
な
っ
た
。
そ
の
と
き
と
ら
れ
た
泊
問
屋
仲
間
の
対
応
が
、
調
売
問
問
仕
法

と
よ
ば
れ
る
ガ
法
で
あ
っ

そ
れ
は
従
来
の
荷
主
と
問
屋
と
の
個
別
家
別
売
開
仕
法
を
改
め
て
、
酒
問
屋
が
申
し
合
わ
せ
て

開
花
附
値
段
と
称
す
る
協
定
制
絡
を
決
め
、
問
屋
ど
う
し
の
無
益
な
競
争
を
避
け
て
、
入
津
階
数
の
減
少
に
対
処
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
仕
法
は
澗
問
屋
が
主
体
と
な
っ
て
実
行
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
化
政
則
の
事
態
は
、
入
枠
樽
の
哨
大
に
よ
る
江
戸
市
場
で
の
澗
荷
充
器
、
澗
耐
の
．
ト
落
と
い
う
事
態
で
あ
り
、
こ
の

場
合
は
荷
主
H
酒
造
家
側
が
自
ら
こ
の
共
倒
れ
の
危
機
を
克
服
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
改
め
て
酒
造
仲
間
の
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酒造業の発展第五節

結
束
を
問
問
め
、
自
主
的
に
規
制
し
よ
う
と
い
う
中
合
せ
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

日
酒
造
仲
間

tli・ 

の
市
中
合
せ
は
、
各
郷
酒
造
仲
間
ご
と
に
、
ま
た
は
い
く
つ
か
の
郷
を
ま
と
め
る
形
で
な
さ
れ

近

と
く
に
こ
の
時
期
は
外
部
（
幕
府
）
か
ら
の
統
制
も
期
待
で
き
な
い
酒
造
勝
手
造
り
令
の
も
と
に

歴史総理

.~毛、

｛主交付近の酒蔵と水車（ず摂津名所閥会，）

あ
り
、
酒
造
仲
間
内
部
で
の
競
争
が
激
し
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
仲
間
の
自
主
的
規
制
が
必
要

つ
み
ど
め
つ
み
ひ
か
叫
ん

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
自
主
規
制
が
、
顧
問
・
狛
控
・
減
造
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ

ま
ず
勝
手
造
り
の
発
令
に
先
立
つ
文
化
元
年
九
月
に
、
間
宮
・
今
津
・
上

時
網
開
聞
・
務
控
・

滅
迭
の
申
合
せ

灘
・
下
灘
の
凹
郷
酒
造
仲
間
で
は
、
次
の
よ
う
な
山
中
合
せ
を
行
っ
て
い
る
。

仰
酒
造
不
景
気
の
た
め
、
造
石
川
尚
は
酒
造
株
高
の
六

O
%と
し
、
江
戸
送
り
状
を
造
右
両
一

O

（
一
一
六
稀
）
の
割
合
で
交
付
す
る
、
∞
無
株
の
者
を
取
り
締
ま
り
、
江
戸
積
を

望
ん
で
も
仲
間
規
制
に
よ
っ
て
こ
れ
を
都
合
仲
間
か
ら
排
除
す
る
、
の
二
点
で
あ
る
。

石
に
つ
き

こ
の
山
中
合
せ
は
、
勝
手
造
り
令
を
前
に
し
て
、
江
戸
杭
酒
造
門
家
仲
間
の
営
業
特
権
を
確
認
し

ょ
う
と
し
た
も
の
で
、
特
に
酒
造
株
に
江
戸
都
株
と
い
う
限
定
を
付
記
し
て
、
地
売
株
と
区
別

し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

さ
ら
に
文
化
七
年
に
は
、
前
記
田
郷
に
池
田
・
兵
庫
の
両
郷
を
加
え
た
六
郷
酒
造
仲
間
が
、

自
主
的
に
積
留
・
減
造
止
を
申
し
合
わ
せ
た
3

そ
の
申
合
せ
は
、
各
郷
の
沼
造
行
可
が
立
会
い
の

う

一
紙
送
り
状
に
ふ
ハ
角
形
の
装
判
を
押
す
こ
と
に
し
、
こ
の
哀
判
の
な
い
酒
荷
は
顧
問
屋

（
栂
廻
船
問
屋
）
で
引
き
受
け
て
は
な
ら
な
い
と
取
り
決
め
、
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船
問
屋
へ
も
通
告
し
た
。
哀
判
と
は
単
に
ふ
ハ
郷
の
郷
名
を
芯
い
た
六
角
形
の
印
の
こ
と
で
、

一
一
紙
送
り
状
に
こ
の
英
判
を
抑
す

こ
と
で
自
主
的
に
送
り
荷
を
調
整
し
、
積
留
の
効
果
を
あ
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
六
郷
酒
造
仲
間
の
積
留
市
合
せ
に
活
躍
し
た
の
が
、
西
宮
酒
造
仲
間
の
酒
造
行
可
で
あ
る
凶
井
久
兵
衛
で
あ
っ
た
。
久

兵
衛
は
「
党
之
事
」
と
い
う
表
題
の
つ
い
た
日
記
の
な
か
で
、
間
宮
・
灘
自
の
澗
は
品
品
開
通
な
ら
一

O
駄
に
つ
、
き

五
一
向
か
ら

。
両
ぐ
ら
い
の
相
場
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
（
文
化
七
年
）
に
は
六
、
じ
両
か
ら
間
両
に
ま
で
暴
落
し
、
前
代
未
聞
の
安
値
で
澗

造
業
も
成
り
立
た
な
い
状
態
で
あ
り
、
そ
の
た
め
六
郷
仲
間
が
厳
霊
に
中
合
せ
な
し
た
こ
と
な
述
べ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は

当
年
仕
込
日
数
を
一
ニ

O
日
に
限
定
し
、
そ
れ
以
上
に
過
造
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
こ
の
取
決
め
を
厳
守
す
る
た
め
に
、
会
郷

は
取
り
交
わ
し
一
社
文
に
迎
印
し
、
な
お
配
人
・
甑
仕
舞
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
添
（
ゆ
）
仕
込
日
数
に
つ
い
て
も
段
初
か
ら
約
束

し
て
お
き
、
違
反
し
た
者
は
っ
積
合
中
L

か
ら
除
く
だ
け
で
な
く
、
永
久
に
仲
間
か
ら
除
名
す
る
、
と
記
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
上
灘
郷
御
影
村
の
嘉
納
家
同
族
六
料
を
は
じ
め
と
す
る
灘
間
一
一
一
一
軒
の
酒
造
家
が
、
前
述
の
六
郷
仲
間
山
中
合
せ
に

反
し
て
、
裏
判
の
な
い
一
紙
送
り
状
で
江
戸
総
み
し
よ
う
と
し
て
発
覚
す
る
ん
や
件
が
起
こ
っ
た
υ

ム
ハ
郷
仲
間
で
は
規
約
に
し
た

が
っ
て
こ
の
二
一
一
軒
を
除
名
す
る
と
と
も
に
、
積
問
屋
に
も
働
き
か
け
て
そ
の
酒
荷
を
積
み
入
れ
な
い
よ
う
に
要
請
し
た
。
こ

の
要
請
に
よ
っ
て
積
問
屋
が
こ
れ
ら

軒
の
、
稲
荷
積
入
れ
を
拒
否
し
た
と
こ
ろ
、
逆
に

の
、
酒
造
家
が
結
問
屋
を
相
手

ど
っ
て
提
訴
に
お
よ
ん
だ
た
め
、
こ
の
事
件
は
、
仲
間
規
制
を
め
ぐ
る
裁
判
事
件
に
ま
で
発
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
一
一
ニ
軒
の
酒
造
家
の
中
心
を
な
し
た
の
が
嘉
納
一
族
で
、
す
で
に
嘉
納
治
兵
衛
は
文
化
十
年
代
に
一

O
戒
を
稼
働
し
て

一
万
駄
以
上
を
江
戸
指
し
て
お
り
、
同
じ
く
嘉
納
治
郎
右
衛
門
は
文
政
末
期
（
一
八
二
五
J
一ニ
O
）
に
は
八
政
を
稼
働
し
て
造
石
市

一
万
石
を
超
え
る
灘
一
一
一
郷
き
つ
て
の
有
力
な
酒
造
家
で
あ
っ
た
。
こ
の
提
訴
の
結
末
は
、
幕
府
が
勝
手
造
り
な
発
令
し
て
い
る
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と
き
に
、
そ
の
政
策
意
図
に
相
反
し
て
、
酒
造
仲
間
で
勝
手
に
私
法
の
民
間
・
税
控
・
減
造
を
申
し
合
わ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
と
し
て
、
六
郷
酒
造
仲
間
行
司
側
の
主
張
が
却
下
さ
れ
て
終
わ
っ
て
い
る
。

勝
手
造
り
令
の
も
と
で
競
争
契
機
が
導
入
さ
れ
、
そ
れ
を
機
に
飛
騨
的
発
展
を
図
ろ
う
と
す
る

三
軒
の
酒
造
家
と
、
市
場

条
件
の
制
約
下
で
は
量
的
増
大
よ
り
も
現
時
点
で
の
妥
協
を
関
ろ
う
と
す
る
六
郷
酒
造
仲
間
と
の
分
裂
対
立
が
、
こ
う
し

面
化
し
て
く
る
ま
で
に
問
題
は
深
刻
化
し
て
い
た
。
そ
れ
は
こ
の
期
に
…
層
の
発
展
を
志
向
し
て
い
く
灘
お
の
有
力
な
酒
造
家

た
る
嘉
納
家
向
族
と
、
江
戸
入
津
樽
数
の
う
え
で
も
諮
株
の
う
え
で
も
す
で
に
下
降
傾
向
に
あ
っ
た
間
宮
郷
（
そ
の
酒
造
行
可
た

る
四
井
久
兵
俗
）
と
の
経
営
方
針
の
差
と
し
て
、

は
っ
き
り
現
れ
た
と
い
え
る
。
こ
の
対
立
矛
躍
は
、
や
が
て
吹
郎
監
一
件
に
お

い
て
噴
出
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

交
政
九
年
の

吹
問
屋
率
件

酒
造
仲
間
に
よ
る
自
主
規
制
を
め
ぐ
る
対
立
矛
腐
は
つ
い
に
文
政
九
年
（
一
八
一
一
六
）
に
い
た
っ
て
頂
点
に
達

し
、
い
わ
ゆ
る
吹
田
監
一
件
と
よ
ば
れ
る
未
曾
有
の
大
事
件
が
起
こ
っ
た
。
事
件
の
発
端
は
そ
の
二
年
前
の

文
政
七
年
に
、
大
坂
一
一
一
郷
酒
造
大
行
可
の
吹
田
箆
与
一
一
一
兵
衛
が
、
回
以
泉
十
二
郷
の
触
顕
と
し
て
の
地
位
を
利
用
し
て
、
各
郷
酒

造
家
の
連
合
組
織
を
動
員
し
、
税
控
と
減
造
を
申
し
合
わ
せ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

酒造業の発展

吹
田
屋
は
酒
価
下
落
の
原
図
を
、
販
路
が
江
戸
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
荷
主
H
酒
造
家
が
小
利
に
迷
い
酒
間
口
践
に
対
す

る
大
局
的
な
見
地
か
ら
の
団
結
力
に
欠
け
て
い
る
こ
と
の

一
点
に
あ
る
と
考
え
、
開
患
に
対
す
る
荷
主
側
の
結
束
を
呼
び
か
け

た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
文
政
七
年
七
月
の
十
二
郷
参
会
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
減
造
の
中
ム
口
伎
を
行
っ
た
。

第五節

例
文
政
四
年
の
江
戸
入
津
櫓
数
を
各
郷
送
り
荷
駄
数
割
賦
の
基
準
と
し
、
送
り
総
駄
数
を
文
政
四
年
の
七
五
区
と
す
る
こ
と
、

一
紙
送
り
状
に

一
一
郷
知
似
合
L

と
い
う
板
印
と
各
郷
、
酒
造
行
一
刊
の
証
印
を
押
す
こ

∞
こ
れ
に
応
じ
て
仕
込
期
間
を
短
縮
し
、
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と
、
同
紀
伊
・
播
際
・
丹
波
・
河
内
な
ど
へ
の
出
造
り
酒
造
家
の
分
お
よ
び
悶
違
い
送
り
状
に
よ
る
分
、
こ
の
両
者
は
江
戸
都

を
禁
止
す
る
こ
と
、
内
こ
の
仲
間
中
合
せ
の
送
り
状
以
外
の
荷
物
を
引
き
受
け
た
江
戸
酒
関
屋
に
は
、
今
後
送
り
荷
を
禁
止
す

る
こ
と
、
以
上
の
問
点
で
あ
る
。

こ
の
盟
約
は
、
全
十
二
郷
由
工
口
せ
と
し
て
地
域
的
な
広
が
り
を
も
っ
て
い
た
点
と
、
減
造
高
を
株
高
に
よ
ら
ず
現
実
の
江
戸

入
津
得
数
の
突
績
に
よ
っ
て
規
制
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
る
点
で
、
さ
き
の
文
化
七
年
間
宮
郷
滑
造
行
可
凶
井
久
兵
衛

ら
の
主
導
に
よ
る
六
郷
仲
間
中
合
せ
と
は
根
本
的
に
相
違
し
て
い
た
。

酒
造
株
す

そ
れ
は
、

積
荷
規
制
と
減
造
中
合
吐
が
、

な
わ
ち
過
去
の
営
業
特
権
に
依
拠
す
る
の
で
は
な
く
、

現
実
に
即
し
た
江
戸
送
り
得
数
を
基
準
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

展
し
続
け
て
ゆ
く
灘
三
郷
と
他
郷
と
の
協
調
が
悶
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
事
実
こ
の
よ
う
な
市
合
せ
の
効
果
は
て
き
め
ん

で
、
米
価
が
た
い
し
て
騰
貴
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
酒
は

一
点
、
六
両
よ
り
二
二
、
一
一
一
一
向
に
ま
で
騰
貴
し
た
の
で
あ

る

こ
の
時
期
幕
府
自
’
身
も
、
膨
張
し
た
江
戸
積
酒
造
業
に
つ
い
て
は
、
勝
手
造
り
令
を
見
直
し
、
文
政
八
年
に
ま
ず
無
株
の
澗

造
を
禁
止
し
て
、
直
接
そ
の
掌
握
に
乗
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
と
き
で
あ
る
。
こ
の
酒
仰
の
騰
貴
を
、

い
わ
ば
私
法
に
よ
る
不

当
な
価
格
の
つ
り
上
げ
と
み
た
幕
府
は
、
文
政
九
年
七
月
調
査
に
乗
り
出
し
、
西
宮
・
兵
庫
・
下
灘
・
上
灘
・
今
津
・
池
田
・

伊
丹
の
七
郷
酒
造
行
司
と
、
大
坂
一
一
一
郷
酒
造
大
行
司
の
吹
田
屋
と
を
逮
捕
し
た
。
結
局
、
幕
府
は
、
勝
手
造
り
の
政
策
基
調
と

ロ
〈
向
か
ら
対
立
し
た
締
め
売
り
類
似
の
仕
法
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
断
闘
と
し
た
処
置
に
出
て
、
前
記
七
郷
酒
造
行
司
に
対

し
て
は
、
酒
造
行
司
役
の
差
止
め
と
過
料
一

O
貫
文
を
課
し
、
ま
た
そ
の
発
頭
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
吹
田
屋
与
一
一
一
兵
衛

に
は
死
罪
と
い
う
厳
罰
を
申
し
渡
し
た
。
そ
の
後
吹
田
屋
が
牢
死
し
て
こ
の
事
件
も
落
着
し
て
い
る
。
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交
政
十
一
年
の

よ
灘
郷
の
分
裂

一
方
酒
造
仲
間
の
内
部
に
お
い
て
も
、
灘
自
が
独
走
体
制
を
続
け
て
ゆ
く
な
か
で
、
競
争
と
分
裂
も
ま
た

月
灘
・
西
宮
・
今
津
の
問
郷
酒
造
仲
間
の
間
で
は
、
種
々
協
訟
を
話
一
ね
、
阪
始
め
を
十
一
月
一
日
と
し
、
掛
始
め
（
謬
仕
込
）
は
十

進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
。
吹
田
監
一
件
か
ら
二
年
後
の
文
政
十
…
年
、
当
年
の
潜
造
に
つ
い
て
、
上
灘
・
下

日
に
す
る
と
い
う
酒
造
仕
込
開
始
時
の
申
合
せ
を
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
上
灘
郷
の
御
影
・
東
明
両
村
の
酒
造
家
が
こ

れ
に
反
対
し
た
た
め
、
こ
こ
に
つ
甑
日
限
L

と
い
う
酒
造
仕
込
日
数
の
取
決
め
を
め
ぐ
る
対
立
が
激
化
し
て
い
っ
た
。

御
影 こ
う
し
た
上
灘
郷
酒
造
家
内
部
の
利
害
対
立
の
な
か
で
、
同
年
上
灘
郷
は
、
青
木
・
魚
崎
・
呉
国
（
住
士
口
）
の
一
ニ
カ
村
左
京
組
、

・
東
明
・
八
幡
の
四
カ
村
な
中
組
、
新
在
家
・
大
お
の
ご
カ
村
を
西
組
と
す
る
一
一
一
組
に
分
裂
し
て
い
っ
た
。
そ
の

理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
上
灘
郷
は
大
郷
ゆ
え
取
締
り
し
難
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
な
か
で
も
御
野
村
の
嘉
納
家
一
族

の
酒
造
業
拡
大
へ
の
志
向
は
、
仲
間
規
制
を
無
視
し
て
独
走
を
つ
づ
け
、
そ
れ
は
十
二
郷
の
枠
外
で
の
目
覚
ま
し
い
躍
進
を
期

待
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
十
二
郷
江
戸
積
仲
間
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
不
均
衡
に
発
展
し
て
き
た
各
郷
を
、

た
る
の
で
あ
る
。

そ
の
体
制
の
な
か
へ
但
誤
し
再
編
成
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
を
内
包
し
な
が
ら
、
や
が
て
次
の
天
保
刑
抑
止
を
迎
え
る
に
い

i酒造業の発股第五節

辰
年
御
免
株
の

新
規
株
交
付 3 

天
保
一
一
一
年
の
新
競
株
交
付
と
天
保
改
革

化
政
期
の
江
戸
入
津
樽
数
…

0
0万
樽
を
頂
点
に
、
摂
泉
十
二
郷
の
内
部
の
矛
盾
対
立
が
激
化
し
、
新
旧

株
仲
間
の
対
立
や
灘
一
一
一
郷
と
ほ
か
九
郷
と
の
利
害
の
激
突
、
加
え
る
に
荷
主
日
酒
造
仲
間
と
江
戸
下
り
酒
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問
屋
と
の
抗
争
な
ど
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
江
戸
詰
酒
造
業
、
が
再
び
体
制
的
な
建
砲
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、

事
態
が
深
刻
化
し
た
と
き
、
そ
の
建
直
し
策
と
し
て
実
路
さ
れ
た
の
が
天
保

一
）
の
新
規
株
の
交
付
で
あ
り
、
そ

れ
は
幕
府
の
上
か
ら
の
政
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

天
保
一
一
一
年
の
新
規
株
は
、
そ
の
年
が
辰
年
に
あ
た
る
と
こ
ろ
よ
り
、
辰
年
御
免
株
と
よ
ば
れ
る
。

す
な
わ
ふ
り
文
政
八
年
（
一

八
二
五
）
以
降
に
幕
府
の
沼
造
統
制
が
発
令
さ
れ
た
こ
ろ
、

灘
間
・
今
津
で
は
株
高
と
現
実
の
造
石
高
と
の
間
に
は
再
び
約

五
万
石
の
懸
踊
を
生
じ
て
い
た
た
め
、
幕
府
は
文
政
十
一
年
の
造
石
高
を
調
査
し
、
そ
の
株
高
を
超
過
し
た
分
に
対
し
て
新
規

株
を
交
付
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
時
は
特
に
灘
日
・
今
津
の
灘
一
一
一
郷
を
直
接
対
象
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
そ

の
新
規
株
の
特
呉
性
が
あ
っ
た
。

そ
の
際
、
免
許
料
と
し
て
株
高
一

O
O石
に
つ
な
こ
一
一
一
両
二
歩
の
運
上
金
と
、
ま
た
冥
加
金
と
し
て
年
一

O
O石
に
つ
き
銀

ムハ

O
匁
の
上
納
が
強
要
さ
れ
た
。
当
時
の
籾
買
入
株
が
株
高
一

O
O石
に
つ
き
銀
問
匁
一
一
一
分
、
御
免
定
株
が
株
高
に
関
係
な
く

一
律
一
株
に
つ
き
平
均
銀
一
一
一
六
匁
で
あ
っ
た
の
と
比
較
し
て
、
こ
の
新
規
株
は
税
額
の
高
か
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

し
か
し
摂
泉
十
二
郷
の
う
ち
西
宮
郷
を
は
じ
め
と
す
る
ほ
か
九
郷
の
酒
造
L

家
は
、
こ
の
新
規
株
の
交
付
に
よ
っ
て
勝
手
造
り

の
増
大
分
が
公
認
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、
川
w灘
自
・
今
津
が
自
発
的
に
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
、

ω灘
間
で
は
も
と
も
と
余
分

の
酒
造
株
を
所
持
し
、
酒
造
蔵
を
建
て
増
し
て
寸
大
造
り
の
酒
造
1

」
を
行
っ
て
い
る
、

ω江
戸
約
分
に
つ
い
て
は
、
株
高
一

O

石
に
つ
き
六
駄
の
割
合
を
基
準
に
す
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
江
戸
積
以
外
の
分
に
規
制
は
な
く
、
池
売
・
他
国
売
に
進
出
し
て

く
る
こ
と
に
な
る
、
例
江
戸
積
以
外
の
酒
造
は
し
な
い
と
す
れ
ば
、
新
規
株
は
年
々
不
安
に
な
っ
て
ゆ
く
、
と
い
う
問
点
を
あ

ヂ
て
虫
く
一
又

t
し
こ
。

ロh
J
、
／
＼
仔

υム
V
P
1
L
d
j
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こ
れ
に
対
し
て
灘
三
郷
側
は
、
川
w新
規
株
は
江
戸
表
か
ら
の
命
令
で
代
官
所
よ
り
許
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

ω先
年
勝
手

造
り
の
と
き
に
は
酒
造
蔵
の
建
増
し
を
し
た
が
、
酒
造
統
制
発
令
（
交
政
八
年
）
以
後
は
規
定
通
り
の
造
石
高
を
守
っ
て
い
る
、

同
江
戸
積
み
分
は
勺
株
高
十
石
に
付
六
駄
」
に
関
定
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
酒
造
は
年
々
の
些
凶
や
江
戸
の
市
況
に
応
じ
て

っ
て
お
り
、
地
売
・
他
国
売
分
は
わ
ず
か
な
の
で
九
郷
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
、
刊
新
規
株
は
勝
手
造
り
の
と
き
以
来
造
り
統

け
て
き
た
分
で
不
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
ま
た
予
め
酒
造
制
限
令
の
と
き
の
用
意
に
交
付
を
受
け
た
も
の
で
も
な
い
、

と
応
答
し
て
い
る
。

こ
の
対
立
に
は
、
十
二
郷
の
規
制
を
維
持
さ
せ
よ
う
と
す
る
幕
府
側
の
意
向
も
あ
っ
て
、
天
保
一
一
一
年
六
月
灘
一
一
一
郷
は
、
西
宮

郷
な
は
じ
め
と
す
る
ほ
か
九
郷
に
対
し
、

ω今
後
は
決
し
て
皆
造
（
株
高
満
杯
に
造
る
）
は
し
な
い
、
同
大
坂
一
一
一
郷
を
触
頭
と
す
る

十
二
郷
の
山
中
合
せ
は
遵
守
す
る
、
川
W
株
高
一

O
石
に
つ
き
六
駄
と
い
う
各
郷
平
等
の
積
高
原
則
を
守
マ
べ
と
い
う
三
点
を
誓
約

し
た
の
で
あ
る
。

新
規
株
を
め
ぐ
る
灘

…
一
一
郷
と
ほ
か
九
郷

の
新
規
株
哨
加
に
よ
る
十
二
郷
仲
間
内
部
の
酒
造
株
高
の
変
濯
を
み
よ
う
と
し
た
の
が
表
出

で
あ
る
。
ま
ず
新
規
株
交
付
の
年
で
あ
る
天
保
三
年
で
は
、
上
灘
・
下
灘
の
古
株
高
は
、
文
化
・
文
政

酒造業の発展

期
の
競
争
激
動
期
を
反
映
し
て
、
苓
和
一
一
一
年
（
一
人
O
一
一
一
）
の
株
尚
に
比
べ
て
五
万
七
千
石
余
、
一

五
・
五
%
の
増
加
と
な
っ
て

い
る
の
に
対
し
、
今
津
は
一
五

O
O石
、
西
宮
は
一
万
石
も
の
減
少
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
灘
一
一
一
郷
の
み
に
認
め
ら
れ
た
新
規

株
は
一
五
万
四
千
石
余
で
、
古
株
高
と
新
規
株
高
を
合
計
す
る
と
、
袋
入
に
四
六
万
一
一
千
石
余
と
な
り
、
十
一
一
郷
全
体
の
古
株
高

第五節

増
加
率
が
わ
ず
か

odpに
も
満
た
な
い
な
か
で
、
灘
三
郷
は

八
三
労
の
増
加
率
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
新
規
株
の
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
上
灘
郷
の
う
ち
御
影
を
ふ
く
む
中
組
で
あ
り
、

つ
い
で
東
純
で
あ
る
。
ま
た
今
、
津
は

)II i立lti¥'.ll::.縦Jll583 
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石

93, 102 

160, 125 

105, 543 

57, 567 

416,339 

(1832) 主i三

36, 

58,037 

22,200 

15,880 

132,438 

摂よ員十二郷澗造株高の変遊

3 天保

B I ii汗
石

56, 781 

102,088 

83 343 

41,687 

283 901 
B/A125.5% 
23,875 

表 146

42 

63,563 

77,571 

42, 726 

226, 287 

名

J二 f｝反組
i中刻
i百il凶籾
T 灘

u二機・下灘）

削
州

45, 785 21, 910 28 27 25,327 津今

154,348 

四＇！？；

伊丹

池田

北在

兵庫

尼崎

伝法

大坂三郷

堺

257 

43 

85 

25 

30 

27 

9 

12 

不詳

79 

307, 776 

54, 200 

106, 758 

28,305 

20,362 

19,375 

4, 767 

12,904 

142,948 

41, 992 

215 

43 

68 

22 

32 

32 

16 

6 

不詳

68 

251,614 

63,900 

68,906 

23,201 

19,961 

19,375 

12,468 

8,496 

172, 795 

35,228 

到
削

(310) (287) 424,330 計

893, 739 154,348 675,944 計メ誌、
口

合
株
高
で
は
若
干
の
減
少
を
一
部

584 

す
が
、
新
規
株
で
は
古
株
高
と

ほ
ぼ
等
し
い
株
高
を
有
し
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の

動
き
か
ら
化
政
期
に
目
覚
ま
し

い
発
展
を
遂
げ
た
の
は
、
上
灘

(lj:) 株隠は石単位まで表記，合計は毛n¥1後石米泌を省略。

資料：「四11°家文t1:1-Ji尽し大波・堺は他の史料により補足。

郷
の
中
組
・
東
級
、
そ
れ
に
今

津
郷
で
あ
り
、
他
方
上
灘
郷
の

四
組
と
下
灘
郷
は
こ
の
発
展
期

に
若
干
の
遅
れ
を
と
っ
て
い
る

」
と
が
わ
か
る
。

方
灘
一
一
一
郷
を
除
く
ほ
か
九

郷
で
は
、
伊
丹
と
伝
法
の
増
加

近Ill:

が
、
灘
一
一
一
郷
に
は
及
ば
な
い
に

し
て
も
注
目
さ
れ
る
と
同
時
に
、

尼
崎
は
完
全
に
江
戸
詰
か
ら
脱

第四~；：

落
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ



る
。
ま
た
西
宮
も
こ
の
文
化
・
文
政
期
に
は
、

一
時
的
に
隣
接
の
灘
一
一
一
郷
発
援
の
た
め
に
敗
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
前

述
の
新
規
株
交
付
を
め
ぐ
っ
て
執
撒
に
反
対
し
た
西
宮
の
立
場
が
理
解
さ
れ
る
。
以
後
幕
末
に
か
け
て
、
凶
官
の
起
死
闘
生
を

則
し
た
灘
酒
造
仲
間
と
の
激
し
い
競
争
が
続
け
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
十
二
郷
の
う
ち
灘
三
郷
と
ほ
か
九
郷
の
株
高
は
、
一
挙
和

は
二
五
万
一
わ
対
四
二
万
石
余
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
天
保
一
一
一
年
に
は
新
規
株
を
含
め
る
と
実
に
四
六
万
石
対
四
一
一
一
万
石
と
地
位
は
逆
転
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
文
化

・
文
政
期
の
灘
酒
造
業
の
飛
躍
的
な
発
展
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
問
時
に
、
そ
れ
に
忠
じ
て
十
二
郷
内
部
の
株
高
を
調
整
し

ょ
う
と
し
た
の
が
、
こ
の
天
保
一
一
一
年
の
改
正
仕
法
実
施
の
趣
旨
で
あ
っ

し
か
し
天
保
三
年
の
株
改
め
の
意
義
は
、
単
な
る
株
高
と
造
石
高
と
の
調
整
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
株
高
に
よ
る
灘
一
一
一
郷

と
ほ
か
九
郷
と
の
調
猿
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
入
津
得
数
を
規
制
す
る
た
め
の
株
改
め
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
こ
で
前
述
の
株
高
一

O
石
に
つ
き
六
駄
の
各
郷
平
等
の
江
戸
樹
高
と
い
う
新
規
株
交
付
に
際
し
て
の
十
一
一
郷
中
合
せ
の

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

瀦造業の発展

株
割
に
よ
る
十

二
郷
の
弱
整

山
は
株
高
一

O
一
ね
に
対
す
る
江
戸
積
荷
（
栂
数
）
の
割
合
を
表
示
し
た
も
の
で
、
こ
の
割
合
の
こ
と
を
株

制
と
い
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
卒
和
一
一
一
年
に
お
け
る
株
割
は
、
伊
丹
が

プ
ニ
一
駄
、
池
間
が
九

一一一

O
駄
で
あ
り
、
今
津
の
九
・

O
二
駄
、
灘
闘
の
八
・
八
九
駄
を
上
関
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
文
政
十
年
よ
り
天
保
一
五
年
ま
で
の
四
カ
年
平
均
株
割
で
は
、
逆
に
今
、
津
（
二
－
一
一
O
駄
）
・
灘
目
（
一

0
・
0
一一一駄）が

第五．自信

伊
丹
（
入
・
九
六
駄
）
・
池
田
（
六
・
五
五
駄
）
を
凌
駕
し
て
い
る
。

」
の
灘
一
一
一
郷
と
ほ
か
九
郷
と
の
不
均
衡
を
是
正
し
て
、

天
保

一
一
一
年
に
は
灘
一
一
一
郷
五
・
。
凶
拡
、

ほ
か
九
郷
は
問
・
4

一
四
駄
、
命
平
均
し
て
間
・
ぃ
ハ
五
駄
と
な
っ
て
、

「
に
ゴ

H
H
F
L
伐
Y
1
J
μ
l
r司
守
、
喝

容
を
斗
4
6
在
正
」

近 t!I:f箆史編滋585 
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郷

32, s62 I 6. oo 
72, 975 ! 6. 93 

14, 333 I s. 06 
8,411 I 4.13 
3, 942 I 2. 03 

20 522 115. 90 

1,21012.53 

22 381 I 1. 7 2 

688 I o. 16 

西宮I63, 900 
伊丹I68, 906 
池田I23, 201 
北恋I19, 961 
兵庫119,375

伝法I8,496 
Ji:, 崎I12, 468 
大坂1172,795

堺 I35, 228 

小計

合計

一
応
達
成
さ
れ
て
い
る
d

つ
ま
り
天
保
一
一
一
年

の
一
各
郷
平
等
L

の
お
方
仕
法
に
の
っ
と
っ

て
、
株
高
と
江
戸
川
似
高
と
の
調
整
を
は
か
つ

た
の
が
、
天
保
三
年
辰
年
御
免
株
交
付
の
本

情
で
あ
っ
た
。

資料：「1191ドヰて火；1¥'J,「i与}Ji；約家文'flh「倒IJ；！；酒量5級合)Cit¥'J

」
の
時
の
各
郷
平
等
の
結
方
仕
法
と
い
う

の
は
、
株
EUM

（
造
石
商
）
に
対
す
る
現
実
の
版

売
数
量
で
あ
る
江
戸
新
高
の
割
合
を
平
等
に

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
文
政
十
年
よ
り

の
四
カ
年
平
均
入
律
神
数
（
八
O
万
符
）
を
悲

山
中
に
し
て
各
郷
江
戸
軒
高
な
決
め
、
そ
こ
か

ら
株
高
に
対
す
る
江
戸
積
駄
数
す
な
わ
ち
株

掛
か
｝
定
め
る
と
い
う
方
式
に
よ
っ
て
お
り
、

」
の
株
川
仰
が
造
石
高
の
ね
安
に
さ
れ
た
か
ら
、

現
実
の
造
主
的
決
定
に
は
株
高
で
は
な
く
、

江
戸
積
高
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
点
に
注
目

し
よ
う
。

ラ86近Hl:tl：会の変容tr~在日？戸



交政j羽兵路ほか江戸税・地売。lij株高の割合

195,939 

し
か
も
こ
の
時
の
株
割
算
定
で
は
、
他
九
郷
の
平
均
は
問

一
同
一
駄
と
な
る
が
、
伊

Iii: 

酒造株潟A

石
19,375 

4 767 

41,992 

129,805 

A さとし
11 n I 

汁
は
ふ
ハ
・
九
一
…
一
駄
、
西
宮
は
六
・

0
0駄
と
伝
っ
て
逆
に

近

表 148

兵隊

f忍崎

堺

大坂

郷
の
五
・

O
凶
駄
を
は

る
か
に
上
回
り
、
伊
丹
・
西
宮
に
と
っ
て
は
有
利
に
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

絞史編llll

名採日

十
二
郷
酒
造
仲
間
の
中
合
せ
に
よ
る
株
割
に
よ
っ
て
入
津
高
が
規
制
さ
れ
、
そ
こ
か
ら

造
石
高
が
決
定
さ
れ
て
い
く
と
い
う
事
情
は
、
酒
造
株
の
も
つ
営
業
特
権
と
し
て
の
株

（おJ 文政10～13年の 4カ年平均石iら
資料：「街ll~~酒造組合文設J

心
的
そ
の
も
の
が
、
実
効
性
を
失
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
の
凶
カ
年
沼
造
株
高
の
う
ち
、
江
戸
新
株
高
と
地
売
株
高
と
を

分
け
て
考
え
て
み
る
と
、
表
出
に
示
し
た
よ
う
に
、
兵
庫
・
尼
崎
・
大
坂
・
堺
の
問
郷

は
特
に
地
売
株
高
の
比
率
の
高
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
兵
肢
は
株
高
約
一
万
九

0
0

。
石
で
あ
る
が
、
う
ち
江
戸
詰
株
高
は
約
六

0
0
0石
、
地
売
株
高
が
約

万

。
石
で
、
江
戸
街
株
高
は
全
体
の

一
%
強
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、
圧
倒
的
に
地
売

し
ド
ケ
司
〉
七
山
町
や
お
い
お
く
、

v
J
e
F
U
ト
？
t
Jノ↑
i

そ
れ
だ
け
兵
庫
郷
中
の
需
要
を
対
象
に
し
た
地
売
酒
造
業
に
傾

測定i業の発展

斜
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
こ
と
は
、
京
臨
十
朗
年
（
一
七
六
四
）
の
兵
隊
津
酒
造
仲
間
の

J
澗
株
御
師
、
御
間
之

H記」、

わ
ず

「
兵
庫
津
酒
屋
共
義
は
、
江
戸
炎
下
筋
へ
積
下
し
候
澗
と
ゆ
す
は
只
今
に
て
は
龍
か
の

て
、
中
十
一
に
地
売
沼
に

の
な
か
で
、

て
御
陵
候
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

第五)'{j'j

灘
自
四
組
の

誇
株
状
況

天
保

の
前
掲
表
山
（
制
頁
）
で
は
摂
泉
十
二
郷
に
お
け
る
新
規
株
交
付
の
状
況
を
、
そ
の
古
株
高
と
の
対

し
た
の

587 

比
で
み
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
上
灘
・
一
卜
灘
の
灘
日
間
組
に
つ
い
て
、
そ
の
所
属
村
ご
と
に



表 149 天保3年（1832）灘日 4組の新規株・合株諮高状況

古株 A 新規株 B 合計 l
対血 名 i軒数 Bx 100 

株高株数 株高株数 株高株数 iA 

ii守
6, 5 石

石 ;i:; 

2, 9, 186 

青木 17 1, 582 1,600 3, 182 

東｜西青木 622 150 772 

深江 2,217 2,550 4, 767 

魚l 崎 28 26,694 34 22, 150 16 48,844 50 

J: I荊1I杭 Eきー 2 2,000 2,000 2 4,000 3 

住 立口と 11 16,848 13 5, 500 7 22,348 20 

小計 56, 781 36, 321 93, 102 I 

各JI 2多
中i石 廃止 50 I 91, 360 I 84 i 58, 037 I 97 1149. 397 I 181 I 
東 明

*11 ノL i陥 8 10, 728 I 13 

務i 小計
58 088 97 58, 037 I 97 1160. 125 I 194 I 

大 石 46 57,412 51 13，川 24 I 71, 112 I 7 5 
新在家 24 25,931 34 8. 500 18 34. 431 52 

小計 70 83. 343 I 85 I 22. 200 i 42 i 105. 5431 127 I 

下

現在

①十②合計

（注） 株高は石単位まで表記，合計は積3卒後お米、泌をf街路。
資料：「悶:JH訳文ill=J

第四市近ili：社会の変革手
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が
表
別
で
あ
る
。
新
規
株
の
交
付
高
で
は
、
灘
日
間
組
の
う
ち
で
も
特
に
御
影
東
組
・
間
関
組
・

東
切
の
合
計
株
高
五

万
八

0
0
0石
、
魚
崎
村
の
二
万
一
二
五

O
石
、
大
石
村
の

万
三
七

O
O石
が
多
く
て
注
釘
さ
れ
る
。
ま
た
古
株
高
に
対
す

る
新
規
株
高
比
率
を
み
る
と
、
平
均
間
六
%
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
平
均
値
を
上
則
っ
て
い
る
の
が
上
灘
一
一
一
級
で
、
下

灘
は
そ
れ
を
は
る
か
に
下
回
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
上
灘
一
一
一
組
だ
け
で
み
れ
ば
そ
の
平
均
値
の
四
八
%
を
上
回
っ
て
い
る
の
が
東

組
、
中
組
で
あ
り
、
東
組
の
魚
崎
村
が
八
一
一
一
%
と
高
く
、
中
組
の
御
影
・

東
明
が
六
四
%
と
そ
れ
な
り
の
比
率
と
な
っ

て
い
る
が
、
部
組
は
二
七
%
と
低
い
。

ち
な
み
に
今
津
郷
は
九
一
一
%
と
な
り
（
mm
頁
表
附
参
照
）
、
灘
闘
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
古
株
の
御
免
定
株
と
籾

賀
入
株
の
う
ち
、
後
者
が
灘
間
に
限
っ
て
寛
政
問
年
（
一
七
九
二
）
に
交
付
さ
れ
、
今
津
郷
が
除
外
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
し
て
も
今
津
郷
は
上
灘
の
う
ち
の
魚
崎
村
と
同
じ
テ
ン
ポ
で
、
文
化
・
文
政
期
に
拡
張
し
て
い
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
の
状
況
を
さ
ら
に
享
和

の
株
高
と
比
較
し
て
、
各
組
所
鴎
村
々
の
動
向
を
み
よ
う
と
し
た
の
が
表
別
で
あ
る
。
こ
の

時
期
は
、
わ
ず
か
一
一
一

O
年
ほ
ど
で
は
あ
る
が
、
米
側
政
策
上
か
ら
は
勝
手
造
り
令
の
発
令
さ
れ
た
時
期
に
当
た
り
、
か
つ
文
化

・
文
政
期
の
商
品
生
産
拡
大
期
に
向
か
っ
て
い
た
だ
け
に
、
灘
酒
造
業
が
飛
眼
的
に
発
展
し
、
上
方
か
ら
の
江
戸
入
津
件
数
も

瀦造業の発渓

一
O
O万
持
を
突
破
す
る
勢
い
に
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
反
映
し
て
、
株
高
に
お
い
て
も
全
体
で
二
二
万
六

0
0
0石
余
か
ら

四
一
万
六

0
0
0石
へ
と
ほ
ぼ
一
一
倍
近
い
増
加
率
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
全
体
の
増
加
率
を
上
関
っ
て
い
る
の
が
中
組
の
一

五
ニ
倍
、
東
組
の
一
一
・
一
九
倍
で
、
こ
こ
で
は
四
組
・
下
灘
は
は
る
か
に
そ
れ
を
下
回
り
、
顕
著
な
発
展
の
格
差
を
示
し
て
い

第五節

る
つ
な
か
で
も
魚
崎
村
と
御
影
村
・
石
屋
村
・
東
明
村
お
よ
び
大
石
村
が
飛
躍
的
に
増
大
し
、
上
灘
郷
の
異
常
な
ま
で
の
成
長

ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。
ざ
れ
ば
こ
そ
文
政
十
一
年
に
上
灘
郷
が
東
・
中
・
拐
の
一
ニ
組
に
分
裂
し
て
ゆ
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
事

!ft 近自主.＼！ミ縦Ill589 



子三和～天保期のi難目 4級村1JIJi関造株高比！校表 150

ョ；正午甘H手か
らの増加l率

｛告

1. 94 

5.04 

1. 15 

2. 55 

2.00 

1. 71 

2. 19 

主主ホl3年（1803)

ハU
今
、

υ

ハU

岡、lv

内

r
“

天保 3年（1832)

4. 767 

9, 186 

3,954 

48,844 

4,000 

22,348 

93, 102 

名

打出

深江
東青木

w 木
魚崎

拶l 屋

住吉

村名

JR 

払市

組上

31 

4
－

a＆
T

S
斗

白

今

4
O
O

I

l
－

－

 

50 2.62 181 149,397 

42,427 

10,434 

18,879 

15,891 

11, 769 

6,588 

63,562 

十
一
組
組
屋
明
幡

言
一
東
関

、
一
彩
F

d
一御

A

石

東

入組 1. 63 

1. 30 

l. 92 

1. 20 

1. 36 

1. 56 

1. 46 

2. 52 

13 

194 

20, 921 

52 

75 

127 

8 

58 

24 

46 

16 

70 

14 

14 

10, 728 

160, 125 

34,431 

71, 112 

105,543 

17, 102 

19,544 

凋
斗
．
〆
、
d

ハuノ
．

tιA
唱
a
A

今
，

今
，
，
白
今
，
，
 “
 

62 

q
J
M

ハW
J

’t－
n九
υ
4
1
A

噌

a
A

1
 

10,952 

13,098 

300 

17,470 

784 

120 

計
一
家
石
屋
悶
毛
原

一夜

づ
一
新
大
山
泊
料
五
河

十
一
一
戸
屋
水
浜
内
尾

言

一

茶

、

ツ
d
一
神
二
走
脇
熊
説
l

E百

下

E
 

謝
附

校曜

32 42, 726 計
一
一
計

ラ90

187 

（注） 株高は石ヰi(:iLまで表記，合計は￥／it手後正I米山を＇i':I•ふ
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前
が
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
で
、
発
展
期
の
文
政
十
年
よ
り
天
保
元
年
ま
で
の
摂
泉
十
二
郷
に
お
け
る
四
カ
年
一
平
均
江
戸
入
津
符

数
五
一
一
一
万
四
九
七
駄
（
山
野
氏
表
川
参
照
）
の
う
ち
、
今
津
郷
も
九
円
め
た
灘
一
一
一
郷
分
一
…

),r 
M」

ご
さ
一
一
四
駄
の
入
津
得
数
を
、
名
村
別

し
た
の
が
表
出
で
あ
る
。
そ
の
ト
ッ
ヅ
ク
ラ
ス
に
大
石
村
と
御
影
村
間
総
が
あ
り
、
こ
れ
に
魚
崎
村
・
今
津
郷
・

村
－
一
新
在
家
村
が
続
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
御
影
村
・
大
石
村
に
お
け
る
人
体
樽
が
五
万
駄
を
起
え
て
お
り
、
発
展
期
灘
酒
造

業
の
最
先
端
に
立
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
お
山
中
の
伝
法
分
株
・
池
田
分
株
と
い
う
の
は
、
伝
法
お
よ
び
池

m同
郷
よ

り
灘
間
へ
の
入
株
分
の
こ
と
で
、
一
向
郷
の
酒
造
株
を
灘
酒
造
家
が
借
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
造
石
高
を
婚
や
し
、
あ
わ
せ
て

入
津
駄
数
を
確
保
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ii'1i造業の発）長第五節

女；政分d認のi~qtII芥村別江戸
入隊駄数

表 151

ヰi

12.0 

lt 数

26, 

駄

木

附

に1

印
刷
印
船
底
明
係

東
問
問

家

2日

可笠

脇浜

村！戸

二ツ茶屋

討会

－一ru

討
川

’ト
t
乙
K
M

J或

M
M
 

g一一

Y

i

j
ゐ

1

・
、

知
判

J

γ
引

市

川

八

新

大

品川
Uj
 

メ入
I 

長［［

将

司

”

は

wけ
V
い

「

久

V
W小

入

下

漠t

上

溺E

（主主〉 文足立lO年よち天保光年までの4カ年平均駄

数。 I草l＝三 2i率。
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市
内
部
対
立
の
激
化

と
幕
府
の
対
応

さ
て
新
規
株
交
付
に
際
し
て
の
灘
一
一
一
郷
と
ほ
か
九
郷
の
対
立
は
、
以
後
も
ま
す
ま
す
先
鋭
化
し
て
い
っ

た
。
す
な
わ
ち
天
保
五
年
に
、
西
宮
酒
造
行
司
が
大
坂
一
一
一
郷
に
働
き
か
け
、
大
坂
の
山
村
与
助
・
尼
崎

又
左
衛
門
ら
の
有
力
商
人
を
総
取
締
役
と
し
て
、
同
年
五
月
に
大
坂
・
閥
宮
廻
船
極
印
元
の
述
暑
で
、

っ
小
送
り
状
押
哨
判
」

と
称
し
、
十
二
郷
江
戸
積
の
溜
荷
取
締
規
制
を
出
願
し
た
時
は
、
上
灘
郷
中
組
の
嘉
納
家
一
一
統
が
こ
れ
に
強
く
反
対
し
て
い
る
。

そ
の
要
点
は
、

ω株
高

O
石
に
つ
き
六
駄
と
い
う
各
郷
平
等
の
積
商
は
、
新
規
株
交
付
に
際
し
て
、

ま
ミ

L
E
L
一
日
丸
H

門
J

L
v
カ
E

寸ノ

ω持
主
主
ゃ
ん
川
v
qハ

σ～

た
め
に
一
年
限
り
と
い
う
こ
と
で
取
り
決
め
た
も
の
で
、
当
年
に
も
適
用
す
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
、
仰
い
ま
さ
ら
大
坂
商
人

の
取
締
り
を
受
け
る
必
要
は
な
く
、
谷
町
役
所
配
下
で
の
取
締
り
だ
け
で
徹
底
し
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
小
送
り
状
も
役
所
よ

り
の
印
判
だ
け
で
十
分
で
あ
る
、
同
「
各
郷
平
等
の
軒
高
」
と
い
う
が
、
灘
一
一
一
郷
の
江
戸
積
高
は
古
株
の
同
と
変
わ
ら
ず
、
一
紛

規
株
は
江
戸
積
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
っ
て
不
利
で
あ
る
の
に
、

ほ
か
九
郷
の
株
高
に
は
地
売
株
も
λ

（
泊
ま
れ
て
い
る

か
ら
、
江
戸
積
分
の
み
の
株
割
に
換
算
す
る
と
一
段
と
有
利
に
な
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

ま
た
新
規
株
は
多
額
の
冥
加
金
な
上
納
し
な
が
ら
、
江
戸
積
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
灘
三
郷
の
不
満
は
強
く
、
天
保

六
年
灘
一
一
一
郷
で
は
新
た
に
、
こ
の
新
規
株
に
つ
い
て
は
、
冥
加
金
の
代
償
と
し
て
、
澗
造
制
限
の
際
に
特
別
の
担
ぃ
肢
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
と
出
願
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
願
意
も
幕
府
の
森
認
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
天
保
一
一
一
年
の
新
規
株
交
付
は
、
高
姉
な
犠
牲
を
払
い
な
が
ら
、
そ
れ
が
灘
一
一
一
郷
に
と
っ
て
は
発
展
の
契
機

と
な
る
に
い
た
ら
ず
、
こ
の
時
期
幕
府
も
、

ほ
か
九
郷
の
強
い
灘
一
一
一
郷
抑
制
策
を
む
し
ろ
支
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
天
保
七
年
に
は
、
全
関
的
な
飢
隊
合
」
盟
出
に
、
刊
び
酒
造
取
締
り
が
強
化
さ
れ
た
。
ま
ず
、
川
酒
造
米
の
買
入
れ

届
出
鋭
、

ω酒
造
蔵
検
査
に
よ
る
過
造
の
厳
禁
、
例
酒
造
道
具
の
売
買
貸
借
の
届
出
制
、
判
酒
造
稼
人
は
地
元
代
官
の
磁
支
配

う92近世：社会の変終第四市



i関造業の発股第五節

と
す
る
、
例
天
保
問
年
以
前
か
ら
の
地
売
・
他
国
詰
・
江
戸
杭
樽
数
の
調
査
、
な
ど
が
規
定
さ

れ
、
さ
ら
に
呉
川
内
の
入
津
得
統
制
（
下
り
酒
十
一
ヶ
国
制
御
日
当
ぬ
の
設
定
）
も
実
施
さ
れ
て
、
全
く

先
の
寛
政
改
革
の
過
程
と
向
様
の
厳
絡
な
酒
造
統
制
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

さ
ら
に
同
年
十
月
に
は

造
り
令
の
も
と
で
、
特
に
灘
一
一
一
郷
は
他
郷
と
区
別
さ
れ
、

。〉

J二日紙調1酒造行司廻状（部分〕

勺
株
高
千
石
に
つ

六
石
造
り
」
と
さ
れ
、
株
高
の
一

O
分
の

に
相
当
す
る
厳
し
い
減
醗

比
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
新
規
株
が
減
造
基
準
と
し
て
公
認
さ
れ
な
が
ら
、
実
質
的
に
は

天
保
四
年
以
前
の
江
戸
積
高
に
規
制
さ
れ
て
、
株
高
に
関
係
な
く
造
石
潟
が
決
定
さ
れ
た
た
め

で
あ
る
。
さ
ら
に
浪
人
年
も

に
つ
き
ぽ
六
十
五
石
L

と
な
り
、
灘
一
一
一
郷
は
苛
酷
な
減
醸

規
制
の
強
陀
下
に
さ
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

よ
う
や
く
天
保
九
年
か
ら
翌
十
年
に
か
け
て
、
幕
府
は
溺
造
統
制
を
緩
和

天
係
改
革
と
酒

造
株
の
改
称

し
、
灘
三
郷
に
お
い
て
も
天
保
十
年
に
は
例
年
設
み
の

の
一
造
り
と

写真 136

な
り
、
同
十
一
年
か
ら
は
さ
ら
に
二
分
の
一
造
り
、
天
保
改
本
に
お
い
て
は
一
二
分
の
二
造
り
と

漸
次
緩
め
ら
れ
て
い
っ

天
保
改
革
は
天
保
十
二
年
十
二
月
に
、
ま
ず
江
戸
十
組
問
屋
の
特
権
を
停
止
す
る
旨
の
株
仲

間
停
止
令
の
布
述
を
も
っ
て
は
じ
ま
り
、
諸
株
仲
間
の
停
止
と
そ
の
冥
加
運
上
金
の
打
切
り
も

断
行
さ
れ

し
か
し
酒
造
業
に
関
し
て
は
、
翌
十
三
年
九
月
と
り
あ
え
ず
異
例
の
処
泣
と
し
て
、
判
こ
れ

役近店主史編Jiii593 



ま
で
の
酒
造
株
の
名
称
を
廃
止
し
て
、
酒
造
僚
と
改
め
る
、
仰
酒
造
冥
加
金
は
こ
れ
ま
で
通
り
存
続
す
る
、
ゆ
酒
造
家
の
出
造

り
・
山
内
縁
、
ぎ
を
禁
止
す
る
、
川
内
澗
造
株
の
分
株
譲
渡
を
禁
止
す
る
、

の
四
点
を
布
注
し
、
酒
造
株
の
名
称
変
更
以
外
は
、
む
し

ろ
従
来
…
通
り
の
仕
法
を
踏
襲
す
る
と
し
た
。
そ
し
て
つ
天
保
凶
年
以
前
迄
造
米
米
高
い
を

々
造
古
川
」
と
し
て
前
州
諸
し
、
十

三
月
に
は
先
の
澱
造
稼
の
名
称
を
改
め
て
、
新
た
に
酒
造
鑑
札
を
交
付
し
て
、
酒
造
取
締
り
の
徹
底
を
関
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
は
灘
酒
造
業
の
場
合
、

の
新
規
株
の
交
付
に
よ
り
、
こ
の
改
正
仕
法
も
実
施
ず
み
で
あ
り
、

で
に
天
保
一
一

し
た
が
っ
て
酒
造
株
の
酒
造
銃
札
へ
の
名
称
変
更
以
外
は
、
天
保
改
作
中
の
過
程
で
は
何
ら
新
た
な
政
策
は
な
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
意
味
で
は
江
戸
駅
酒
造
業
に
関
し
て
は
、
む
し
ろ
天
保

の
仕
法
改
正
路
線
の
延
長
の
な
か
に
、
天
保
改
革
の
課
題
が

あ
り
、
そ
の
な
か
で
文
化
・
文
政
加
の
灘
二
一
郷
の
発
展
を
、
一
新
説
株
の
交
付
と
高
率
の
県
加
金
の
賦
課
に
よ
っ
て
、
幕
府
が
ん
ト

而
的
に
学
擁
し
た
と
こ
ろ
に
、
天
保
改
革
の
怠
義
が
あ
っ

そ
の
過
程
で
、
灘
二
一
郷
を
摂
泉
十
二
郷
の
江
戸
税
体
制
の
な
か

に
包
摂
し
、
灘
一
一
一
郷
と
ほ
か
九
郷
と
の
体
制
的
不
均
衡
の
調
整
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
灘
酒
造

業
は
、
も
は
や
文
化
・
文
政
則
に
み
ら
れ
た
株
高
を
超
え
る
造
石
高
の
治
大
は
み
ら
れ
や
す
、

ほ
か
九
郷
の
部
市
酒
造
仲
間
を
任

倒
し
て
ゆ
く
発
展
契
機
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

し
か
し
そ
れ
だ
け
に
、
幕
末
に
か
け
て
は
同
定
化
さ
れ
た
嫁
石
高

・
江
戸
前
向
の
枠
の
な
か
で
、
仲
間
川
内
郊
の
集
中
化
が
激
し
く
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ラ94：間仕討会の変半手2i')ll9•;': 
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灘
酒
造
業
発
展
の
技
術
的
要
国

酒
造
技
術
と

仕
込
工
程

酒
造
業
は
、
そ
の
生
産
工
程
が
酵
母
と
い
う
微
生
物
を
媒
介
と
す
る
化
学
反
応
に
依
存
す
る
関
係
か
ら
、
近

欧
後
期
で
は
冬
季
の
厳
耐
火
、
期
に
、
年
間
の
全
山
一
例
措
生
a
涯
を
終
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
っ
酒
造
の
儀

み
わ
け
ぎ
よ
う
さ
ん

は
酒
千
駄
に
つ
き
人
数
回
十
人
余
相
掛
り
、
見
分
的
仰
山
な
る
鴎
売
体
一
と
当
時
評
さ
、
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
生
産

の
あ
る
決

定
的
瞬
間
に
は
、
大
法
の
労
働
力
を
集
中
的
に
投
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
酒
造
業
の
特
性
か
ら
、
そ
の
労
働
力
は
、
冬
季
由
民
間
刑
期
の
低
出
版
な
季
節
労
働
者
、

つ
ま
り
出
稼
ぎ
農
民
に
依
存

す
る
と
い
う
こ
と
と
な
り
、
ま
た
一
時
に

の
労
働
力
を
投
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
必
然
的
に
生
産

応
じ
た
協
業
の
形
態
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

近
批
酒
造
業
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
ブ
ア
ク
チ
ュ
ブ
（
工
場
制
手
工
業
）
と
は
、

一
般
に
千
石
造
り
の
酒
造
蔵
の
出
現
を
も
っ
て
成

立
す
る
、
が
、
そ
う
し
た
千
石
造
り
で
の

工
程
と
し
て
は
、
市
）
精
米
工
程
、
窃
仕
込
工
程
、
③
貯
蔵

の
一
一
一
工
程
に
分

消造業の発展

け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
仕
込
工
程
か
ら
ふ
ょ
う
。

仕
込
み
は
麹
仕
込
工
程
、

も

と

も

み

み

翫
（
瀦
ほ
）
仕
込
工
程
、
酸
仕
込
工
税
の
三
工
程
に
大
別
さ
れ
る

（
図
お
）
0

は
じ
め
に
蒸
米
と
種
麹
か
ら
麹
が
造
ら
れ
、

」
の
麹
と
蒸
米
と
仕
込
水
と
を
投
入
し
て
、

翫
仕
込
工
程
が
始
ま
る
。

第五節

配
は
醒
仕
込
工
程
の
際
の
酒
精
発
酵
を
院
燥
な
ら
し
め
る
根
源
的
培
養
液
で
あ
っ
て
、
酒
造
仕
込
に
お
け
る
最
初
の
重
要
な
作

で
あ
る
。
こ
の
作
業
の
開
始
は
「
航
始
め
」
と
よ
ば
れ
、
こ
の
日
か
ら
蒸
米
工
程
も
限
工
様
、
も
陪
時
に
開
始
さ
れ
る
。
こ
の

酔山川近日を史詩M!Il59ラ
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配
が
熟
成
し
て
酪
仕
込
に
使
用
さ
れ
る
と
き
ま
で
を
つ
枯
し
し
と
称
し
、

;,jl]p（；~初

鵬蝿盟国 U'il進行
U:ii10 

（支ifrll

。
同町ー一ー山9・，

一
O
日
前
後
を
必
要
と
し
た
。

醒
仕
込
は
、
配
の
一
定
分
お
に
燕
米
・
仕
込
水
・
麹
を
添
加
し
て
躍
を
融
成
す
る
工
程
で
、
そ
の
作
業
の
聞
仏
仰
を
「
…
掛
始
め
」

は
つ
ぞ
え
な
か
ぞ
え
と
め
ぞ
え

（
ま
た
は
「
添
始
め
L

）
と
称
し
、
初
添
・
中
添
・
留
添
と
い
う
一
二
段
掛
の
仕
込
方
法
が
と
ら
れ
た
。
こ
の
一
一
一
段
掛
の
方
法
が
と
ら

れ
た
の
は
、
な
る
べ
く
少
量
の
澗
母
液
日
酵
母
を
使
用
し
て
、
で
き
る
だ
け
大
量
の
原
料
を
発
酵
せ
し
め
る
と
と
も
に
、
糖
化

ラ96
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作
用
が
発
酵
作
用
を
こ
え
て
作
用
す
る
の
を
抑
制
し
て
、
酒
精
発
静
止
な
緩
急
適
度
に
作
用
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後

の
摺
添
を
品
問
色
知
一
（
ま
た
は
一
添
仕
相
押
し
）
と
い
い
、
こ
こ
で
仕
込
工
程
が
終
了
す
る
の
で
、
配
仕
込
開
始
以
来
並
行
的
に
進

w
I
W
1

し、c

め
ら
れ
て
き
た
蒸
米
工
程
も
完
了
す
る
。
こ
れ
を
「
甑
仕
舞
」
と
か
「
甑
倒
し
」
と
称
し

員i
k合10＇－～阪；＇J:Jt/]flJJ-/!
め月 : 

掛 1
1‘3 !.l、

古口 11
り Fl
13 
El 

リ，，

2 
月
II 
日m
語調終

H：搾（l所持り）JYllh1: 

酒造業の発拠

l'li!Cf i：込潟Hill

第五節

；関i
:1士
宮f

翫始めー→仕込ー→圧搾ー→総 ｛t:舞
将I34 寛政7年嘉納治兵衛北放の仕込期間

ー：
f

抑
制
M
H晶
州

iゑ（居室）仕込mrnn

絞
り
始12
めFl
13 
｜二i

麹f:l：込j寺jfj:J・系米JtHIHl

留
添
の
あ
と
、
二

O
日
ぐ
ら
い
で
醸
が
熟
成
す
る
。
こ
の
慰
安
｝
沼
袋
に
つ
め
て

澗
船
で
庇
搾
し
、
溺
を
し
ぼ
り
出
し
、
粕
を
分
離
す
る
。
こ
れ
が
圧
搾
（
泊
し
ぼ
り
）

う
わ
ず
み

工
程
で
あ
る
。
こ
の
し
ぼ
っ
た
沼
を
桶
に
入
れ
て
放
濯
し
、
上
滋
と
沈
澱
物
に
分

お
り

離
し
、
こ
の
上
澄
部
分
が
新
沼
で
あ
り
、
沈
澱
物
が
津
で
、
こ
の
作
業
を
「
津
引
L

と
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
全
部
の
酒
の
棒
引
が
完
了
す
れ
ば
、

寸
止
川
J
L
L
既に
r

釘山で，

f
4
3
L

し
と
い
っ
て
、
政
人
の
一
部
は
帰
郷
し
、
配
始
め
か
ら
こ
の
総
仕
舞
ま
で
に
約
一

O

。
日
を
要
し
た
り
こ
の
あ
と
発
酵
を
止
め
る
た
め
に
「
火
入
れ
」
と
い
っ
て
低
温

殺
砲
を
施
し
た
あ
と
、
仕
込
蔵
の
大
楠
で
z貯
蔵
す
る
。
こ
の
と
き
酒
造
仕
込
の
全

作
業
日
工
程
が
完
了
す
る
の
で
あ
る
。

い
ま
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
五
月
の
御
影
村
間
組
嘉
納
治
兵
衛
家
の
「
寛
政
七

こ

し

き

し

ま

ρ

卯
年
酒
家
甑
水
仕
旭
日
限
書
上
帳
」
に
よ
り
、
間
家
北
蔵
の
配
仕
込
か
ら
新
酒
が

で
き
あ
が
る
ま
で
の
仕
込
日
数
と
仕
込
期
間
を
図
示
し
た
の
が
、
図
刊
で
あ
る
。
も
と
だ
て

最
初
に
仕
込
ん
だ
配
が
、
躍
仕
込
に
初
め
て
使
用
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
を
「
翫
立

期
間
」
と
い
い
、

こ
こ
で
は
十
月
十
三
日
か
ら
十

日
ま
で
の

0
日
間

i仕iti il!IR締盟ラ97



嘉納治兵衛」ヒ践の仕込要項

天保 11;,1: 
(1840) 

1,980不i

220 

9石

3 

74仁1

27石

1 T:i 1三1・7]¥.

2, 969. 683";fi 

11月1s1:1 

12月141=1

翌問1月281=1

院一つから滋ができあがるまでに

i自決した臨米・強米・室主の会JH'Go
8石仕鉾とか9;fj伐採という。

続JOOとか耳元150という。

(/3:) え！：おお：｛土込総石数

伐採；f,j・

八
四

O
）
の
仕
込
み
要
項
を
表
示
し
て
お
く
（
表
出
）
0

な
お
の
ち
に
泊
造
技
術
の
進
歩
改
良
の
問
題
に
ふ
れ
る
の
で
、

参
考
ま
で
に
凶
討
の
党
政
一
七
年
と
新
た
に
天
保
十
一
年

な
る
。

数．

il:i＞飽数・ 師 必t ーツ｛上鉾とかニツ半仕鮮とかいう。－千五;z;El説
Elの！上込主主・｛土鐸商×｛士鍔｛関数

；占 E1土込日数 …… 
一日の↑

資料：「向薬品I~家文rnj

を
い
う
。
ま
た
こ
の
翫
に
添
仕
込
を
し

て
初
揚
げ
さ
れ
る
「
絞
り
始
め
」
が
十

二
月
十
三
日
で
、
こ
の
と
き
初
め
て
新

一
渦
が
絞
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
日

か
ら
添
仕
込
と
並
行
し
て
圧
搾
工
程
も

行
わ
れ
る
。
ま
た
麹
仕
込
と
蒸
米
期
間

は
、
翫
仕
込
の
十
月
十
三
日
か
ら
統
い

て
添
仕
込
の
完
了
す
る
翌
年
二
月
十
一

日
ま
で
、
甑
（
蒸
米
）
仕
込
お
よ
び
添
仕

込
工
程
が
並
行
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に

米
携
き
水

車
の
利
用

近
位
の
酒
段
目
撒
造
業
は
、
麹
屋
日
製
麹
業
も
、
碓
康
1
精
米
業
も
結
合
し
て
お
り
、
こ
の
点
中
位
の
酒
援
が

Iii 

鶴
屋
と
は
分
離
し
て
い
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
じ
こ
こ
で
は
特
に
機
酒
造
マ
ニ
ュ
ブ
プ
ク
チ
ュ
ア
成
立
発
展
の

技
術
的
要
問
と
な
っ
た
、
川
w
米
鳴
き
水
市
の
利
用
と
仰
仕
込
方
法
の
改
地
中
川
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

う
す
き
ね

さ
て
精
米
工
程
は
仕
込
工
程
に
入
る
準
備
工
程
で
あ
る
。
そ
の
精
米
の
方
法
に
は
、
日
杵
を
道
具
と
し
た
人
力
に
よ
る
も
の

寛政7年
(1795) 

表 152

1:'i 高（玄米）

グ（桧！米）

ll!fi 数

仕事＇｛i i蕊

fJ：然偶数
添仕込 El 数

1 日米仕込高 i

汲水率（米 1おに付）｜

治湖南j

翫 kf:l め

掛始め

括｜、終り
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と
、
水
車
に
よ
る
も
の
と
が
あ
る
。
前
点
引
が
足
踏
精
米
で
、
伊
丹
・
池
間
な
ど
で
み

i
 
－
 

ら
れ
、
酒
造
場
の
な
か
に
あ
る
碓
麗
で
行
わ
れ
た
コ
後
者
は
米
捻
き
水
車
で
、
酒
造

近

政
の
外
部
に
あ
る
水
車
場
へ
酒
造
米
を
運
搬
し
て
行
わ
れ

際
史
的
に
は
近
位
前

！援火事司E
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期
か
ら
中
期
に
か
け
て
は
、
西
宮
・
今
津
の
場
合
に
は
足
踏
精
米
が
支
配
的
で
あ
り
、

水
車
精
米
に
移
る
の
は
近
位
後
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

灘
日
で
は
、
背
後
に
六
甲
山
地
が
陀
立
し
、
そ
の
流
水
は
水
市
の
絶
好
の
立
地
条
件

な
な
し
て
い

そ
れ
が
米
椴
き
水
市
と
結
び
つ
き
、
灘
酒
造
業
は
台
頭
則
の
切
和

・
安
、
氷
こ
ろ
か
ら
、
精
米
方
法
と
し
て
全
市
的
に
こ
の
水
平
精
米
を
利
用
し
、
こ
れ

が
灘
酒
造
業
の
大
き
な
特
徴
の

つ
と
な
っ
た
。

水
市
精
米
の
利
用
は
、
足
踏
精
米
に
比
べ
て
、
そ
の
桁
自
し
得
る
設
と
続
出
皮
に

お
い
て
、
格
段
に
す
ぐ
れ
た
技
術
改
恰
好
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
諸
由
造
り
は
、
白
米
と

出
麹
に
よ
っ
て
仕
込
ま
れ
る
瀬
で
あ
る
だ
け
に
、
米
の
精
選
と
そ
の
続
出
度
が
、
製

間 35

成
さ
れ
る
酒
質
を
左
右
す
る
決
定
要
問
と
な
る
。
足
踏
精
米
で
の
精
L
M
皮
は
せ
い
ぜ

い
八
分
つ
、
き
で
あ
っ
た
が
、

水
平
精
米
で
は
二
割
か
ら
二
割
五
分
つ
き
が
可
能
で
あ

っ
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
精
出
し
得
る
米
ほ
に
お
い
て
も
、
足
踏
み
精
米
で
は
、
配

米
の
場
合
一
人
一
日
間
日
（
一
日
一
斗
五
升
五
合
ぐ
ら
い
て

掛
米
で
一
計
五
日
、
上
酒

の
場
合
に
は
問
日
で
あ
る
の
に
対
し
、
水
市
に
よ
る
臼
一
本
は
一
日
間
斗
の
精
米
が
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可
能
で
あ
り
、

つ
の
水
車
場
に
問
。
本
の
向
い
が
備
え
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

日
に
二
ハ
石
も
精
米
す
る
能
力
を
有

す
る
こ
と
に
な
る
。
灘
間
酒
造
業
が
精
米
工
程
に
お
い
て
水
車
給
米
と
結
び
つ
い
た
と
こ
ろ
に
、
灘
間
発
展
の
ま
ず
第
一
の
技

術
的
基
礎
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
水
市
に
よ
る
紡
米
工
程
で
の
生
産
力
を
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
%
、
造
り

集
中
化
と
日
産
化
へ
の
技
術
的
課
題
を
も
克
服
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

築
、
造
り
へ

の
集
中
化

灘
酒
造
業
の
発
展
を
可
能
に
し
た
も
う
一
つ
の
条
件
は
、
仕
込
技
術
の
改
警
で
あ
る
。
そ
れ
は
商
品
性
と
営
業

性
を
つ
ら
ぬ
く
謀
、
造
り
集
中
化
の
実
現
で
も
あ
っ
た
。
商
都
諸
白
か
ら
伊
丹
諸
白
へ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
酒

造
り
は
秋
彼
岸
過
ぎ
よ
り
切
年
一
一
、
一
二
月
頃
ま
で
間
季
に
分
け
て
行
わ
れ
て
い
た
。

L
ん

し

ゅ

ぁ

u

し
ゅ

寛
政
十
一
年
に
大
坂
の
木
村
孔
ぷ
が
著
わ
し
た
『
日
本
山
海
名
産
開
会
』
に
よ
る
と
、
当
時
醗
造
さ
れ
た
酒
は
新
酒
・
問
酒
・

か
ん
ま
と
ざ
け
か
ん
し
ゅ

炎
、
前
酒
・
父
、
酒
の
四
種
あ
り
、
新
酒
は
秋
彼
岸
ご
ろ
よ
り
造
り
は
じ
め
る
が
、
然
、
酒
は
す
べ
て
日
数
も
後
棋
多
く
価
も
次
第
に

ほ
だ
い

向
い
、
背
は
新
酒
の
前
に
「
菩
提
」
と
い
う
雌
法
が
あ
っ
て
、

大
坂
な
ど
で
は
こ
れ
を
新
酒
と
よ
ん
で
い
た
と
い
う
。

幕
府
の
酒
造
制
限
令
の
な
か
で
は
、
す
で
に
克
文
十
年
三
六
七
O
）
か
ら
「
然
、
作
り
」
に
mm
っ
て
酒
造
を
認
め
、

JJJ座
作

り
1

」
新
酒
の
禁
止
が
く
り
返
し
発
令
さ
れ
て
い
る
。
幕
府
が
政
策
的
に
、
こ
の
立
秋
頃
よ
り
仕
込
ま
れ
る
蒋
提
酒
を
排
除
し
て
、

仕
込
時
節
も
然
、
く
、
そ
れ
だ
け
に
仕
込
日
数
も
長
く
か
か
る
が
、
良
質
の
澗
が
で
き
る
史
、
造
り
に
集
中
さ
せ
て
い
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
白
幡
沼
的
性
格
の
強
い
菩
提
酒
を
市
場
か
ら
駆
逐
し
て
、
商
品
伎
の
高
い
寒
澗
と
い
う
営
業
酒
を
指
向
し
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

酒
造
仕
込
方

法
の
改
善

こ
う
し
て
寒
造
り
の
酒
が
定
義
し
て
く
る
が
、
次
に
同
じ
然
、
造
り
の
伊
丹
澗
と
灘
溜
と
を
比
較
し
て
、
そ
の

仕
込
技
術
の
改
善
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
伊
丹
溜
に
つ
い
て
は
、
先
の
吋
日
本
山
海
名
産
関

A
F
、
櫛
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酒
に
つ
い
て
は
御
影
村
西
組
嘉
納
治
郎
右
衛
門
の
嘉
、
氷
元
年
（
一
八
四
八
）
の
仕
込
史
料
か
ら
、
仕
込
に
関
す
る
要
点
を
ま
と
め

時
切
に

た
の
が
国
拘
（
付
表
お
）
で
あ
る
。

は
あ
る
が
、

」
の
図
か
ら
、

川
仕
舞
尚
（

一
郎
か
ら
の
蒸
米
と
麹
米
の
合
計
）
は
、
伊
丹
酒
が
八
一
ム
五
斗
、

灘
酒
が
九

石
仕
掛
舛
と
な
っ
て
い
る
、

ω蒸
米
に
対
す
る
麹
割
合
は
、
前
者
が
四
一
一
一
%
、
後
者
は
一
一
一
O
%
で
あ
る
、
例
法
…
米
（
麹
を
含
む
）
一

18.00石

水

lおうiとi二り鯵泣12.90干1

酒造業の発展

出来上り穆泣

第五節

石
10 

9.00 

茶米

6.90 蒸米

5.94 

麹

4.40 

麹

j同｛難；問ー“j、IJ
 

－T
 

Iφ
ノ｛
 

石
に
対
す
る
水
の
使
用
量
は
、
前
者
が
五
斗
一
升
、
後
者
は
一
石
と

か
な
り
多
い
、

の
一
一
一
点
が
顕
著
な
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ

ぅ
。
従
っ
て
一
翫
か
ら
の
感
量
は
、
伊
丹
瀬
が
一
二
石
九
斗
で
あ
る

伊丹溺とf記長？践の仕込涯の変遷

の
に
対
し
、
灘
消
は
一
八
石
と
な
っ
て
大
き
な
卦
涯
を
つ
け
て
い
る
。

灘
酒
の
場
合
、
こ
れ
に
「
湧
き
」
（
泡
立
ち
）
を
考
慮
に
い
れ
る
と
、
実

際
に
は
一
一
一
O
石
前
後
の
大
捕
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

」
の
仕
込
方
法
で
の
大
き
な
相
違
は
、
麹
と
仕
込
水
の
割
合
が
異

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
麹
割
合
に
つ
い
て
は
、
同
じ
寛
政
期
で

の
商
都
議
自
の
ふ
ハ
一
二
%
と
比
べ
る
と
、
す
で
に
伊
丹
澗
に
お
い
て
も

iヌI36 

間
一
一
一
%
に
減
少
し
て
お
り
、
そ
れ
が
灘
澗
に
な
る
と
さ
ら
に
減
少
し

て
一
一
一
O
%
に
な
り
、
こ
の
麹
割
合
の
低
い
こ
と
が
特
徴
の
一
つ
と
な

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
仕
込
水
の
添
加
量
が
、
灘
溜
で
は
伊
丹

ー近l.l長与t割近E601 



の
一
・
九
倍
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
っ
す
な
わ
ち
御
影
村
の
嘉
納
家
で
は
文
化
・
文
政
の
発
展
期
に
、
麹
割
合
と
使
用
水

の
割
合
を
各
政
で
実
験
的
に
変
え
て
、
そ
の
試
行
錯
誤
の
す
え
に
嘉
永
元
年
の
麹
矧
合
一
一
一

O
%
に
対
す
る
水
の
使
用
金
一
石
と

い
う
仕
込
方
法
に
成
功
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
仕
込
方
法
に
飛
眼
的
な
改
訴
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

こ

く

み

ず

と

み

ず

「
石
水
し
ま
た
は
一
i

十
水
」
の
訟
と
呼
ば
れ
た
ο

こ
の
米
一
石
に
対
し
て
水
一
石
の
割
合
で
添
加
す
る
新
し
い
仕
込
法
は
、

こ
れ
は
伊
丹
に
比
し
て
水
の
定
要
性
が
倍
加
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
灘
の
澗
造
家
が
原
料
米
に
対
す

る
以
上
に
、
水
の
重
要
性
に
議
々
な
ら
ぬ
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
天
保
十
一
年
に
魚
崎
村
の
山
口
出

（
荒
牧
屋
）
太
左
衛
門
に
よ
っ
て
、
水
質
優
良
な
西
宮
の
「
官
水
」
（
間
限
度
五
度
内
外
の
破
水
）

の
使
用
法
が
発
見
さ
れ
た
の
も
、
こ

の
よ
う
な
灘
酒
造
家
の
水
へ
の
関
心
に
よ
っ
て
清
か
れ
た
地
下
資
源
の
開
発
で
あ
っ
た
。

醸
造
技
術

の
改
善

山
本
造
り
は
、
酒
造
仕
込
の
時
則
を
冬
季
綴
袋
、
期
の
一

0
0日
に
限
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
限
定
さ
れ
た

仕
込
日
数
の
な
か
で
、
泣
産
化
合
｝
実
現
し
て
ゆ
く
た
め
に
採
ら
れ
た
方
法
が
、
川
w配
仕
込
期
間
を
短
縮
し
て
醒

仕
込
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
で
あ
り
、

ω仕
舞
偶
数
を
噌
大
さ
せ
て
、
そ
れ
に
応
じ
た
酒
造
放
の
整
備
拡
充
を
は
か
る
こ
と
の

二
点
で
あ
っ
た
J

配
立
朋
問
が
叙
縮
で
き
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
酪
仕
込
期
間
の
絶
対
的
、
川
相
対
的
な
延
長
が
可
能
と
な
る
。
そ
れ
が
一

O
O日
と

い
う
一
定
の
連
応
季
節
に
、
限
仕
込
期
間
な
最
大
限
に
延
長
し
て
ゆ
く
た
め
の
技
術
的
前
提
で
あ
っ
た
か
ら
、
配
仕
込
期
間
を

で
き
る
だ
け
縮
減
し
て
ゆ
く
た
め
の
努
力
が
な
さ
れ
た
。
事
実
今
津
を
含
め
た
灘
一
一
一
郷
で
は
、

一
般
に
立
政
問
に
一
一
一

O
日
前
後

も
要
し
た
配
立
期
間
（
川
忠
良
図
M
M

参
照
）
が
、
文
化
・
文
政
則
に
は

一
三
日
よ
り
さ
ら
に
一
二
日
に
ま
で
短
縮
さ
れ
（
表
問
）
、

氷
山
川
に
は
一
七
日
と
な
っ
て
、

ほ
と
ん
ど
寛
政
期
の
半
分
の
期
間
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。
酒
造
仕
込
期
剖
を

o
o
mと
す
れ

602 ?l'~ITTJ:i]': 近日I：役会の変号事
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ば
、
そ
れ
だ
け
添
仕
込
期
間
の
琢
働
日
数
が
延
長
さ
れ
、
紙
上
沼
の

日～1
 

化
が
果
た
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

近

仕
舞
畑
数
と
い
う
の
は
、
造
布
一
品
か
ら
割
り
出
さ
れ
る
翫
数
な
仕
込
日

歴史編Ill

数
で
割
っ
た
商
で
あ
り
、

…
日
の
仕
込
量
止
を
規
定
す
る
悲
山
中
と
な
る
も
の

で
占
め
る
。

た
と
え
ば
酒
造
マ
エ
ユ
ブ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
定
型
と
さ
れ
る
千
石

酒
造
放
の
場
合
、
仕
込
作
業
が

日…

0
石
の
原
料
米
を
消
化
し
て
ゆ
く

の
を
一
一
ツ
仕
舞
」
と
い
い
、
普
通
こ
れ
を
一

0
0日
間
反
恋
し
て
合
計

一
0
0
0石
の
原
料
米
安
」
消
化
す
る
。

い
ま
こ
れ
を
ニ
ツ
仕
鉾
に
す
れ
ば
、

…
伐
の
仕
込
主
は

。
石
と
な
り
、

一
0
0
0石
の
原
料
米
を
消
化
し
て

ゆ
く
に
は
半
分
の
五

O
nで
よ
い
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
に
は
そ

れ
だ
け
の
労
働
力
と
設
備
が
要
る
。

し
か
し
仕
舞
倒
数
が
増
大
で
き
れ
ば
、

た
と
え
摂
泉
十
一
一
郷
酒
造
仲
間
の
山
中
合
せ
と
し
て
仕
込
日
数
の
短
縮
が
決

め
ら
れ
た
と
し
て
も
、

一
日
の
仕
込
設
を
増
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

0
0
0石
の
原
料
米
を
仕
込
む
こ
と
も
可
能
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

。
る

江
戸
入
津
持
が
年
間
一

O
O万
樽
を
突
破
し
た
文
政
則
に
は
、
澗
価
の

下
落
を
防
ぐ
予
防
策
と
し
て
、
十
二
郷
仲
間
中
合
せ
の
生
産
制
設
が
打
ち
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出
さ
れ
て
く
る
が
、
こ
の
仲
間
規
制
の
も
と
に
あ
っ
て
、
灘
、
創
造
家
が
ひ
と
り
発
肢
の
ぺ
！
ス
を
堅
持
し
て
量
産
化
し
て
い
っ

た
技
術
的
基
礎
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
っ
た
。
事
実
、
表
問
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
御
影
村
の
嘉
納
治
郎
右
衛
門
所
持
の
閉

践
に
お
い
て
は
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
に

七
O
O石

二
五
仕
舞
」
が
実
行
さ
れ
、

仕
込
則
間
一

O
七
日
で

を
仕
込
ん
で
い
る
。
こ
の
場
合
は
九
石
仕
舞
だ
か
ら
、

一
日
の
仕
込
量
は
ニ
九
石
ニ
斗
五
升
と
な
る
。
こ
れ
は
当
然
溺
造
経
営

規
模
に
も
か
か
わ
る
問
題
で
、
労
働
編
成
上
で
も
一
歳
一
一
一

O
人
と
い
う
、
通
常
の
千
石
蔵

五
人
の
蔵
人
編
成
を
大
き
く
上
回

っ
た
働
き
人
が
必
要
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
仕
舞
個
数
の
増
大
は
、
灘
酒
造
業
の
発
展
を
特
色
づ
け
る
生
E

話
形
態
発
展
の
指
標
と
な
っ
た
。
そ
し
て
造
石
高

あ

ら

い

ば

か

ま

や

ふ

な

ば

の
増
大
に
応
じ
て
酒
造
蔵
も
拡
大
整
備
さ
れ
、
洗
場
・
議
麗
・
船
場
を
も
っ
た
作
業
放
と
仕
込
蔵
へ
の
分
化
も
み
ら
れ
た
。
も

つ
か

ひ
い
て
は
泣
い
道
具
の
改
良
・
細
分
化
も
進
み
、
政
人
の
労
働
編
成
も
ま
た

ち
ろ
ん
こ
れ
に
つ
れ
て
仕
込
桶
の
容
積
の
拡
大
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で
、
分
業
に
よ
る
協
業
と
い
う
労
働
の
結
合
組
織
を
と
っ
て
い
っ
た
。

沼
造
蔵
の
拡
充
と

千
石
蔵
の
定
型

こ
う
し
た
澗
造
技
術
の
改
善
と
、
史
、
造
り
と
い
う
限
定
さ
れ
た
期
間
内
で
の
最
産
化
に
は
、
そ
れ
に
対

応
し
た
作
業
場
と
し
て
の
酒
造
蔵
の
拡
充
ゃ
、
酒
造
道
具
の
整
備
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
総
括

し
た
形
で
の
、
寒
造
り
の
仕
込
に
ふ
さ
わ
し
い
酒
造
歳
、
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
千
石
蔵
の
出
現
で
あ
っ
た
。

灘
沼
造
業
の
発
展
は
、
水
車
精
米
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
伊
丹
な
ど
で
み
ら

れ
た
酒
造
蔵
敷
地
内
の
碓
屋
は
、
灘
自
の
酒
造
放
で
は
取
り
除
か
れ
、
そ
の
分
だ
け
作
業
蔵
と
仕
込
蔵
へ
の
空
間
的
拡
大
が
可

能
で
あ
っ
た
。

い
ま
そ
う
し
た
酒
造
放
と
し
て
、
文
化
十
五
年
（
一
八
一
人
）
の
新
在
家
村
柴
原
善
右
衛
門
が
御
影
村
嘉
納
治
兵

衛
へ
質
入
れ
し
た
酒
造
蔵
を
示
す
と
、
関
幻
の
通
り
で
あ
る
。
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柴
屋
蔵
は
酒
造
株
高
が

五
回
六
石
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
灘
自
に
お
け
る
典
型
的
な
千
石
造
り
の
瀬
造
成
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
は
賠
宅
が
併
置
さ
れ
て
お
り
、
居
宅
（
五
六
坪
）
を
中
心
に
、
作
業
場
と
し
て
の
洗
場
・
議
麗
・
船
場
・

す
ま

さ
ら
に
澄
し
放
と
し
て
貯
蔵
場
の
役
割
を
も

っ
た
中
ニ
階
の
酒
造
蔵
か
ら
な
っ
て
い
る
。

が
あ
り
、
仕
込
放
は
総
二
階
の
五
五
坪
、
そ
の
二
階
は
翫
を
造
る
場
所
で
あ
り
、

次
の
図
却
は
、
天
保
六
年
四
月
に
、
幕
府
の
取
調
べ
に
対
し
、
制
御
影
村
の
嘉
納
治
郎
右
衛
門
が
提
出
し
た
「
千
石
蔵
設
計
案
」
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で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時

の
灘
地
方
に
お
け
る
有

力
酒
造
家
が
描
い
た
理

想
的
な
酒
造
放
と
し
て

の
一
試
案
と
い
え
る
。

」
の
設
計
案
で
は
建

坪
数
は
一
一
一
一
…
一
坪
、
作

業
別
に
場
所
が
配
分
さ

関 37

れ
、
洗
米
工
程
は
洗
場

0 
:P~ 

坪蒸
て米
麹2工
仕程
込は

工
程
は
室
（
一
二
坪
）
、
圧

1i'・近E査'!lo.編目i60ラ
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災
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A
H守
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山
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人
口

ム
叩
M
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論

nv
消

船

＠対

い
う
よ
う
に
、
仕
込
蔵
と
作
業
場

へ
の
分
化
が
み
ら
れ
る
。

千石造り酒蔵設計案平国際｜（｝反i滋

そ
れ
に
応
じ
て
酒
造
仕
込
に
用

い
ら
れ
る
酒
造
道
具
も
、
各
作
業

に
適
合
し
た
、
そ
れ
ぞ
れ
専
用
の

諸
道
具
を
生
み
出
し
て
い
る
と
同

同
に
、
蒸
米
に
用
い
ら
れ
る
大
祭

と
瓶
、

3
1士
会
〉
ニ
コ
コ
大
百

際
イ
、
必

6
7ぶ
u

dノ
i
f

（一一一
O
石
の
仕
込
桶
）
、
熟
成
し
た
醗

｜式I38 

を
圧
搾
す
る
酒
船
の
「
泣
い
道
具
」

な
ど
の
大
型
化
、
が
進
め
ら
れ
た
が
、

こ
の
千
石
裁
の
建
造
設
は
銀
一
ニ

O
貫
七
五
八
匁
、
諸
道
具
一
式
で
銀
…
一
一
間
賞
八
八
閉
匁
、
合
計
銀
ム
ハ
双
貫
六
回
二
匁
と
い
う

英
大
な
設
備
投
資
を
必
要
と
す
る
。
天
保
六
年
当
時
の
致
命
米
側
か
ら
換
算
す
る
と
、
米
八
七
四
石
に
相
当
す
る
。
こ
れ
は
問

資
本
額
が
い
か
に
日
額
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。

定
資
本
へ
の
投
資
額
で
あ
り
、
実
際
に
は
こ
の
ほ
か
さ
ら
に
流
動
資
本
の
投
資
も
考
慮
に
い
れ
る
と
、
酒
造
業
に
お
け
る
投
下

こ
の
意
味
で
当
時
に
お
け
る
資
産
家
と
し

酒
造
業
に
従
事
す
る
消
造
家
が
、
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て
は
な
さ
れ
て
い
た
所
以
で
も
あ
る
。

酒
造
働
き
人

と
う
じ

酒
造
仕
込
工
程
に
従
事
す
あ
絞
働
き
人
を
一
般
に
旅
人
と
い
い
、
ま
た
広
山
訟
の
な
味
で
総
称
し
て
杜
氏
と
い

え

も

ん

じ

よ

う

び

と

し

た

い

h
H
H
J

・
一
正
母
）
－
・
ト
L
K
－

－

F
・

ノ
hfド
j

間
口
同
列
列

t
一

；

〕

／

時

と
労
働
編
成

う
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
編
成
は
狭
山
お
の
杜
氏
を
加
点
に
、

}..., 

4上
氏飯；
は焚2
3立iか
れjじら
と JjJと
もり

台、つ

れて

るま
た
続
可
と
も
称
せ
ら
れ
て
、
酒
造
家
よ
り
、
制
治
仕
込
に
関
す
る
公
立
任
を
負
っ
て
お
り
、
頭

わ一夕、

以
下
の
蔵
人
の
耽
替
の
慌
に
当
た
っ
た
。
頭
は
脇
と
か
年
寄
と
も
い
わ
れ
、

だ
い
し

た
。
衛
門
は
大
師
（
代
師
）
と
も
称
し
、

社
氏
を
補
佐
す
る
副
社
氏
の
役
割
を
果
た
し
て
い

闘
の
操
業
を
指
揮
し
た
。

麹
仕
込
工
程
の
支
任
者
で
あ
る
。
配
廼
り
は
航
仕
込

こ
し
き
と

は
蒸
米
の
築
作
業
の
先
任
者
で
、
と
く
に
抱
取
り
と
い
う
蒸
し
あ
が
っ
た
酒
米
を
慌
の
中
か

の
責
任
者
で
、

配
仕
込
山
叩
の

ら
取
り
出
す
大
役
を
勤
め
る
も
の
で
、
ふ
つ
う
上
人
の
な
か
か
ら
特
に
経
験
の
投
市
な
殺
が
選
ば
れ
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
造
石

～
仰
向
が
取
大
し
、
仕
舞
側
数
の
多
い
放
で
は
、
諸
道
具
の
整
備
の
責
任
者
と
し
て
道
具
廻
し
が
お
か
れ
た
り
、
圧
搾
工
程
の
責
任

し
て
船
顕
が
お
か
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
Q

h
A
れ
し
ま
ね

特
に
一
ト
人
は
追
廻
し
と
も

i係造業の発）及

上
人
・
小
人
・
下
人
は
、
各
工
程
の
立
医
者
の
も
と
で
、
山
中
〈
捺
に
そ
の
作
業
に
従
事
す
る
者

ψ恥
ψ
蜘

b

な
お
飯
焚
は
飯
屋
と
も
称
さ
れ
、
最
年
少
の
新
参
が
選
ば
れ
、
杜
氏
以
下

呼
ば
れ
、
水
汲
も
こ
の
な
か
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。

全
蔵
人
の
食
事
一
切
の
世
話
を
し
た
、

い
わ
ば
見
期
間
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
c

以
上
の
よ
う
な
労
働
編
成
の
名
称
的
分
化
が
、
そ
の
ま
ま
作
業
の
分
業
形
態
を
と
っ
て
、
分
担
作
業
が
同
定
的
低
列
的
に
進

第五節

行
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
点
に
惚
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
頭
・
衛
門
・
配
廻
り
・
釜
屋
は
主
体
的
分
業

者
と
し
て
各
主
任
な
負
う
者
で
あ
り
、
上
人
以
下
の
成
人
は
、
そ
の
主
任
者
の
も
と
で
働
く
補
助
的
単
純
協
業
者
で
あ
る
に
は

近｝民9-:.衡問607 
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よ
れ
ば
、
生
瀬
杜
氏
↓
播
州
杜
氏
↓
丹
波
杜
氏
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
杜
氏
築
関
た
る
蔵
人
出

身
地
の
変
遷
を
跡
づ
け
て
み
よ
う
。

Jll. 近

ま
ず
御
影
村
嘉
納
治
兵
衛
家
の
文
化
十
四
年
か
ら
文
政
一
一
一
年
ま
で
の
稼
働
放

。
践
に
つ
い
て
、
一
服
用
さ
れ
て
い
た
成
人
の

Eを史議riilll

う
ち
、
杜
氏
・
頭
・
衛
門
の
三
役
の
み
に
関
し
て
、
そ
の
出
身
地
な
示
し
た
の
が
、
関
叩
円
で
あ
る
。
全
体
数
で
は
、
播
擦
が
四

は
同
数

七
人
（
問

OU丘、

灘一一一八人（一一一
O
正月）、

丹
波
一
三
ハ
人
（
一
一
一
O
%）
と
な
り
、
社
氏
の
み
に
つ
い
て
も
、
大
体
こ
の

お
り
、
で
あ
る
。

一
方
杜
氏
を
中
心
と
す
る
頭
・
衛
門
の
級
み
合
わ
せ
で
は
、
た
だ
一
例
を
除
い
て
全
部
同
郷
出
身
者
で
編
成
さ
れ
て

し
た
が
っ
て
そ
れ
以
下
の
衛
門
・
翫
廼
り
・
上
人
・
中
人
・
下
人
な
ど
も
、
同
じ
よ
う
に
同
郷
出
身
者
で
閉
め
ら
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
、
化
政
問
加
に
飛
臨
的
発
展
を
み
せ
た
御
影
村
の
嘉
納
治
郎
右
衛
門
家
の
稼
働
裁
の
う
ち
、
社
氏
出
身
地
が
判
明
す
る
も

酒造業の発段第五節

嘉納治郎右衛門稼働蔵の

杜氏出身地

表 154

地

村

村

村

村

村

山

出

辺

水

木

磨
山
川
町
山
仰
際
波
際
際
際
波
際
波
熔
瀬
陵
情
絡
協
前
山
川
波
波

矯
灘
灘
灘
嬬
丹
嬬
絡
橋
丹
時
的
丹
同
愉
生
矯
灘
嬬
嬬
灘
丹
丹

蔵

店

店

店

店

店

政

蔵

政

店

蔵

店

蔵

裁

放

政

蔵

政

放

政

政

廃

王

山

屋

内

向

筏

一

1

口俊

石

今

イ

石

石

lq

石

耳

石

前

回

商

問

問

問

中

北

中

間

大

大

新

浜

前

前

北

大

中

新

北

』き名蔵

寛政8～11

// 12 

文化5～9

// 10・11

// 12 

I/ 13・14

グ 5～14

交政 1～12

// 1～12 

// 1～12 

// 3～12 

ノァ 9 

// 10 

,, 10 

天保4～7
// 11 

// l～6 
// 1～3 

弘化3・4
,, 3 

嘉永2～6

代主f:'

の
の
み
を
摘
出
し
て
表
示
し
た
の

が
、
表
出
で
あ
る
。
寛
政
期
に
は

播
日
除
と
灘
（
打
出
村
）
の
杜
氏
で
あ

資料：「木嘉納言iCx:ilJ:Jほか

り
、
化
政
則
に
は
丹
波
と
播
擦
の

杜
氏
が
混
夜
し
て
い
る
が
、

や
tJ；、

て
天
保
期
以
降
に
は
丹
波
社
氏
へ

集
中
し
て
ゆ
く
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

と
く
に
商
蔵
（
磁
店
）
の
場
合
に
は
、
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灘
1
γ
幡
、
陪
1
v
丹
波
へ
の
杜
氏
の
変
遷
が
は
っ
き
り
と
み
ら
れ
る
。
な
か
で
も
、
ニ
ツ
仕
舞
か
ら

ツ
半
仕
舞
へ
の
治
大
を
み
せ

た
文
政
期
の
杜
氏
は
丹
波
で
あ
り
、
嘉
納
家
で
最
初
に
丹
波
杜
氏
を
雇
用
し
た
放
で
あ
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
化
政
加
を
過
渡
期
と
し
、
天
保
以
降
に
は
、
漸
次
丹
波
社
氏
が
灘
酒
造
業
に
重
要
な
地
位
を
十
日
め
始
め
る
。
時
代

は
下
る
が
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
の
灘
東
郷
（
魚
崎
・
深
、
江
・
青
木
の
三
カ
村
）
に
お
け
る
蔵
人
の
出
身
地
を
み
る
と
（
淡
泊
）
、

丹
波
が
四
八
O
人
で
全
体
の
七
O
%
を
占
め
、
多
紀
郡
が
圧
倒
的
に
多
く
、

つ
い
で
摂
津
は
一
二
七
人
（
一
入
・
六
%
）
で
、
な

か
で
も
有
馬
郡
が
そ
の
半
ば
近
く
を
占
め
て
い
る
。
揺
磨
は
一
一
一
七
人
（
五
・
一
一
一
%
）
で
、

か
つ
て
の
播
州
社
氏
の
地
位
が
完
全
に

丹
波
杜
氏
に
移
り
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
杜
氏
に
限
っ
て
い
え
ば
、

Ill.I 

人
の
う
ち
丹
波
多
紀
郡
か
ら
は

九
人
で
過
半
数
を
占
め
、
他
は
摂
津
有
馬
郡
五
人
、
菟
原
郡
一
一
一
人
と
な
っ
て
、
成
人
の
多
い
地
域
か
ら
杜
氏
が
輩
出
さ
れ
て
お

り
、
同
郷
出
身
者
に
よ
る
杜
氏
集
団
の
編
成
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
摂
津
杜
氏
に
つ
い
て
、
先
の
嘉
納
治
兵
衛
稼
働
放
に
お
け
る
灘
出
身
の
三
役
三
八
人
の
内
訳
を
み
る
と
、
青
木
村
二
二

入
、
深
江
村
九
人
、
石
屋
村
四
人
、
熊
内
村
二
人
、
小
路
村
一
人
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
嘉
納
治
郎
右
衛
門
稼
働
蔵
の
寛
政
則

の
灘
出
身
の
社
氏
は
、
打
出
・
周
辺
・
青
木
の
一
一
一
村
か
ら
で
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
村
は
沼
造
地
に
近
く
、
民
間
余
業
と
し
て
酒

造
稼
ぎ
、
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
寛
政
期
以
降
に
は
、
灘
悶
悶
川
辺
の
蔵
社
氏
が
、
他
国
稼
ぎ
と
し
て
遠
悶
へ
出
掛
け
て
い
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ

た
。
た
と
え
ば
打
出
村
で
は
、
寛
政
十
二
年
の
ご
ハ
人
を
は
じ
め
と
し
て
、
い
均
年
一
O
人
か
ら
こ
O
人
が
、
山
城
・
近
江
・
河

内
・
和
泉
・
紀
伊
を
は
じ
め
、
速
く
は
若
狭
・
武
蔵
・
下
総
・
4

布
陣
に
ま
で
酒
造
社
氏
と
し
て
出
稼
ぎ
し
て
い
る
し
、
ま
た
小

路
村
で
も
、
西
宮
の
概
造
家
に
一
朕
刑
さ
れ
て
い
た
杜
氏
、
が
、
そ
の
出
店
先
の
総
州
に
ま
で
出
獄
ぎ
し
、
中
尾
村
の
場
合
は
、
究

610 >!iiり：fl：会の変終第四市：
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灘東北I（魚崎村ほか）の出身地別蔵人数（明治19年（1886))表 155
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政
四
年
に
九
人
が
主
と
し
て
紀
伊
方
而
へ
酒
造
出
稼
ぎ
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
そ
れ
ま
で
に
灘
酒
造
業
の
杜
氏
ま
た
は
蔵
人
と
し
て
十
分
な
経
験
と
年
功
を
積
み
、
や
が
て
播
州
杜
氏

に
代
わ
っ
て
、
自
ら
他
国
へ
の
酒
造
出
稼
ぎ
に
新
た
な
生
活
の
道
を
見
出
し
て
い
っ
た
と
い
う
経
緯
を
推
測
さ
ぜ
る
。
灘
酒
造

業
の
技
術
が
他
国
の
酒
造
家
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
、
ま
た
離
澗
が
名
声
、
を
博
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
灘
間
周
辺

の
蔵
人
は
そ
の
技
術
を
も
っ
て
他
国
の
酒
造
家
か
ら
髄
遇
さ
れ
て
迎
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

蔵
人
の
資
銀

と
支
払
方
法

社
氏
以
下
蔵
人
の
賃
銀
に
つ
い
て
、
文
久
一
一
一
年
（
一
八
六
一
一
一
）
の
御
影
村
嘉
納
治
郎
右
衛
門
所
有
の
本
店
政

（
造
石
高
六
九
四
石
、
蔵
人
一
四
人
）
の
場
合
を
ま
と
め
た
の
が
表
別
で
あ
る
。

ま
ず
頭
可
で
あ
る
馬
之
助
の
賃
銀
に
つ
い
て
は
、
頭
以
下
の
よ
う
な
日
数
計
算
に
よ
ら
ず
、
詩
負
制
を
と
っ
て
い
る
点
が
注

目
さ
れ
る
。

つ
ま
り
頭
司
の
賃
銀
は

J
造
り
七

O
O匁
L

と
明
示
さ
れ
て
お
り
、

っ
一
造
り
」
と
は
酒
造
仕
込
期
間
を
さ
し

て
の
こ
と
で
あ
る
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
は
こ
れ
が
九

O
O匁
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一
造
り
七

O
O匁
を
日
制
計
算
す

る
と
、
銀
七
匁
七
分
と
な
る
。
こ
れ
は
頭
の
臼
給
二
匁
三
分
、
衛
門
二
匁
二
分
と
比
べ
る
と
か
な
り
高
額
で
、

一
帯
下
の
飲
焚

の
銀

匁
二
分
と
比
較
す
れ
ば
、
さ
ら
に
そ
の
格
差
の
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
杜
氏
が
酒
造
仕
込
期
間
中
に
一
切
の

資
任
を
諜
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
報
酬
と
み
な
さ
れ
る
。

し
か
も
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
酒
造
仕
込
と
い
う
集
約
的
、
協

業
的
な
作
業
労
働
に
対
応
し
て
、
頭
以
下
の
蔵
人
全
員
を
直
接
掌
握
し
て
ゆ
く
た
め
の
物
質
的
基
礎
が
保
証
さ
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

頭
の
平
右
衛
門
以
下
の
賃
銀
は
、
自
給
制
を
と
っ
て
お
り
、
こ
の
日
給
額
に
稼
働
日
数
を
掛
け
た
も
の
が
各
人
の
賃
銀
と
な

る
。
も
ち
ろ
ん
役
職
に
よ
っ
て
日
給
額
に
は
援
が
あ
る
。
こ
の
賃
銀
格
差
は
、
酒
造
労
働
に
従
事
し
て
い
く
技
術
倍
習
的
、

6r2 
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表 156

潟之助

平治衛門

色合

新助

菊造

万助

長怪i
磯次郎

与三郎

元平

直次郎
山ム

石市

和音

佐古

人｛動

①頭河

②（頭）

①（ff，行 fl~ ）

①（翫廻り）

①（霊長屋）

①（上人）

⑦（グ）

③（中人）

①（上人）

⑬（か）

＠（下人）

⑫（グ）

⑬（飯焚）

⑬（下人）

E羨

つ
年
功
序
列
的
な
個
人
差
を
反
映
し
て
い
る
と
み
な
す
こ

i吐

と
も
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
技
術
と
熟
練
を
あ
ま
り
必
要

il1: 

と
し
な
い
火
入
れ
労
働
の
場
合
に
は
、
こ
の
仕
込
労
働
か

Eを皮綴漉

ら
分
離
し
て
算
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
賃
銀
算
定
に

（注） （綴）以下の役職名は，便宜上記•I古したもの。 )lo料には綴訂以外の記·I者はない。

資料．「ヌ！主主主約家文tl}J

お
い
て
仕
込
労
織
と
い
う
の
は
、
生
産
労
働
に
対
す
る
側

他
評
価
が
高
い
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
報
酬
に
は
こ
の
よ
う
な
給
金
の
ほ
か
に
、
蔵
人
特

の
宥
板
代
と
心
付
と
が
あ
る
。
看
板
代
は
表
山
で
は
銭

二
設
文
が
役
職
に
関
係
な
く
、

一
律
に
支
給
さ
れ
て
い
る

が
、
看
板
代
と
は
つ
ま
り
寝
具
代
の
こ
と
で
、
一
克
来
雇
用

主
た
る
酒
造
家
の
方
で
用
意
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
政
人
が

持
参
し
て
く
る
こ
と
に
対
す
る
代
鍛
で
あ
る
。

心
付
は
一
種
の
賞
与
で
、
こ
れ
も
役
職
上
に
は
区
別
な
く

一
律
で
あ
る
が
、
稼
働
日
数
が
重
視
さ
れ
、
現
実
に
は
稼

働
日
数
に
応
じ
て
九
一
日
の
者
に
は
銀
一
一
一
九
匁
問
分
六
庫
、

先
帰
り
の
二
人
に
は
銀
一
一
回
匁
九
分
間
屈
と
い
う
よ
う
に
、

差
を
つ
け
て
支
給
さ
れ
て
い
る
。
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殺
人
の
雇
用
方

法
と
杜
氏
集
団

政
人
の
一
服
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
よ
る
差
が
み
ら
れ
た
。

た
と
え
ば
伏
見
の
酒
造
業
で
は
、
放
人

の
供
給
を
丹
後
に
求
め
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
蔵
人
を
斡
旋
す
る
丹
後
宿
仲
間
が
存
在
し
て
い
た
ο

仲
間

結
成
は
安
、
水
七
年
（
一
七
七
八
）
の
こ
と
で
六
軒
か
ら
な
り
、
こ
の
宿
は
、
間
造
仲
間
と
成
人
と
の
間
に
介
在
し
て
、
政
人
の
斡

旋
は
も
ち
ろ
ん
、
成
人
の
身
元
引
受
人
と
も
な
り
、
酒
造
家
と
の
賃
銀
交
渉
も
行
い
、
成
人
か
ら
は
部
屋
代
と
称
す
る
仲
介
手

数
料
を
受
け
取
る
労
撒
請
負
業
者
で
あ
っ
た
。

ま
た
大
坂
に
お
い
て
は
、
一
兆
禄
年
中
よ
り
大
坂
口
入
屋
仲
間
が
あ
っ
た
。

口
入
屋
は
北
関
筋
の
郷
民
を
募
集
し
て
斡
旋
す
る

労
働
請
負
業
者
の
仲
間
で
、
字
削
同
十
五
年
（
一
七
三

O
）
に
は
一
一
一

O
軒
を
数
え
た
と
い
う
。
こ
の
日
入
屋
は
成
人
の
募
集
に
際
し

て
は
登
坂
の
費
用
を
貸
し
付
け
、
そ
の
前
貸
し
を
通
し
て
蔵
人
を
拘
束
し
、
斡
旋
に
よ
っ
て
中
間
搾
取
し
て
ゆ
く
前
近
代
的
な

労
働
関
係
を
と
っ
て
い
た
。

し
か
し
灘
酒
造
業
に
つ
い
て
は
、
特
に
蔵
人
に
関
す
る
限
り
、
こ
の
よ
う
な
ロ
入
監
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
い
。
灘
酒
造
業

の
場
合
は
、
杜
氏
が
蔵
人
を
編
成
す
る
。
そ
の
点
で
改
め
て
杜
氏
の
占
め
る
重
要
性
が
見
院
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
頭
以
下
の
貨

銀
が
日
制
計
算
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
、

た
と
え
前
貸
し
さ
れ
る
場
合
で
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
社
氏
を
介
し
て
成
人
へ
前
貸
し

さ
れ
た
。
杜
氏
の
賃
銀
が
日
明
計
算
に
よ
ら
ず
、
造
石
J
U

問
に
ふ
応
じ
た
請
負
的
性
絡
を
有
し
、

か
っ
頭
以
下
と
の
賃
銀
格
差
の
大

き
い
こ
と
は
、
こ
う
し
た
社
氏
に
よ
る
成
人
の
掌
揖
管
加
を
容
易
に
し
、
社
氏
を
通
じ
て
労
働
規
制
を
強
化
し
、
社
氏
の
武
任

に
お
い
て
同
郷
問
村
出
身
者
か
ら
な
る
一
放
の
労
働
編
成
を
可
能
な
ら
し
め
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、

日
入
屋
を
必
要
と
し
な
い
灘
翻
造
業
特
有
の
成
人
一
縦
一
用
方
法
が
あ
り
、
ひ
い
て
は
同
郷
同
村
出
身
者
で
も
っ
て
編
成
さ
れ
る
丹

波
杜
氏
集
団
が
主
規
さ
れ
て
い
っ
た
所
以
が
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。
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5 

酒
造
経
営
と
経
営
収
支

ー;l!l 

港
造
経
営
と

設
儲
投
資

酒
造
家
の
場
合
も
、
経
営
者
と
し
て
は
一
定
の
資
本
を
も
っ
て
、
そ
れ
を
限
定
資
本
と
流
動
資
本
へ
投
資
し
、

！絞りこ紙日i

そ
こ
か
ら
一
定
の
利
潤
収
益
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
間
定
資
本
部
分
は
い
わ
ば
設
備
投
資
で
あ
り
、

酒造業の発展第五節

酒
造
旅
（
土
地
建
物
）
の
購
入
費
な
い
し
建
造
問
と
、
労
働
手
段
た
る
酒
造
諸

紙おろし図er日本11I 治~OSIJE!Zl会J)

道
具
の
購
入
貨
を
含
め
た
断
定
設
縮
へ
の
投
資
分
で
あ
る
。

ま
た
流
動
資
本

部
分
に
は
、
労
働
対
象
と
し
て
の
酒
造
米
・
酒
得
な
ど
の
購
入
や
、
蔵
人
の

段
余
お
よ
び
沼
荷
の
運
賃
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
関
定
資
本
部
分
へ
の
投
資
の
状
況
を
み
て
み
よ
う
。
御
影
村
嘉
納
治

兵
衛
は
、
文
政
一
五
年
（
了
八

る
に
は
一

O
放
の
稼
働
放
を
所
有
す
る
灘
五

郷
、
ぎ
つ
て
の
有
力
摺
造
家
で
あ
る
が
、
文
化
八
年
（
一
八
一
二
十
一
月
に
、

同
村
内
の
灘
麗
徳
右
衛
門
所
持
の
典
型
的
な
千
石
蔵
で
あ
る
酒
造
蔵
を
質
流

れ
に
よ
っ
て
、
質
銀
三
入
賞
六
四

O
匁
の
担
保
物
件
と
し
て
取
得
し
て
い
る
。

写真 137

d

－
〉
＼
二
口
1
1
H
h
t

、

こ
d
ノ
ム
宮
口
一

νh

土
地
（
分
米
一
五
一
一
斗
一
一
一
升
六
人
川
）
に
酒
造
蔵
・

澄
し

議
・
配
場
・
米
家
屋
・
洗
場
・
薪
蔵
・
湯
散
各
一
カ
所
、
摺
造
株
（
天
明
五

年
造
米
高
八
O
O石
）
・
酒
造
道
共
一
式
と
、
浜
蔵
（
但
し
地
聞
は
村
持
）

615 

カ
｝努



を
加
え
た
価
格
と
な
っ
て
い
る
。
嘉
納
家
で
は
こ
の
酒
造
成
を
取
得
す
る
と
、
さ
ら
に
銀
一
貫
六
八
五
匁
を
出
費
し
て
放
の
張

備
な
行
い
、
よ
り
完
備
し
た
中
店
（
蔵
）
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
質
貸
付
銀
と
池
田
諸
費
を
あ
わ
せ
る
と
銀
山

O
賞
三
二
五

匁
と
な
る
。
こ
の
年
の
堂
島
米
価
平
均
相
場
一
石
銀
六

O
匁
一
一
一
分
で
換
算
す
る
と
、
米
に
し
て
六
六
八
石
に
相
当
す
る
。

し
ヵ、

も
こ
の
場
合
、
質
流
れ
に
よ
っ
て
か
な
り
安
く
入
手
し
て
い
る
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
同
じ
御
影
村
の
嘉
納
治
郎
右
衛
門
は
、
文
化
十
間
年
に
北
石
屋
蔵
を
銀
五
七
貫
一
五
五
匁
で
購
入
し
、
さ
ら
に
文
政
七

年
に
は
大
お
蔵
を
銀
一

O
O質
問
で
買
い
求
め
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
中
古
酒
造
成
の
価
格
で
あ
っ
て
、
新
築
の
も
の
で
は
な

ぃ
。
し
た
が
っ
て
酒
造
仕
込
量
が
州
引
火
し
て
く
る
と
、
先
の
北
石
愚
政
で
は
文
政
十
二
年
に
は
銀
一

入
賞
八
一
八
匁
な
出
資
し

て
、
大
々
的
に
蔵
の
改
築
を
し
、
新
た
に
酒
造
道
具
も
購
入
し
て
い
る
。

ま
た
先
述
の
天
保
六
年
（
一
八
一
一
一
五
）
の
寸
千
石
械
設
計
案
」
に
よ
る
と
、
、
創
造
放
の
建
造
貨
は
銀
三

O
貫
七
五
八
匁
、
酒
造

道
具
一
式
購
入
資
銀
一
一
一
四
貫
八
八
四
匁
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
建
造
銃
よ
り
そ
の
中
に
入
れ
る
酒
造
道
具
一
式
の
方
が
高
い
点

が
口
氏
目
さ
れ
る
。

以
上
の
事
例
か
ら
、
文
化
・
文
政
期
か
ら
天
保
則
の
灘
、
酒
造
業
発
展
期
で
は
、
最
低
銀
五

O
賞
以
上
の
設
備
投
資
を
必
要
と

し
、
も
し
新
し
く
建
造
し
た
場
合
に
は
、
優
に
銀
一

O
O賞
以
上
の
設
備
資
金
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
閉
じ
時
期
の
将
廻
船
、
例
え
ば
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
九
月
に
嘉
納
治
兵
衛
が
購
入
し
た
一
四
五

O
石
積
み
で
銀
四

ム
ハ
貫
目
、
天
保
十
五
年
十
月
に
嘉
納
弥
兵
衛
が
購
入
し
た

間
五

O
石
駅
み
で
は
六

O
O河
（
約
銀
一
一
一
入
食
同
口
）
と
い
う
例
や
、

水
車
場
例
え
ば
文
化
十
年
十
一
一
月
に
住
吉
村
庄
屋
横
田
慮
中
平
左
衛
門
が
購
入
し
た
米
捺
き
水
車
・
建
物
・
地
面
・
米
捺
き
道
具

…
式
代
銀
一
一
一

O
貫
五

O
O匁
な
ど
と
比
較
し
て
、
酒
造
業
の
方
が
は
る
か
に
多
額
の
設
備
投
資
を
必
要
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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従
っ
て
多
く
の
場
合
、
酒
造
経
営
の
創
業
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
中
古
蔵
を
購
入
し
、
蓄
積
に
応
じ
て
新
築
・
改
築
し
て
ゆ

ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
り
、

く
方
法
が
と
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
考
慮
す
る
と
、
酒
造
業
は
一
般
農
民
が
か
か
わ
っ
て
ゆ
く
に
は
資
本
的
に

し
た
が
っ
て
酒
造
家
は
す
で
に
分
限
者
と
し
て
社
会
的
経
済
的
な
実
力
表
・
蓄
財
者
で
な
け
れ
ば
な
ら

生
産
費
呂
と

流
動
資
本

設
備
資
水
が

な
か
っ
た
3

酒
造
家
の
出
自
と
し
て
、
地
主
な
い
し
在
方
向
人
隠
が
想
定
さ
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。

し
て
閥
定
資
産
総
分
へ
の

間
か
ぎ
り
の
投
資
で
あ
る
の
に
対
し
、
流
動
資
本
は
生
産
過

程
の
進
行
に
芯
じ
て
逐
次
投
入
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
特
質
な
も
っ
て
い
る
。
次
に
こ
の
流
動
資

本
の
投
入
状
況
を
ま
ず
生
産
皆
目
別
に
み
よ
う
。

凶
刊
（
付
表
鈎
）
は
嘉
納
治
郎
右
衛
門
の
前
政
（
党
政
八
年
・
文
化
十
一
年
）
と
新
石
毘
蔵
（
安
政
五
年
）
の
生
産
裂
を
項
目
別
に
整

州
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
生
産
皆
目
の
な
か
で
、
最
も
大
き
な
比
震
を
占
め
て
い
る
の
は
澗
造
米
購
入
費
で
、
各
時
期
を
寸
法

総造業の発！長

＇｛；£政 8ii'-( 1796) 

第五ifrj

主化！Iii'(I814)

’~＇ d文 5 ii'-( 1858) 

IJ)(1<'f 
78.7% 

酒造住込における

生産投割合

[Z] 40 
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し
て
大
体
六
O
J
J
ハ
五
%
を
占
め
、

一
定
の
比
小
川
小

Jr示
し
て
い
る
。
次
が
消
防
川
代
で
全
体
の
一

O
笠
間
後
で
あ
り
、
、
凶
造
米
・

酒
樽
・
薪
・
抑
制
荏
な
ど
を
合
計
し
た
比
率
は
、
ん
よ
休
の
八

O
笠
間
後
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
路
貨
（
精
米
後
）
・
冬
分
働
き
人
・

夏
分
U
M
艇
な
ど
の
託
銀
部
分
は
き
わ
め
て
小
傾
で
、
そ
の
飯
米
・
菜
物
代
（
間
食
代
）
を
合
め
て
も
、
生
z
民
問
中
の
七
%
前
後
に

し
か
す
ぎ
な
い
。

な
お
安
政
五
年

ら
し
工
〕
こ
土

h
q
K
M
K本
ハ
J

一
／
「

1
ノ
、

p
v
p
v
什
i
ι

ノ
J
ん
／

U

・
・
一
%
を
十
日
め
て
い
る
。
牧
町
水
の
発
見
は
天
保
十
一
年
で
あ
り
、
そ
れ

以
後
は
宮
水
が
灘
酒
造
業
に
お
い
て
一
般
に
広
く
需
要
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
西
宮
か
ら
水
を
運
搬
す
る
た
め
の
水
監
と
称
す

る
新
し
い
業
者
も
で
き
た
。
官
水
を
得
詰
に
し
た
の
を
水
貯
と
い
い
、
水
屋
は
こ
の
水
降
を
運
搬
す
る
も
の
で
、
水
質
は
井
戸

場
丘
（
水
代
）
と
水
船
賃
と
を
合
計
し
た
金
一
徹
で
あ
る
。

ま
た
波
紋
立
と
は
、
酒
造
放
の
減
価
償
却
到
の
こ
と
で
約
択
と
も
よ
ば
れ
た
c

こ
の
蔵
敷
丘
の
取
扱
い
方
は
抗
議
計
算
古
の

勘
定
科
目
と
し
て
の
つ
酒
造
勘
定
帳
」
で
は
支
出
資
日
に
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
後
に
述
べ
る
嘉
納
家
全
体
の
経
営
を
網
羅
し

た
一
i

総
勘
定
帳
1

一
で
は
収
入
銀
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
す
で
に
復
式
簿
記
の
理
論
に
か
な
っ
た
合
即
的
経
常

出
念
、
が
怠
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
校
刊
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
こ
の
毎
年
生
産
資
本
と
し
て
充
用
さ
れ
る
流
動
資
本
の
総
額
は
、
造
石
古
川
や
米
側
に
よ
っ
て
変
動
す
る
。
文
化
十
一
年

ヱ

石
の
造
石
高
で
総
貸
用
銀

九
貫
余
で
あ
り
、
安
政
五
年
は
七
四
一
一
一
石
で
銀
一
五
一
貫
余
と
な
っ
て
い
る
。
安

二
八

政
－
九
年
は
造
石
川
口
同
が
少
な
い
の
に
文
化
十
一
年
よ
り
投
入
資
本
額
が
多
い
の
は
、

全
く
米
側
勝
引
に
よ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
文
化
十
一
年
の
間
定
資
本
部
分
へ
の
投
資
額
が
銀
六

O
質
問
と
想
定
す
れ
ば
、
流
動
資
本
は
そ
の
倍
近
く
の
額
が
必
要

に
な
っ
て
お
り
、
米
制
変
動
の
事
情
に
よ
っ
て
は
、
幕
末
期
に
特
に
顕
著
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
さ
ら
に
多
く
の
流
動
資
本
を

6r8 近｜叫I：会の変終1.HIZ1lポ
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消遊｛：I：込み流動資本の投入状況（弘化3～4年（1846～47))表 157

比率

% 
1. 9 

64.6 

1. 8 

2.5 

6. 2 

0.9 

4. 2 

1. 3 

2.9 

2. 2 

2. 4 

3.3 

0.3 

5.5 

』~~~＇（

匁
74 

655 

72 

168 

136 

64 

347 

71 

437 

372 

17 

3 

612 

匁

96 

2.968 

119 

33 

833 

運賃

159 

i溺

ヨムイヒ3年11月 ！ 
12月 1

ijJ,、イヒ4年1月
2月

3月

4月

5 Ji I 
6月；
7 Jj 

8月

9月

10月

11月

12Jj 

II寺

率（；？8)iヒ

充
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
3

1止

流
動
資
本
の

投
入
状
況

溺
造
業
で
は
、
流
動
資
本
の
投

近

入
額
は
、
時
期
に
よ
る
か
た
よ

｝張反ミ縦盟

り
が
大
き
い
。
こ
の
点
を
見
る
た
め
、
史
料
の
制

約
上
か
ら
同
じ
灘
、
樹
造
業
に
つ
ら
な
る
今
津
郷

（
鳴
尾
村
）
の
辰
屋
与
左
衛
門
の
弘
化
三
年
（
一
八
四

ハ
）
の
一
酒
造
勘
定
版
」
に
よ
っ
て
、

J=J 
別

産
抗
日
を
整
理
し
表
示
し
た
の
が
表
印
で
あ
る
G

」
れ
は
珪
石
高
四
五
問
石
余
の
中
規
模
の
澗
造

経
営
の
事
例
で
あ
る
が
、
そ
の
生
産
皆
目
別
割
合

は
米
購
入
費
六
二
%
を
は
じ
め
前
述
の
嘉
納
家
の

大
経
営
の
場
合
と
ほ
ぼ
間
じ
比
率
と
な
っ
て
い
る
。

資料： γ反潟宇一家文； J

さ
て
、
月
別
投
入
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
酒

造
仕
込
の
始
ま
る
十
一
月
と
十
二
月
の
二
カ
月
で

ハ
六
・
五
%
が
投
下
さ
れ
、

全
支
出
額
の

ペコ

い
で
一
月
か

月
ま
で
の
一

0
・
五
%
を
合
わ

せ
る
と
、
全
体
の
七
七
・
O
%
が
酒
造
仕
込
工
程

6!9 



則
問
の
う
ち
の
最
初
の
五
カ
月
間
に
集
中
的
に
投
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
全
生
E

産
費
中
の
六
二
%
を
占
め
る
、
酒

迭
米
購
入
費
が
、
こ
の
十
一
月
と
十
二
月
に
一
挙
に
投
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
仕
込
工
程
期
間
の
完
了
す
る
山
月
以
降
は
、

江
戸
税
の
た
め
の
、
招
待
購
入
授
が
主
な
も
の
で
、

四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
九
カ
月
間
に
二
一
一
了
O
%
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
改
め
て
酒
造
業
に
お
け
る
原
料
米
の
占
め
る
重
要
性
が
確
認
さ
れ
る
。
従
っ
て
流
動
資
本
の
投
入
は
、
十
一
月
と
十

二
月
に
集
中
す
る
と
い
う
意
味
で
、
仕
込
の
開
始
に
当
た
っ
て
は

時
に
多
額
の
資
本
を
準
備
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

し
か
も
こ
の
資
本
の
還
流
の
た
め
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
最
低
一
カ
年
半
を
必
要
と
す
る
と
す
れ
ば
、
酒
造
経
常
に
お
け
る

資
本
の
回
転
が
改
め
て
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

沼
造
米
の
購

入
と
選
択

こ
の
よ
う
に
酒
造
業
に
お
け
る
原
料
米
は
、
生
産
盟
中
に
占
め
る
比
重
も
大
き
く
、

か
つ
妓
期
に
購
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
酒
造
家
に
と
っ
て
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
地
酒
が

し
て
地
主
の
作

徳
米
（
小
作
米
）
の
加
工
業
と
し
て
の
性
格
を
強
く
有
し
て
い
た
の
と
は
異
な
り
、
灘
酒
造
家
の
場
合
は
購
入
米
に
依
存
せ
ざ
る

を
得
ず
、
そ
の
点
で
は
、
灘
地
方
が
大
坂
お
よ
び
兵
庫
津
の
米
穀
市
場
に
近
接
し
て
い
て
、
白
山
に
酒
造
好
適
米
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
た
立
地
条
件
が
、
江
戸
積
酒
造
地
と
し
て
灘
酒
造
業
発
展
の
一
要
閣
を
な
し
て
い
た
と
い
え
る
。

そ
の
様
子
を
天
mm
六
年
（
一
七
八
六
）
の
御
影
村
嘉
納
治
兵
衛
の
酒
造
米
購
入
例
で
み
て
み
よ
う
（
関
川
町
・
付
表
初
）
。
産
地
別
で

は
、
矯
磨
米
が
全
体
の
ふ
ハ
O
%
を
超
え
、
播
磨
米
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
点
、
が
注
目
さ
れ
る
。
次
い
で
備
前
米
が
二
六
%
で

二
番
引
に
多
く
、
他
は
一
O
%
以
下
で
摂
津
米
・
淡
路
米
・
北
国
米
の
順
と
な
る
。

ま
た
そ
の
購
入
地
は
大
坂
が
五
一
・
八
%
と
過
半
数
を
占
め
、

つ
い
で
兵
庫
の

一
一
一
一
・
O
%
で
、
こ
の
大
坂
・
兵
庫
で
全
体

の
八
四
・
八
%
と
な
り
、
次
の
尼
崎
・
明
石
に
つ
い
で
地
元
御
影
村
も
コ
了
七
%
を
占
め
て
い
る
。
こ
こ
で
も
購
入
場
所
は
庄

620 i丘1止社会の変容第四'ti':



大坂

51. 8% 

資人士也 Jjlj

酒造業の発展

JjiJ 

J議語審米
61.0% 

ガi

第五節

倒
的
に
大
坂
・
兵
隊
津
に
集
中
し
て
い
て
、
全
国
的
な
米
の
集
散
市

ト却はH

限
切
と
し
て
の
大
反
・
兵
庫
津
に
近
接
し
て
い
る
灘
自
の
有
利
さ
を
実

近

証
し
て
い
る
。

日差史編阻

次
に
購
入
米
の
価
格
を
み
る
た
め
、
飛
躍
的
発
展
期
に
当
た
る
文

天明6主F'嘉納治兵衛の澗造米購入状況

化
十
一
一
一
年
の
今
津
郷
南
組
の
小
豆
島
屋
才
右
衛
門
の
購
入
例
を
示
し

た
の
が
、
表
山
別
で
あ
る
。
購
入
米
八
五
一
石
の
う
ち
淡
路
米
間

O
石、

館
前
米
八
石
を
除
い
た
技
り
は
全
部
摂
津
米
・
矯
際
米
で
、
全
体
の

九
問
－

m
m
v浄
を
占
め
、
摂
・
播
米
へ
の
集
中
が
著
し
い
。
ま
ず
酒
造

米
と
飯
米
の
側
格
は
、
前
者
が
石
あ
た
り
銀
七
一
匁
一
一
一
分
に
対
し
後

者
は
銀
五
七
匁
五
分
で
、
酒
造
米
の
方
が
か
な
り
高
価
で
あ
る
こ
と

ta
〉

冶

〉

。

カ
λ
ィ
カ
7？

し
か
し
酒
造
米
に
つ
い
て
も
、
仔

γん
ヲ
円
氏
」
」

三
舎
や
め
冷
正

1
1

匁
一
ニ
分
を

超
え
る
産
米
は
、

一
橋
米
・
鳥
井
米
・
金
谷
米
・
和
泉
様
米
な
ど
大

区I41 

名
蔵
米
で
あ
り
、
越
木
岩
な
ど
の
よ
う
な
周
辺
農
村
か
ら
の
地
廻
り

米
は
、
い
ず
れ
も
平
均
米
側
以
下
の
価
格
と
な
っ
て
い
る
。
最
高
は

和
泉
様
米
銀
七
九
匁
コ
一
分
で
あ
り
、
最
低
は
地
廻
り
米
の
上
新
聞
米

銀
六
一
匁
八
分
で
、
両
者
の
闘
で
銀
一
七
匁
五
分
と
い
う
大
き
な
値

開
き
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
価
絡
差
の
存
在
は
、
配
米
、
掛

62r 



文化13年（1816）小豆島屋本目立の
酒造米購入｛illi格

65目8

61. 8 

62.8 

67. 7 

64.0 

3.949 

742 

628 

244 

64 

7. 0 

1. 4 

1. 2 

0.4 

0. 1 

60.00 

12.00 

10.00 

3司 60

1. 00 

越木岩米

上新聞米

JYl 米
津門米

小林米

造

米

64.6 

62.5 

95 

105 

0.2 

o. 2 
1. 47 

1. 68 

内fドうfミ
年貢米

71. 3 

対三
66. 21 

資料： f:lt尾家;l(f~t」

匁
69.4 

75.3 

69.6 

68.4 

77. 5 

73.8 

71. 5 

79.3 

67.2 

購入銀鋭

校
16. 106 

15. 113 

6.344 

4.641 

4.650 

3.690 

2.862 

952 

538 

比率

% 
27.3 

23.6 

10. 7 

8.0 

7.0 

5.9 

4. 7 

1. 4 

0. 9 

53.6 

67.4 

54.。

60. 723 

960 

1. 200 

1. 652 

米
の
差
の
反
映
と
み
ら
れ
、
特
に
翫
仕
込
工
程
で
使
用
す
る
配
米
は
、
掛
米
に
比
較
し
て
高
い
値
段
で
買
い
求
め
ら
れ
て
い
た

購入米：泣

正1
231. 94 

200. so 
91. 08 

67.83 

60.00 

50.00 

40.00 

12.00 

8.00 

100.0 

27.0 

26.9 

46. 1 

灘
白
米
仲
寅
に

よ
る
出
資
直
由
民

こ
の
よ
う
に
酒
造
米
は
摂
播
米
へ
の
依
存
度
を
高
め
て
い
た
が
、
そ
の
購
入
方
法
は
大
き
く
大
坂
・
兵
路

し
か
し

851. 10 

17. 88 

17. 79 

30.54 

表 158

柄

姫路米

一橋米

持米

家｝京米

鳥井米

金谷米

淡路米

和泉機米

備前米

n巴前米
柴田米

小島谷米

の
米
穀
問
屋
を
通
し
て
購
入
し
て
お
り
、
領
主
米
加
工
業
と
し
て
の
性
絡
を
強
く
も
っ
て
い
た
。

A 
!'1 

飯

文
化
頃
か
ら
の
発
展
期
に
は
、
直
接
灘
間
在
地
の
米
仲
良
商
人
に
よ
る
酒
造
米
の
出
買
・
夜
間
只
が
積
械
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

銘

澗

」
と
が
わ
か
る
。

622 第四f,'~ 近［It社会の変終
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武)Jjl.蒐防t.八fj[l3郡i間造家の酒米Jct入れ場所〈天保7＇.年（1836))

iq入れ場所 沼 造 ヨ！と 怒 類

i夜買の対h恕ワ米 i高槻米・淀米・原！：悶米・永井米・一橋米・ 7Mi挺瀬米・／ff<li丸米・

関｜箆米・安部米・土井米・弾11：米・阿部米・有馬国安米・三郎

~ミ・近在百姓作総米

‘I一十凸TI 砂 金谷うた・八木米・家原米・高木米・三翠~と・尼J務：HI米・姫路米

－移［！米・柏原米・為賠米.E目安？に・淡河米・丹外Ii：色111米・丹チI・!

11奈i幻米・明石三木うた・一橋米・清水米・鈴木米

jf存~ 明 正ヨ 明おう長

調司 土f 林間米・官室！野米・菊iB"米・仲野米・一橋米・段l安米ー安路米・
il~ltr奇米・佐用米・三日月米

す主 務L 表狭野~ミ・玉門会うiと

手口 泉 i宇和問米・淀米・博多~ミ・ i認木米・清水米・任l安米・－i喬米

表 159

P
A
h

つ』」
G

4／
、

J
j

そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
文
化
三
年
の
勝
手
造
り
令
で
あ
り
、

そ
の
と
き
澗
造
米
の
出
買
・
出
売
が
幕
府
に
よ
っ
て
公
認
さ
れ
、

酒
造
米
購
入
へ
の
灘
酒
造
家
の
積
極
的
な
進
出
が
図
ら
れ
た
。

そ
し
て
文
化
十
年
十
月
に
は
、
大
坂
・
兵
隊
・
西
宮
を
は
じ
め
、

次
の

九
カ
所
か
ら
の
庇
買
・
勝
手
山
氏
、
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
切っ尼

崎
町
内

大
坂
町
内

兵
庫
町
内

間
宮
町
内

協
浜
村

大
石
村

い

u
h
nパザふ叶
J

一ト

y
n
N
Jふ
ra
引
引
ur
ノ
／
ノ
ム
－
3

rケ
正
誌
は
ぷ

j
i
g－
 

定
水

新
在
家
村

石
川
た
ほ
サ
J

j
d
j
 

キナ

科
関
村

住
吉
村

深
江
村

fljl 

青
木
村

伝
法
村

d
t
j
 

一一…いい、

｝

1
 a
d

ノ
立
、
、
ご
ふ
叶
J

－…
i

／
今
A
Mパ
に
は
凶
ふ
冷
B

し
引
原
本

資料： γ御！万滋造組合文m」

そ
の
後
、
天
保
則
に
入
る
と
米
制
が
再
び
高
騰
し
、
幕
府
は

」
れ
に
対
処
し
て
大
坂
・
戸
長
距
津
へ
の
廻
若
状
況
を
重
視
し
、

天
保
七
年
の
酒
造
統
制
令
を
き
っ
か
け
に
、
酒
造
米
購
入
の
出

山
氏
・
夜
間
只
に
つ
い
て
は
、
大
坂
・
兵
庫
浮
以
外
か
ら
の
購
入
分

を
届
け
出
る
よ
う
に
命
じ
た
。

し
か
し
、
こ
の
と
き
す
で
に
大

坂
・
兵
庫
津
で
の
酒
造
米
買
入
設
は
相
対
的
に
抵
下
し
、
灘
瀬

JU：今:lli !¥fat：.説話悶623 



造
業
は
そ
の
自
主
的
展
開
の
な
か
で
、
大
坂
・
兵
庫
津
へ
の
依
存
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
。
表
出
は
武
庫
・
菟
原
・

入
部
一
一
一
郡
村
々
酒
造
家
か
ら
上
申
し
た
近
国
・
近
在
よ
り
の
直
買
の
酒
造
米
産
地
と
そ
の
貫
入
場
所
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
ほ
か
、
遠
因
か
ら
の
廻
若
ド
県
民
分
も
あ
る
が
、
幕
末
期
に
な
る
と
橘
熔
米
・
摂
津
米
な
ど
地
元
米
へ
の
集
中
皮

を
一
層
強
め
て
い
っ
た
。

し
か
し
こ
の
誼
買
分
に
し
て
も
、
酒
造
米
の
多
く
は
領
主
米
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
く
、
灘
酒
造
業
の
性
格
そ
れ
自
体
は
、

依
然
と
し
て
領
主
米
加
工
業
で
あ
り
、
む
し
ろ
灘
酒
の
醸
造
法
に
適
し
た
良
質
米
の
選
択
と
そ
の
集
中
皮
を
ま
す
ま
す
強
め
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

酒
造
経
営
と

溶
造
勘
定
娠

酒
造
家
が
経
営
者
と
し
て
、
酒
造
資
本
の
運
動
そ
の
も
の
の
な
か
よ
り
収
益
性
を
問
題
に
し
、
原
価
構
成
へ

の
関
心
を
一
却
す
と
き
、
必
然
的
に
経
営
内
容
の
数
的
把
握
を
試
み
よ
う
と
す
る
。
な
か
で
も
灘
消
造
業
が
文

化
・
文
政
期
に
飛
躍
的
な
発
展
期
を
迎
え
、
酒
造
経
営
が
急
速
に
拡
大
し
て
ゆ
く
と
き
は
な
お
さ
ら
で
、
そ
う
し
た
企
業
者
の

関
心
は
、
や
が
て
合
理
的
な
計
算
に
基
づ
い
た
複
式
簿
記
へ
と
経
験
的
に
体
系
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

一
般
に
近
肢
の
帳
簿
組
織
は
未
完
成
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
つ
帳
合
の
法
」
は
幕
末
期
に
い
た
っ
て
漸
く
本
格
化
し
て
ゆ
く
と

か
な
り
早
い
時
期
か
ら
高
ま
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
特
に
、
灘
酒

造
家
群
の
な
か
で
も
有
力
酒
造
家
で
あ
っ
た
御
影
村
の
嘉
納
治
郎
右
衛
門
は
、
す
ぐ
れ
て
複
式
簿
記
の
原
理
に
則
し
た
一
連
の

勘
定
帳
日
帳
簿
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
。
現
存
す
る
の
は
、
寛
政
八
年
か
ら
幕
末
ま
で
の
各
蔵
別
の
「
酒
造
勘
定
帳
ヘ
嘉
納
家

た
な
お
ら
し

全
体
の
経
営
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
文
化
十
三
年
以
後
二
二
カ
年
間
に
わ
た
る
「
勘
定
帳
」
「
店
卸
帳
L

な
ど
で
あ
る
υ

い
わ
れ
て
い
る
な
か
で
、
灘
酒
造
家
の
帳
簿
へ
の
関
心
は
、

ま
ず
侭
別
蔵
「
勘
定
帳
」
の
う
ち
文
化
十
二
年
前
放
の
分
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
酒
米
・
薪
代
・
運
賃
・
樽
代

624 近t止社会の変容第四l[i:
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な
ど
の
酒
造
仕
込
入
用
銀
が
生
産
費
別
に
計

よ J::
びさ
付 :lt
随

物そ
たれ
るカミ
生ら
粕製

IJ 

紛tぉ；
代！.＇：：！
<!) 

小こ j奴
米Z売
代高
をお

し
引
い
て
徳
用
銀
（
収
議
銀
）
が
算
出
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
元
帳
と
し
て
の
機
能
を
果
た

し
て
い
る
酒
造
勘
定
帳
が
成
立
す
る
ま
で
に

は
、
お
そ
ら
く
閤
叫
に
示
し
た
よ
う
な
補
助

帳
簿
と
し
て
民
米
水
揚
帳
・
飯
米
仕
切
帳

薪
水
揚
板
な
ど
が
記
帳
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
仕

訳
帳
と
し
て
の
仕
入
帳
・
売
付
帳
を
も
と
に

｜京I42 

し
て
、
勘
定
計
算
書
と
し
て
の
酒
造
勘
定
帳

へ
と
帳
簿
系
列
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
最
後
に
徳
用
銀

一
一
貫
余
に
対
し
、
配
数
一
一
一

五
か
ら

配
に
つ
き
銀
九
七
匁
問
分
一
一
一
服
の
徳
用
銀
を

計
算
し
住
記
し
て
い
る
。
そ
の
日
付
は
翌
々

文
化
十
四
年
一
一
一
月
に
及
ん
で
い
る
。

世近l後史副首謹62ラ



文化1211:(1815）嘉納治虫II右衛r111前政 f澗造勘

定申iむの損益計算：詩
表 160

徳
用
銀
？〕三

在員

は匁
7.388.35 

1. 630. 09 

337.92 米

金

キ1'1

担任

9.356.36 

166.62 

2. 200.37 

5.909. 77 

52.894.57 

6. 704.57 

39.628.26 

15. 734.28 

地売分

板E主主l三兵衛 j
ill路孫兵衛

五十

ょせ 匁
78. 077. 63 

2. 194. 50 

8. 719.86 

2.363.00 

17. 077. 00 

1. 644. 90 

1. 759. 15 

2.097. 75 

488.50 

1. 982. 01 

475.50 

3.000.00 

入

賃

貸

文

化

畑
山
市
加
速
時
仙
川
雄
諸
冬
一
災
飯
菜
敷

の
つ
勘
定
帳
」

に
は
一
川
山
政
徳
用
L

と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。 政澗
造
勘
定
帳
」
の
文
化
十
一
一
年
の

）
 

勺
ノ
釘

吹
か
ら
こ
れ
を
差
し
引
い
た
も
の
を
、
生
産
伐
と
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
特
に
次
の
一
二
点
が
注
目
さ

れ
る
。

）
 

4
3
4
 
（
 
文
化
十
二
年
に
仕
込
ま
れ
た
消
が

翌
年
に
販
売
さ
れ
、
そ
の
代
金
仕
切

決
済
は
翌
々
年
の
文
化
十
間
年
一
二
月

で
、
原
料
米
の
購
入
か
ら
委
託
販
売

と
し
て
江
戸
沼
問
屋
へ
送
ら
れ
、
そ

資料： fオド止，t1~家文；l}J

の
売
上
金
の
回
収
ま
で
に
足
掛
け

二、
4

叩

E
t

、

心
汁

1
H川
町
八

年
以
十
を
要
し
て
い
る
。

そ
し
て
次
に
の
べ
る
同
家
の
つ
（
総
）

勘
定
帳
」

へ
の
転
記
の
際
に
は
、
寸
前

、
偽
造
仕
込
み
の
闘
産
物
と
し
て
の
生
粕
・
糠
・
小
米
は
、
生
産
貨
の
な
か
の
控
除
分
と
し
て
考
え
、
実
質
的
に
は
総
生
尿

し
た
が
っ
て
原
価
格
成
を
考
え
る
場
合
に
は

J
慨
に
付
何

匁
L

と
い
う
の
は
、
副
産
物
売
却
分
を
控
除
し
た
生
成
費
に
対
し
て
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

(3) 

数
銀
は
球
数
銀
と
か
宿
貨
と
も
円
か
れ
、

湘
造
成
の
減
価
償
却
設
で
あ
る
。

消
造
放
勘
定
帳
で
は
仕
込
銀
と
し
て
生
産

626 近｜悦i会の変容if｝凶 I＇~：



費
（
山
出
資
）
の
部
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
帳
簿
が
政
単
位
に
徳
用
銀
を
算
出
し
、

り
の
原
価
計
算
を
主

要
目
的
と
す
る
た
め
で
あ
る
。

い
ま
こ
の
帳
簿
を
整
怒
し
、
損
設
計
算
書
と
し
て
ま
と
め
た
の
が
、
安
川
別
で
あ
る
。
こ
う
し
て
澗
造
政
勘
定
帳
は
各
政
の
収

益
ま
た
は
損
失
銀
の
勘
定
計
算
を
目
的
と
し
て
記
帳
さ
れ
、
生
産
資
本
へ
の
投
資
額
に
対
す
る
収
益
率
と
原
側
計
算
を
行
い
、

徳
用
銀
ま
た
は
損
銀
と
生
産
費
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

' 
既
に
付
何
匁
い
と
い
う
割
合
会
」
算
出
し
て
い
る
。
酒
造
経
営
の
担

当
者
は
、
こ
の
よ
う
な
経
営
分
析
を
通
し
て
合
理
的
な
澗
造
経
営
の
あ
り
方
を
指
向
し
、
経
営
に
た
ず
さ
わ
る
企
業
家
と
し
て

の
営
利
性
を
追
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

総
勘
定
帳
と

経
営
収
支

嘉
納
家
で
は
、
こ
の
よ
う
な
各
政
別
の
澗
造
勘
定
帳
を
基
礎
に
、
酒
造
経
営
の
み
な
ら
ず
団
地
徳
用
や
貸
付

銀
利
息
を
含
め
た
全
経
営
内
容
に
か
か
わ
る
帳
簿
と
し
て
総
勘
定
帳
・
店
卸
帳
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は

嘉
納
家
の
年
間
の
利
潤
・
利
子
・
地
代
な
ど
に
よ
る
損
益
を
貨
幣
額
で
集
計
し
、
同
時
に
貨
幣
支
出
と
差
引
し
て
年
間
の
純
絹

益
消
滅
を
計
算
し
た
も
の
で
、

い
わ
ば
総
勘
定
候
は
っ
損
益
計
算
書
」
、
市
卸
帳
は
「
貸
借
対
照
表
」
の
機
能
を
果
た
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
に
先
に
ふ
れ
た
敷
銀
は
、
溺
造
勘
定
娠
で
は
収
益
銀
に
対
立
し
て
支
出
費
院
に
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
総
勘
定

消造業の発｝災

帳
で
は
収
入
銀
と
し
て
一
計
上
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
関
係
な
国
一
所
す
れ
ば
、
関
刊
の
通
り
で
あ
る
。

さ
て
、
文
化
十

の
総
勘
定
候
と
賠
卸
帳
を
、
そ
れ
ぞ
れ
損
益
計
算
書
と
貸
借
対
照
表
で
表
示
し
た
の
が
、

出
・
山
で

あ
る
。
総
勘
定
帳
の
延
銀
（
あ
る
い
は
損
銀
）
は
、

い
わ
ば
貨
幣
の
流
れ
と
し
て
ブ
ロ
ー
か
ら
み
た
経
営
状
況
を
表
し
て
い
る
の

第五節

に
対
し
、

「
正
味
」
の
棚
卸
し
評
側
か
ら
算
出
さ
れ
る
店
卸
帳
の
延
銀
（
あ
る
い
は
損
銀
）
は
、

一
定
期
間
の
資
産
状
況
を
表
し

て
い
る
ス
ト
ッ
ク
の
増
減
と
み
な
さ
れ
る
。
従
っ
て
原
則
的
に
は
両
様
簿
に
計
上
さ
れ
て
い
る
延
銀
な
い
し
損
銀
は
一
致
す
る

近↑投置を9::.紛1iill627 



前
年
繰
刷
助
金

次
年
度
繰
越
金
ノ

ー！
 
I
 
j
 

オミ

は
ず
で
あ
る
が
、
現
実
的
に
は
ほ
と
ん

ど
そ
れ
は
不
可
能
で
、
文
化
十
三
年
に

つ
い
て
も
、
総
勘
定
帳
の
延
銀
が
二
ハ

貨
七
七
匁
（
表
問
）
、
店
卸
帳
の
そ
れ
は

嘉納治虫fl布衛門家の総勘定11援と店卸帳

一
入
賞
二
ハ

O
匁
（
表
山
）
で
、
や
む
を

待
な
い
不
整
合
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
帳
簿
組
織
を
理
解
し
た
う

え
で
、
ま
ず
文
化
十
一
一
一
年
か
ら
天
保
八

年
に
及
ぶ
総
勘
定
帳
を
整
理
し
て
、
川
悦
山

業
部
門
別
の
徳
用
銀
（
収
益
銀
）
を
表
示

し
た
の
が
、
表
出
で
あ
る
。
ま
ず
文
化

十
三
年
に
つ
い
て
は
、
、
酒
造
徳
用
銀
が

r~ 43 

蔵
で
七
回
貫
目
余
、
こ
れ
に
次
い
で

廼
し
銀
利
息
（
貸
付
利
銀
）
が
五
貫
百
余
、

さ
ら
に
澗
造
関
連
部
門
と
し
て
水
車
徳

用
銀
一
質
問
余
が
あ
り
、
そ
の
他
一
括

し
て
廻
船
加
入
徳
用
・
年
賦
償
還
銀

6z8 近ftl:i<！：会の変容第四主主



資
家
家
賃
・
貿
米
徳
用
・
田
地
徳
用
な
ど
が
一
一
一
貫
口
付
余
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
嘉
納
家
の
全
経
営
収
益
銀
一
覧
か
ら
、
次
の
三

点
が
指
摘
で
き
る
。

嘉
納
家
全
経
営
の
な
か
で
、
酒
造
経
営
か
ら
の
徳
用
銀
、
が
圧
倒
的
な
比
重
（
約
八
O
V月
）
を
占
め
て
い
る
。

）
 

4
E
A
 
（
 
し
か
し
、
そ
の
徳
用
銀
も
年
に
よ
っ
て
変
動
が
激
し
く
、
天
保
二
年
は
赤
字
経
営
で
あ
る
の
に
対
し
、
天
保
七
年
は
突
に

(2) 
銀
六
一
二
九
段
（
白
と
い
う
、
莫
大
な
利
棚
仰
を
あ
げ
て
い
る
。

滋造業の発展第五節

文化13年（1816）本嘉納家「勘定帳」の

損益計算書3
表 161

額

:CT 匁
64. 197.55 

5.664.41 

306.83 

310. 90 

1. 677. 20 

1. 028. 54 

460.45 

1. 426. 45 

10. 000.。。

益

酒造徳用銀

貸付銀利息

問先！！徳用

資家賃

年賦償滋銀

米予言良徳用

廻船加入徳用

水車徳用

数 主主

手IJ

ft 匁
11. 839. 57 

57. 155. 70 

68.995.27 

綴金

1政干＃：入用銀
酒造蔵購入費

品
〈

計

t員

16.077.06 長R延

ゐ一－u
／~ 

口85. 072. 33 叩一
一
uu

£〉、
に3

資料：「本：£f；約家文t!l'J

文化13年本嘉納家「店釘Jij長」の袋｛討対照表

｛昔 方 金 1綴 貸 方 金 在員

3立 匁 1立 匁
酒造仕入銀 414.427.61Ii 前1'[".fぢ在il；蕊 552.867.62 
世?E 認十 金 9.443.58 

貸 4守 銀 116.029.35 
問替屋預け銀 15.405.03 

王ロ子羽主 霞 分 1. 203. 90 

手持 {it銀 14.518.24 さ当 fド延3良 18. 160.09 

fコ』 言1・ 571.027.71 1. 3、 571.027. 71 

表 162

資料：明q,1;：約家文書」

必“い近j議El:編Ill629 
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化

政
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保
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船

来

文
文
／
天
／
グ
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グ
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H

K

M

一

俗

資
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(3) 

そ
の
他
の
経
営
収
益
銀
で
は
廻
し
銀
利
息
が
毎
年
一
定
額
の
徳

用
銀
（
二

O
女
自
前
後
）
を
着
実
に
あ
げ
て
、
酒
造
収
益
銀
の
投
機

的
な
の
と
好
対
照
を
な
し
て
い
る
。

な
お
こ
こ
で
仰
と
関
連
し
て
特
に
注
目
す
べ
き
は
、

一
般
に
酒
造

統
制
の
後
に
は
徳
用
銀
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
株
改
め
の
天
保
三
年

や
そ
の
翌
年
が
多
く
、

ま
た
飢
位
で
株
高
千
石
に
つ
き
一

O
六
石
と

い
う
大
減
石
の
突
泌
さ
れ
た
天
保
七
年
な
ど
は
最
高
の
徳
用
銀
と
な

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
酒
造
統
制
の
実
施
に
よ
る
造
石
高
の
減
少
と
、

経
営
収
益
率
の
上
昇
は
、
逆
比
削
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
酒
勝
手
造
り
の
時
期
に
、
澗
造
仲
間
が
私
的
中
合
せ
と
し
て

で
も
、
強
即
m
・
杭
控
・
減
石
な
ど
を
実
施
し
、
収
益
率
の
上
昇
を
関

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
必
然
伎
を
も
明
瞭
に
示
し
て
い
る
の
で

七
川
町
ヲ
ハ
V
O

店
卸
帳
と

資
産
内
容

つ
ぎ
に
表
出
と
同
じ
時
期
の
店
卸
帳
を
表
示
し
た
の

が
、
表
山
で
あ
る
。

こ
の
店
卸
帳
は
、

一
時
点
（
年

米
）
に
お
い
て
保
有
す
る
資
産
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、

っとコ・
1
H
V
4
Jリ
ど

L
U
F
r
d
i
H
a
h
U
通

t
J
U
n
k
A
ρ

…i
主
主
今
け
正
”
が
よ
カ

し
引
い
た
額
、
す
な
わ

b
延
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溜造業の発展

表 164 :;j三嘉納家の店街l勘定一覧

日空弘子；一一空！？！！門医。；~：！＿末f竺空竺i竺；引きやーマ1哩竺…
i ft 匁i 設匁j R 匁； VJ 匁l Ill 匁｜ l't 匁； m：匁

消渇経営分 I427. 3671 511. 486! 756. 1421 554. 1021 714. 0101 487. 9921 283. 849 
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モ民

銀
日
収
誌
銀
が
算
出
さ
れ
て
い
る
。

i
 

ま
ず
表
出
の
時
卸
〆
高
を
各
年
度
ご
と
に
比
較
し

近

て
み
よ
う
。
文
化
十
凶
年
を

0
0と
し
た
指
数
少
｝

mm：縦Ill

と
っ
て
み
る
と
、
年
を
追
っ
て
そ
の
資
産
状
況
が
肱

大
し
て
ゆ
く
過
程
が
明
ら
か
と
な
る
。
文
政
九
年
に

は一一

O
問
と
倍
明
し
、
天
保
八
年
に
は

八
五
に
刑

大
し
て
い
る
。

つ
い
で
店
卸
帳
に
よ
っ
て
嘉
納
家
の
資
本
運
用
状

況
を
み
る
と
、

）
 

噌

3
4（
 
酒
造
経
営
の
発
展
開
加
に
お
け
る
同
家
の
流
動
資

本
は
、
文
政
三
年
の
銀
七
八
一
貫
匁
か
ら
一
大
保
一
万

年
に
は
一
七
一
一
一
九
貫
匁
、
さ
ら
に
天
保
八
年
に
は

銀
二
一
一
一
九
九
貫
匁
に
増
大
し
て
い
る
、

(2) 

こ
の
年
末
現
在
に
お
け
る
流
動
資
本
の
大
体
五

。
%
か
ら
六

O
d川
前
後
が
、
、
消
造
経
常
に
投
入
さ

れ
て
い
る
、

(3) 

そ
の
他
は
短
期
の
利
賀
（
廻
し
削
減
）
・
民
米
な
ど
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に
投
入
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
資
本
の
削
転
と
も
関
連
し
て
、
泊
造
経
営
に
よ
る
利
潤
と
貸
付
資
本
に
よ
る
利
子
と
の
有
機

的
な
結
合
が
、
堅
実
な
経
営
を
存
続
さ
せ
て
ゆ
く
条
件
と
な
っ
て
い
る
、

(4) 

し
た
が
っ
て
天
保
則
に
蓄
柏
さ
れ
た
資
本
は
、
必
ず
し
も
酒
造
経
常
の
拡
大
再
生
産
に
投
資
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
貸
付
資

本
な
い
し
現
金
と
し
て
保
有
さ
れ
て
い
る
、

(5) 

そ
の
な
か
で
、
年
末
現
在
に
お
け
る
江
戸
ド
り
酒
問
屋
に
対
す
る
問
屋
残
金
（
売
掛
金
の
米
回
収
金
）
が
漸
次
明
大
し
て
ゆ
く

傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
生
産
資
本
の
投
入
か
ら
貨
幣
資
本
と
し
て
還
流
す
る
ま
で
の
回
転
期
間
が
延
長
さ
れ
、
ひ

い
て
は
酒
造
経
営
を
圧
迫
し
て
ゆ
く
要
悶
と
な
っ
て
い
る
、

な
ど
が
指
摘
で
き
る
。
そ
こ
で
さ
ら
に
資
本
の
回
転
期
間
の
問
題
と
、
酒
造
経
営
に
お
け
る
貸
付
資
本
と
の
結
合
の
意
義
に
つ

い
て
み
て
み
よ
う
。

酒
造
資
本
の
回
転

綴
間
と
貸
付
資
本

資
本
の
回
転
期
間
は
生
産
期
間
と
流
通
期
間
か
ら
な
る
。
生
産
期
間
は
生
産
資
本
の
投
入
期
初
で
あ
り
、

ほ
ぼ
労
働
則
問
に
相
当
す
る
。
流
通
期
聞
は
、
生
産
資
本
が
市
場
に
お
い
て
商
品
資
本
か
ら
貨
幣
資
本

に
再
転
形
し
て
還
流
し
て
く
る
期
間
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
酒
造
業
に
お
い
て
は
、
労
働
期
間
（
仕
込
期
間
）
を
一
一
二

O
日
、
輸
送
に
二

O
Hを
あ
て
て
、
生
産
期
間
を
一
五

O

日
前
後
、
流
通
期
間
は
送
り
荷
代
金
の
送
金
・
受
取
り
ま
で
の
期
間
を
ふ
く
め
て
七

O
日
と
す
れ
ば
、
あ
わ
せ
て
二
一
一

O
日
前

後
が
資
本
還
流
ま
で
の
回
転
期
間
と
一
応
は
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
実
際
に
は
仕
込
期
間
の
最
後
の
火
入
れ
工
程
の

あ
と
、

定
期
間
「
問
い
澗
」
と
し
て
貯
蔵
さ
れ
る
し
、
荷
主
（
酒
造
家
）
側
の
送
り
荷
は
年
悶
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
か
ら
、
酒

造
資
本
の
生
徒
一
期
間
は
、
労
働
期
間
に
さ
ら
に
貯
蔵
期
間
を
も
考
慮
に
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

し
か
も
幕
末
期
に
は
下
り

632 近！日ネj：会の'.!k:終第四主主



酒
関
麗
と
の
取
引
条
件
に
よ
っ
て
売
掛
金
の
間
収
が
延
長
さ
れ
、
荷
主
の
手
元
に
つ
問
屋
残
金
」
が
累
積
す
る
と
、
流
通
期
間

は
さ
ら
に
長
び
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
問
の
米
価
や
酒
価
の
変
動
を
も
考
え
る
と
、
溜
造
経
常
に
お
け
る
利
組
形
成
に
は
、
か

な
り
の
投
機
性
と
不
安
定
性
と
が
共
存
し
て
い
た
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
酒
造
経
営
の
あ
り
方
か
ら
、
必
然
的
に
そ
の
資
本
の

部
が
、
磯
突
な
利
殖
手
段
と
し
て
の
貸
付
資
本
に
転
用

さ
れ
て
ゆ
か
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
調
造
資
本
が
貸
付
機
能
と
結
合
し
、
酒
造
経
常
の
た
め
の
生
産
資
本
部
分
と
、
確
実
に
一

定
の
利
子
を
保
証
す
る
貸
付
資
本
部
分
と
に
、
分
散
投
資
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
が
、
実
は
酒
造
収
益
の
投
機
性
を
克
瓶
す
る
た
め

の
必
須
条
件
で
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
酒
造
資
本
が
貸
付
資
本
と
結
合
す
る
、
も
う
一
つ
の
契
機
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
最
初
の
送
り
荷
以
後
、
代
金
が
逐

次
内
金
と
し
て
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
内
金
は
、
次
年
度
の
生
産
資
本
と
し
て
投
資
さ
れ
る
ま
で
、
酒
造
家
の
手

元
に
保
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
内
金
に
よ
る
資
本
の
回
収
と
、
そ
の
再
投
資
へ
の
時
間
的
ズ
レ
に
よ
っ
て
、
生
産
か
ら

一
時
遊
離
さ
れ
た
貨
幣
資
本
が
、
短
期
貸
付
資
本
と
し
て
機
能
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
が

J
処
し
銀
L

で
あ
り
、
そ

こ
か
ら
「
麹
し
銀
利
息
」
が
生
み
出
さ
れ
る
。

瀬造業の発展

な
お
天
保
九
年
以
後
の
嘉
納
家
全
体
の
経
営
動
向
は
不
明
で
あ
る
。

つ
の
蔵
の
酒

そ
こ
で
嘉
納
家
所
有
の
稼
働
蔵
の
う
ち

造
勘
定
帳
か
ら
、
そ
の
徳
用
銀
の
み
を
抽
出
し
た
の
が
、
表
問
で
あ
る
。

放
の
収
益
銀
の
み
で
全
体
を
類
推
す
る
こ
と
は
危

険
で
あ
る
が
、
文
化
五
年
よ
り
ノ
天
保
八
年
ま
で
の
こ
の
践
の
収
益
銀
は
、
嘉
納
家
全
体
の
裁
の
収
益
銀
の
趨
勢
と
ほ
ぼ
一
致
し

第五節

て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
天
保
九
年
以
降
の
動
向
を
み
る
と
、
実
は
そ
れ
ま
で
が
好
景
気
で
あ
っ
て
、

収
益
銀
を
計
上
し
て
い
た
の
が
、
そ
れ
以
降
、
特
に
弘
化
J
嘉
永
期
に
か
け
て
は
極
端
に
悪
く
、
述
年
赤
字
経
営
を
続
け
て
い

:ill i事！；）＿：縦lil

、
hhv 
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る
こ
と
が
判
明
す
る
。
天
保
期
を
境
と
し
て
幕
末
期
に
か
け
て
灘
酒
造
業
が
停
滞
し
て
ゆ
く
状
況
が
、
こ
の
…
酒
造
家
の
消
造

年

文化

経
営
を
通
し
て
み
て
も
明
ら
か
と
な
る
。

6 

灘
酒
の
販
売
機
構
と
江
戸
下
り
酒
問
屋

1カ年司Z;f勾

1

？
“
内
0

4
・
q
u
r
b

天保

江
戸
酒
筒

農
の
成
立

江
戸
へ
向
け
て
船
積
み
さ
れ
た
灘
、
酒
は
、
江
戸
新
川
の
酒
問
屋
に
よ
っ
て
売
り
さ
ば
か
れ
た
。
こ
の
紅
一
戸
の
酒

問
屋
は
後
に
下
り
酒
問
屋
と
地
廻
り
沼
問
屋
と
に
分
か
れ
る
が
、
地
廻
り
澗
問
屋
は
関
東
周
辺
（
い
わ
ゆ
る
閃
八

634 近lit社会の変作第四1戸



州
）
の
酒
を
取
り
扱
い
、

な
か
ん
ず
く
摂
泉
二
国
の
酒
を
売
り
さ
ば
い
た
。

下
り
沼
問
屋
は
上
方
お
よ
び
東
海
地
方
か
ら
江
戸
経
み
さ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
つ
下
り
泊
十
一
ヶ
悶
」

こ
の
下
り
酒
問
屋
は
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
に
伊
丹
近
在
の
山
中
勝
庵
に
よ
っ
て
つ
駄
送
り
い
さ
れ
た
と
い
う
鴻
池
山
本
の

家
伝
に
も
あ
る
よ
う
に
、
荷
主
H
酒
造
家
rH身
の
庇
売
か
ら
出
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、

や
が
て
江
戸
入
津
得
が
別
加

す
る
に
伴
い
、
上
方
酒
造
家
が
江
戸
店
を
設
け
て
手
澗
の
一
手
販
売
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
酒
造
株
の
設
定
を
み
た
別
府

年
二
六
五
七
）
に
は
、
す
で
に
米
問
屋
、
材
木
問
屋
、
油
開
慮
、
塩
問
屋
な
ど
と
と
も
に
、
潤
問
問
明
治
問
屋
が
結
成
さ
れ
、
上
方

か
ら
の
下
り
酒
は
必
ず
こ
の
酒
隆
治
問
屋
の
手
を
経
て
販
売
す
る
と
い
っ
た
、
問
屋
の
間
で
の
山
中
合
せ
が
な
さ
れ
て
い
た
。

延
宝
一
二
年
（
一
六
七
五
）
に
な
る
と
、
問
屋
同
士
の
な
か
で
焼
律
を
定
め
、
同
八
年
に
は
「
潤
問
屋
寄
合
L

と
称
す
る
開
業
仲

間
の
結
成
が
み
ら
れ
、
や
が
て
天
和
一
二
年
（
二
ハ
八
一
一
一
）
に
は
、
江
戸
の
な
か
で
も
瀬
戸
物
町
、
中
橋
町
、
呉
服
問
、
青
物
町
の

酒造業の発段第五節

江戸沼間際の繁盛

げ江戸名所際i会』）
写主主： 138

凶
町
を
基
本
と
し
た
同
業
集
踏
の
形
で
、
新
川
界
隈
の
閉

町
に
酒
問
屋
が
軒
を
並
べ
て
店
を
旧
例
え
る
よ
う
に
な
っ

そ
こ
で
は
各
町
に
当
需
を
お
い
て
こ
れ
か
こ
川
町
当
帯
」

と
呼
び
、
公
私
の
一
般
庶
務
は
も
ち
ろ
ん
、
荷
主
・
仲
間
只

と
の
往
復
、
問
屋
開
の
酒
荷
調
整
に
あ
た
り
、
蔵
敷
日
銭

と
し
て
売
上
代
念
の
五
歩
（
の
ち
に
ふ
ハ
歩
）
を
徴
収
し
た
。

こ
う
し
て
後
の
下
り
潤
問
屋
仲
間
仕
法
が
ほ
ぼ
確
立
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

L
L
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江
戸
十
組
問
屋
の

結
成
と
酒
店
組

元
禄
七
年
（
二
ハ
九
四
）
、

江
戸
市
中
問
屋
を
結
集
し
て
十
組
問
監
が
結
成
さ
れ
た
時
、
酒
問
屋
も
沼
市

組
と
し
て
加
入
し
た
。

そ
の
後
元
諒
十
六
年
に
は
、
下
り
酒
問
屋
は
瀬
戸
物
町
総
一
一
一

O
軒
、
茅
場
町
組

四
八
軒
、
呉
服
町
組
一
一
一
回
軒
、
中
橋
町
組
一
四
軒
の
合
計

二
六
軒
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
酒
問
屋
と
小
売
澗
屋
と
の
別
に
介
在

す
る
瀬
仲
買
は
問
ニ
軒
を
数
え
、
井
原
間
鶴
、
が
「
軒
を
な
ら
べ
て
い
ま
の
繁
昌
」
と
描
写
し
た
よ
う
な
夜
況
を
呈
し
て
い
た
の

で
占
め
る
。

そ
し
て
、
こ
の
時
点
で
は
す
で
に
荷
主
で
あ
る
酒
造
家
か
ら
江
戸
沼
間
毘
！
酒
仲
買
｜
小
売
酒
屋
へ
と
い
う
下
り
泊
の
奴
売

ル
ー
ト
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。

た
だ
こ
の
下
り
酒
を
一
手
販
売
す
る
酒
問
屋
に
は
、
澗
問
屋
と
し
て
自
立
し
て
上
方
荷
主
よ

り
の
下
り
酒
を
引
き
受
け
る
「
古
来
よ
り
の
間
毘
」
と
、
上
方
荷
主
の
出
店
と
し
て
存
在
す
る
「
出
店
問
屋
」
の
二
系
統
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
異
な
っ
た
系
諮
を
も
っ
酒
問
屋
も
、
元
禄
期
の
幕
府
の
酒
造
統
制
と
江
戸
伺
屋
仲
間
の
流
通
機
階
の
整
備
を
契

機
と
し
て
、
十
組
問
屋
仲
間
同
の
酒
店
紐
へ
と
統
合
さ
れ
、
ま
た
幕
府
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
江
戸
泊
問
屋
の
構
成
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
下
り
、
泊
の
銘
醸
地
た
る
上
方
酒
造
家
の
出
店
問
屋
が
多
か
っ
た
と
い

う
点
で
あ
る
。
と
く
に
そ
の
な
か
で
も
、
一
克
録
期
に
最
盛
期
を
迎
え
て
い
た
伊
丹
・
池
田
・
大
坂
の
下
り
酒
屋
の
出
店
が
多
く
、

例
え
ば
伊
丹
の
豊
島
屋
・
上
島
屋
・
丸
庭
・
大
鹿
屋
・
稲
寺
屋
・
洋
問
屋
・
小
問
屋
・
紙
屋
・
総
（
加
勢
）
箆
・
池
間
の
大
和
原

－
万
願
寺
ぜ
毘
を
は
じ
め
、
大
坂
の
鴻
池
屋
・
鹿
島
屋
と
伝
法
の
岸
田
屋
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な
か
で
も
下
り
酒
の
元
初
と
れ

称
す
る
鴻
池
屋
の
屋
号
を
も
っ
店
は
、
当
時
す
で
に
九
軒
を
数
え
る
と
い
う
多
さ
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
江
戸
下
り
酒
問
屋
の
出
自
は
、
上
方
の
荷
主
で
あ
る
溺
造
家
の
場
合
が
多
く
、
問
屋
は
そ
の
荷
受
機
関

と
し
て
発
展
し
て
き
た
特
質
を
も
っ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
補
問
屋
に
対
す
る
荷
主
す
な
わ
ち
酒
造
家
の
自
主
性
が
強
く
、

636 近世社会の変容第凶l(o:
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(4) 
（出J;1i受け）

rj難病沿革主主J資料

般
に
て
1

り
酒
が
関
口
肢
の
仕
入
れ
荷
物
（
注
文
荷
物
）
で
は
な
く
、
送
り
荷
物
（
委
託
荷
物
）

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
そ
の
端
的
な
証
左
と
い
え
よ
う
。

郷
の
新
興
酒
造
地
が

下
り
潜
凋
患

と
住
吉
議

一
万
徐
朋
を
過
ぎ
る
と
、
や
が
て
新
た
な
灘
日

下
り
泊
競
争
の
な
か
に
参
入
し
、
そ
れ
を
荷
受
ず
る
酒
問
屋
も
新
た

起
こ
っ
た
。
そ
の

な
競
争
体
制
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
下
り
鴻
の
流
通
機
構
に
も
変
化
が

己主受け.ii:＼）百受け・支配受け一覧

i
ト
に
次
の
一

つ
は
沼
問
屋
数
の
減
少
で
あ
り
（
表
山
川
）
、
他
は
下
り
酒
の
販
売
ル

つ
の
経
路
が
で
き
あ
が
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
上
方
荷
主

÷
江
戸
酒
問
屋
と
い
う
従
来
か
ら
の
経
路
と
、

上
方
荷
主
ψ

上
方
酒
造
家
支
配
人
（
ま

た
は
話
代
）
よ
江
戸
沼
州
何
度
と
い
う
新
し
い
経
路
で
あ
る
。
前
者
を
「
斑
受
け
」
（
荷
主
側

り
」
）
と
い
っ
た
。

か
ら
み
る
と
「
箇
送
り
し
）
と
い
い
、
後
者
を
「
支
配
受
け
」
（
荷
主
側
か
ら
み
る
と
「
支
配
送

｜雪I44 

下り沼間髭

料：数一覧

年代 ll1司：数
! 'I司

元禄15年（1702) I 126 
正徳 5年（1715) i 110 
元文 2年（1737)l 72 
2窓際 6年（1756) • 84 

天明 8年c17ss) I s2 
寛政 5年（1793) I 45 
文化 6年（問9) l 38 
天保 4年ο833) I 36 
嘉永 4年c1ss1) 1 33 

段応 l年（1865) ; 26 

表 166

資料： rii準溺治2向is.,r東京
沼間~ii白本史♂ほか

い
玄
関
和
六
年
（
一
七
六
九
）

の
上
方
か
ら
江
戸
へ
の
入
津
待

九
O
万
得
の
う
ち
、
ど
の
よ
う

な
ル
i
ト
で
江
戸
沼
間
最
へ
受

荷
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
示
し
た

の
が
、
閉
山
川
村
で
あ
る
。
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こ
れ
に
よ
れ
ば
問
屋
の
受
荷
状
況
は
次
の
間
つ
の
ル

i
ト
か
ら
成
り
交
っ
て
い
た
。

(4) (3) (2) (1) 

問
屋
が
荷
主
よ
り
底
抜
送
ら
れ
て
く
る
酒
荷
を
受
け
る
一
院
受
け
し
荷
物

i
問

O
万
昨

問
屋
、
が
荷
主
の
江
戸
支
配
人
を
通
し
て
送
ら
れ
て
く
る
酒
荷
を
受
け
る
一
支
配
受
け
い
荷
物
1

一
一
例
万
神

関
原
が
他
の
荷
主
の
江
戸
支
配
人
を
通
し
て
送
ら
れ
て
く
る
酒
荷
を
受
け
る
つ
支
配
受
け
i

」
荷
物
一
四
万
伶

荷
主
と
取
結
し
て
い
る
出
店
問
屋
が
直
接
酒
向
を
受
け
る
「
出
前
受
け
」
荷
物

i
二
」
万
伶

以
上
問
つ
の
ル
i
卜
の
う
ち
、
と
く
に
元
禄
期
以
降
に
み
ら
れ
た
顕
芥
な
変
化
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
こ
の
支
配
人
送

り
、
つ
ま
り
支
配
受
け
で
あ
っ
た
Q

こ
の
支
配
人
（
ま
た
は
差
配
人
と
も
い
う
）
は
、
荷
主
で
あ
る
酒
造
家
側
か
ら
派
泣
さ
れ
た
者

で

に
常
駐
し
、
荷
主
と
伺
康
と
の
間
に
介
在
し
て
、
澗
拘
仰
の
さ
ば
き
に
深
く
か
か
わ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、

、コ
J

工
一
じ
斗
点

、LU
T
7
4
j
v
一
寸
ノ
ゐ
d
i

期
ま
で
の
江
戸
山
市
間
口
肢
に
代
わ
る
、
荷
主
の
問
屋
に
対
す
る
自
主
制
強
化
の
表
れ
で
も
あ
っ

」
の
江
戸
支
配
人
は
、
仲

山
火
川
合
を
つ
く
り
、
住
会
議
と
称
し
た
の
で
、
住
吉
議
支
配
人
と
も
呼
ば
れ
た
コ

荷
主
が
江
戸
に
支
配
人
を
常
駐
さ
せ
た
制
収
山
聞
は
、
一
克
禄
期
以
降
新
た
に
下
り
酒
主
産
地
に
加
わ
っ
た
澗
造
家
に
と
っ
て
は
、

す
で
に
江
戸
酒
問
屋
の
販
売
体
制
が
悶
定
化
さ
れ
て
い
て
出
店
問
屋
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

自
己
の
手
摺
を
有
利
に
江
戸
市
場
で
販
売
し
て
ゆ
く
た
め
に
支
配
人
を
送
り
込
ん
だ
も
の
で
、
そ
の
職
務
は
、
江
戸
市
場
に
お

け
る
市
況
や
問
屋
の
信
用
z

皮
を
調
査
し
て
、
消
問
問
屋
を
選
択
す
る
こ
と
や
、
消
荷
代
金
の
集
金
と
荷
主
へ
の
送
金
と
い
っ
た
業

務
ま
で
合
ま
れ
て
お
り
、
江
戸
に
お
け
る
荷
主
側
の
販
売
業
務
一
切
を
委
託
さ
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
荷
主
の
江
戸
出
先
機
関
で

あ
り
、
江
戸
駐
夜
間
只
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
明
和
・
安
、
氷
捌
か
ら
党
政
則
の
段
階
に
お
い
て
も
、
形
態
と
し
て
は
下
り
酒
が

委
託
奴
売
と
い
う
問
屋
ま
か
せ
の
商
法
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
荷
主
が
問
屋
を
白
山
聞
に
選
択
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
問
屋
間

638 近Ill：社会の変容'11限Z江
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i立I45 受 frir手続と {I：切手続

土
砂
を
互
い
に
競
争
さ
せ
て
、
荷
主

に
対
し
て
有
利
な
取
引
条
件
を
取

り
結
ば
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、

と
コ
良
）
ニ
、
O

J

て、

〆

U
m問
、
｛
〉
b
u
Jイ

問
屋
に
対

寸
る
荷
主
の
白
主
性
が
貫
徹
し
て

、
二
一
J
Cレ
仇

V

U

O

L
，T
U
V
J
A
Y－
 

送
り
荷
仕
法

と
佼
切
仕
法

さ
て
灘
沼
が
船

相
似
み
さ
れ
て
江

一
戸
下
り
酒
問
屋
の
酒
蔵
に
収
め
ら

れ
る
ま
で
の
荷
主

i
問
展
開
で
の

手
続
き
を
表
示
し
た
の
が
、
関
付

で
あ
る
。
大
坂
伝
法
八
軒
・
両
官

ム
ハ
軒
の
樽
廻
船
間
践
に
よ
っ
て
伶

恕
船
に
船
積
み
さ
れ
、
江
戸
へ
廻

送
さ
れ
た
澗
荷
は
、
江
戸
の
得
廻

船
間
四
位
（
芥
上
重
次
郎
）
の
益
配
に

よ
っ
て
、
品
川
沖
で
樽
廻
船
か
ら

LU: ;I/I i絞JI;：紛Ill639 



瀬
取
船
（
茶
船
）
に
柏
み
伴
え
ら
れ
、
新
川
の
沼
間
援
の
放
の
前
ま
で
運
ば
れ
る
。
そ
こ
で
下
り
酒
問
屋
は
船
頭
の
持
参
し
て
き

た
送
り
状
と
照
合
し
て
蔵
前
改
め
な
行
い
、
員
数
と
お
一
泣
か
｝
陪
ふ
食
し
た
あ
と
、

酒
荷
を
引
き
受
け
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。

一
例
問
屋
は
こ
の
蔵
前
改
め
の
手
続
き
が
終
わ
る
と
、
山
ち
に
荷
主
で
あ
る
酒
造
家
に
対
し
て
つ
入
船
党
」
を
送
付
し

っ
入
船
党
」
は
、
丸
体
的
に
は
銘
柄
と
駄
数
、
江
戸
入
津
月
日
お
よ
び
廼
船
問
患
と
船
頭
名
が
問
列
記
さ
れ
て
い
て
、
海
上
無

が
江
戸
へ
入
砕
し
て
酒
問
患
の

に
届
い
た
こ
と
を
荷
ど
へ
線
合
し
た
も
の
で
、
も
し
蛾
船
の
場
合
に
は
そ
の
旨
が
占
き
添

ι
J
も

こ
o

y
f
z
A
φ
ι
f
 

一
指
荷
を
受
け
取
っ
た
江
戸
酒
問
屋
は
、
早
速
一
泊
仲
買
へ
売
り
渡
す
。
こ
の
附
、
酒
の
で
き
柄
や
風
味
に
よ
っ
て
そ
の
時
々
の

相
場
で
澗
姉
が
つ
け
ら
れ
る
。
泊
問
屋
は
仲
買
へ
売
り
付
け
た
売
立
値
段
を
荷
主
へ
通
知
す
る
。
こ
の
通
知
書
が
「
古
河
開
党
L

で
あ
る
。
売
附
党
ば
原
捌
と
し
て
入
浮
日
よ
り
五

0
日
目
に
荷
主
の
元
へ
届
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
売
立
値
段

は
次
に
述
べ
る
仕
切
状
で
は
r
け
動
的
に
仕
切
傾
段
と
し
て
記
殺
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
荷
主
は
こ
の
売
附
党
の
報
告
を
う
け
て
、

は
じ
め
て

rH己
の
手
酒
の
販
売
側
格
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
入
津
日
か
ら
売
附
覚
ま
で
の
五

onと
い
う
期

間
は
、
酒
荷
が
江
戸
澗
問
屋
へ
受
荷
さ
れ
て
か
ら
五

0
日
間
は
荷
主
の
責
任
で
、
も
し
そ
の
間
に
変
漸
・
腐
敗
泊
が
で
た
と
き

は
荷
主
の
偽
ハ
相
似
（
損
失
）
と
な
り
、
そ
れ
以
降
は
問
屋
の
責
任
と
定
め
ら
れ
て
い
た
往
時
の
慣
行
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
iJ、

も
問
屋
、
が
酒
仲
間
以
へ
引
き
渡
し
た
あ
と
一
一
一

onの
開
に
、
も
し
変
瀦
・
腐
敗
酒
が
あ
れ
ば
、
問
屋
は
そ
れ
を
荷
主
の
立
任
に
知

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
慣
行
は
っ
足
請
の
制
L

と
か
「
足
持
の
受
合
に
と
よ
ば
れ
た
。

売
り
付
け
が
終
わ
っ
て
一
一
一

O
討
を
経
過
す
る
と
、
消
問
屋
は
酒
荷
代
余
な
荷
主
へ
送
金
す
る
。
こ
の
送
金
阪
序
に
は
「
内
金
」

と
っ
仕
切
」
と
が
あ
り
、
送
金
方
法
と
し
て
「
為
設
」
と
「
為
替
」
と
が
あ
っ
た
。
内
金
と
は
代
金
の

郎
を
送
金
す
る
こ
と
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で
、
最
終
的
に
決
済
す
る
の
が
仕
切
で
あ
る
。
ま
た
飛
脚
に
よ
っ
て
現
送
さ
れ
る
の
が
為
設
で
、
江
戸
と
大
坂
の
両
替
識
の
間

で
手
形
決
済
さ
れ
る
の
が
為
替
に
よ
る
送
金
方
法
で
あ
る
。

こ
の
代
金
支
払
い
が
遠
隔
地
市
場
を
販
路
と
す
る
下
り
泊
の
場
合
は
主
要
で
、
酒
造
資
本
の
回
転
と
酒
造
経
営
の
動
向
を
左

酒造業の発展第五節

右
す
る
決
定
要
悶
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
代
金
支
払
期
限
に
つ
い
て
は
、
一
苅
諒
期
に

は
す
で
に
売
刊
党
の
あ
と

に
代
金
の
一
部
を
内
金
と
し
て
送
金
す
る
の
が
二
応
の
原

江戸源問屋仕切状

則
と
な
っ
て
い
た
c

し
か
し
後
に
は
五

O
Hと
い
う
線
で
妥
協
点
を
見
出
し
て
い
た
が
、
代
金

授
受
を
め
ぐ
っ
て
の
荷
主
対
関
口
肢
の
対
立
は
、
や
が
て
幕
末
期
に
深
刻
化
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

何
回
か
の
内
金
が
な
さ
れ
た
あ
と
、
次
の
仕
切
目
録
に
よ
っ
て
最
終
的
に
酒
荷
代
金
が
決
済
さ

れ
る
。新

酒
番
船
（
究
政
期
で
九
、
十
月
頃
）
に
始
ま
っ
て
、

の
古
澗
杭
切
（
九
、
十
月
頃
）
ま
で
、

沼
荷
は
順
次
問
塁
へ
尉
み
込
ま
れ
、
そ
の
都
度
問
屋
は
っ
入
船
覚
」
三
%
附
党
」
を
も
っ
て
荷
主

写J＇~ 139 

に
通
知
す
る
一
方
、
そ
れ
に
応
じ
て
断
次
代
金
は
内
金
と
し
て
送
金
さ
れ
て
ゆ
く
。

そ
し
て
最

終
的
に
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
問
屋
が
荷
主
に
提
出
す
る
の
が
「
仕
切
状
ヘ
ま
た
は
｛
仕
切
党
」

（
仕
切
書
）
で
あ
り
、
「
仕
切
日
銀
L

で
あ
る
。

仕
切
状
で
は
、
銘
柄
ご
と
に
売
時
党
に
記
載
さ
れ
て
い
た
売
開
値
段
が
そ
の
ま
ま
仕
切
値
段

と
し
て
計
上
さ
れ
、
中
間
報
告
と
し
て
、
こ
の
仕
切
代
金
か
ら
下
り
銀
（
一

O
駄
に
つ
き
銀

。
匁
）

と
問
屋
政
数
日
銭
（
入
歩
、
の
ち
六
歩
）
が
控
験
さ
れ
、
こ
の
残
額
が
正
味
仕
切
代
金
と
し
て
計
上

i
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廃業者数軒代年

4

1

2

8

 

今

δ

今

δ

今

G

’i

t
A
F
D

’i
n

d

 

l

l

 

4

3

8

0

 

4

3

5

6

 

今

δ
q
δ

弓
4

9

0

5

8

6

3

6

 

4盆
今

、

ν
弓

δ

今
、
V

今，
A

寛政6年(1794)

文化8年（1811)

天保4年（1833)

嘉永4年（1851)

燐応 1年（1865)

さ
れ
る
。
仕
切
目
録
は
一
年
間
の
酒
荷
代
金
を
総
決
算
す
る
意
味
で
、
正
味
仕
切
代
金
か
ら

内
金
（
為
登
か
為
替
で
送
金
し
た
分
）
と
送
金
手
数
料
（
為
政
認
気
、
上
金
撲
打
）
が
差
し
引
か
れ
、
決

済
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
前
年
仕
切
目
録
の
過
上
金
（
間
口
肢
の
支
払
超
過
金
）
が
あ
れ
ば
、

さ
ら
に
そ
れ
も
差
し
引
か
れ
、
そ
の
残
金
は
こ
の
時
点
で
送
金
し
て
ゼ
ロ
と
す
る
か
、
次
年

度
へ
繰
り
附
服
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
で
一
切
の
仕
切
手
続
き
が
完
了
す
る
。
入
津
覚
よ

り
仕
切
目
録
ま
で
、
順
調
に
い
っ
て
最
低
一
年
二
、

一
カ
月
の
則
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
が
売
掛
金
の
形
で
累
積
さ
れ
て
ゆ
く
幕
末
に
は
、
改
め
て
委
託
販
売
に
よ
る
下
り
沼
の

取
引
慣
行
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

荷
主
対
照

屋
の
対
立

一
河
川
以
期
の
一
一
一
六
軒
の
酒
問
屋
は
、
前
掲
炎
叫
に
示
し
た
よ
う
に
、
一
克
文
期

に
は
一
挙
に
七
一
一
軒
に
ま
で
激
減
し
、
さ
ら
に
そ
れ
以
降
に
お
い
て
も
減
少

を
続
け
て
い
る
。
上
方
か
ら
の
下
り
酒
の
受
荷
機
関
と
し
て
始
ま
っ
た
酒
問
屋
も
、
内
郎
的

資料：「向嘉納家文言書J ほか

に
は
そ
れ
だ
け
激
し
い
競
争
を
繰
り
返
し
て
き
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
文
化
六
年
三
八
O
九）

に
は
幕
府
に
よ
っ
て
関
屋
株
が
公
認
さ
れ
、
株
数
も
三
八
株
に
間
定
さ
れ
た
。

し
か
し
表
山

に
み
る
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
問
屋
株
三
人
株
を
め
ぐ
っ
て
、
や
は
り
関
屋
内
部
の
日
ま
ぐ
る

し
い
変
動
が
続
い
て
い
る
。
と
く
に
寛
政
改
革
期
の
あ
と
、
文
化
期
と
天
保
改
革
前
後
に
、

新
規
営
業
者
と
廃
業
者
の
交
代
が
詳
し
い
。
寛
政
六
年
（
一
七
九
閉
）
の
間
五
軒
の
う
ち
、
出
版

応
元
年
（
一
八
六
五
）
ま
で
継
続
し
た
問
屋
は
一
八
軒
で
、
そ
の

分
の
a

に
し
か
す
ぎ
な
い
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こ
と
は
、
文
化
六
年
に
問
屋
株
の
設
定
を
み
た
と
は
い
え
、
内
部
的
に
は
新
旧
交
代
の
激
し
さ
を
如
実
に
一
爪
し
て
い
る
。
そ
こ

で
ま
ず
寛
政
期
の
動
き
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

天
明
六
年
（

七
八
六
）
の
減
膝
令
に
続
い
て
向
七
年
に
も
一
一
一
分
の
一
造
り
令
が
布
告
さ
れ
て
、
江
戸
へ
入
沖
す
る
沼
荷
が
減

少
し
、
酒
関
屋
に
と
っ
て
も
致
命
的
な
打
撃
を
被
る
こ
と
に
な
っ
た
。
潤
問
屋
四
八
軒
と
小
売
農

同
が
連
署
し
て
、
前
年
の

市
十
石
造
り
で
江
戸
市
場
で
は
酒
が
払
底
し
、
今
年
ま
た

造
り
と
な
っ
て
は
、
消
問
屋
は
じ
め
酒
小
売
人

の

同
は
い
よ

い
ょ
っ
渡
世
難
渋
」
と
、
江
一
戸
町
奉
行
所
に
秋
山
訴
し
た
の
が
天
明
七
年
で
あ
る
む
こ
の
時
江
戸
入
浮
得
数
は
、
統
制
前
の
一
大
切

五
年
の
七
七
万
樽
か
ら
同
八
年
の
ふ
ハ

O
万
持
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
入
津
得
数
の
減
少
は
問
屋
の
荷
受
競
争
を
激
化
さ
せ
る
。

そ
の
結
果
関
屋
内
部
で
相
争
い
、
同
士
打
ち
の
共
倒
れ
と
い
っ
た
事
態
も
招
き
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
間
監
仲
間

いに正一一川し

あ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
妥
協
策
が
案
出
さ
れ
た
。
そ
れ
が
融
鴻
受
仕
法
で
あ
り
、
調
売
開
仕
法
で
あ
る
。

誠
亮
鮒
仕
法
と

融
通
受
仕
法

寛
政
元
年
に
下
り
濁
問
屋
総
会
に
お
い
て
、
従
来
の
家
別
売
開
仕
法
を
や
め
、
新
酒
喬
船
後
か
ら
は
調
売

附
仕
法
に
あ
ら
た
め
る
こ
と
が
申
し
合
わ
さ
れ
た
。
そ
の
主
た
る
内
容
は
、

ω入
船
荷
物
を
水
揚
げ
す
る

捺
に
行
う
点
検
を
厳
重
に
し
、
調
風
味
に
応
じ
て
酒
価
の
格
付
け
（
桜
上
酒
、
上
酒
、
山
中
酒
、
下
泊
）
を
行
う
、
同
庇
受
問
屋
の
待

酒造業の発展

物
は
、
各
自
の
売
開
値
段
を
問
屋
全
体
で
調
整
し
、
そ
の
中
済
値
段
（
平
均
値
段
）
を
と
っ
て
荷
主
へ
の
売
開
値
段
と
す
る
、

二
点
で
あ
る
。

そ
の
意
凶
す
る
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
ま
で
の
荷
主
と
間
監
と
の
個
別
的
な
家
別
売
附
仕
法
を
や
め
て
、
間
最
中
合
せ
の
謂
売
開

第五節

値
段
、

さ
ら
に
党
政
改
革
の
過
程
で
、
幕
府
は
従
来

つ
ま
り
問
農
の
協
定
価
格
に
よ
っ
て
酒
師
を
一
定
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。

の
酒
造
制
限
令
と
あ
わ
せ
て
、
新
た
に
入
津
得
統
制
（
下
り
瀬
一
一
カ
仰
向
の
地
域
限
定
と
入
枠
満
州
数
を
四
O
万
惜
仰
に
抑
え
る
御
分
量
日
目
当

程上J1I 自主災者語翻
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山
南
の
数
設
制
限
）
を
実
施
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
翌
寛
政
五
年
に
下
り
酒
倒
産
仲
間
は
摂
泉
十
二
郷
酒
造
仲
間
に
対
し
、
前
述
の

調
売
附
仕
法
に
加
え
て
、
今
度
は
各
問
屋
の
荷
受
高
を
一
定
と
す
る
融
通
受
仕
法
を
実
施
す
る
と
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

制
売
出
仕
法
は
問
農
の
協
定
側
格
で
あ
る
の
に
対
し
、
融
通
受
仕
法
は
各
問
屋
の
荷
受
高
を
間
陸
間
で
調
整
し
よ
う
と
す
る

数
最
制
限
で
あ
る
。
白
山
な
側
絡
の
も
と
に
互
い
に
問
屋
を
競
争
さ
せ
て
荷
受
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
が
、
送
り
荷
仕
訟
を
慣

行
的
に
踏
襲
し
て
き
た
荷
主
で
あ
る
酒
造
家
側
の
立
場
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
翻
売
附
、
融
通
受
の
両
仕
法
実
施
の
要
求
に
対

し
て
、
摂
泉
十
一
一
郷
で
は
当
然
つ
ぎ
の
ご
点
を
あ
げ
て
反
論
し
た
。

ω酒
荷
は
注
文
荷
物
で
は
な
く
て
送
り
荷
物
で
あ
る
も
の
を
、
荷
主
と
こ
れ
ま
で
取
引
関
係
の
な
い
間
践
で
仲
間
の
…
方

的
な
決
定
で
勝
手
に
送
り
荷
さ
れ
た
の
で
は
、
送
り
荷
（
委
託
販
売
）
仕
法
の
趣
旨
に
反
す
る
、
向
入
津
高
が
四

O
万
得
に
統
制

さ
れ
て
い
る
た
め
、

山
五
軒
の
問
屋
へ
割
り
当
て
融
通
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
す
で
に
元
禄
期
に
は

0
0刺
の
間
原

が
九

O
万
樽
を
、
ま
た
主
謄
十
一
年
ご
七
六
一
）
に
は
八
四
軒
の
問
鹿
で
七

O
万
神
を
、
受
荷
し
て
き
た
過
去
の
実
績
か
ら
み

て
、
今
回
も
凶
五
軒
の
問
屋
で
問

O
万
愉
仰
を
受
荷
で
き
な
い
は
ず
が
な
い
、
問
屋
一
向
の
「
実
意
専
ご
の
取
り
計
ら
い
で
や

れ
ず
は
、
自
然
と
平
等
に
受
荷
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
調
売
附
仕
法
も
融
通
受
仕
法
も
、
と
も
に
問
屋
の
’
M
由
な
競
争
を
や
め
て
、

一
方
は
潮
側
を
、
他
方
は
取
引
数
日
瓜

（
荷
受
高
）
を
問
屋
側
の
主
導
権
の
も
と
で
取
り
決
め
、
荷
主
に
対
し
て
問
屋
支
配
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

れ
を
契
機
と
し
て
荷
主
対
問
屋
の
関
係
は
、
共
存
か
ら
対
立
へ
と
展
開
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

下
り
酒
問
屋
株
の

公
認
と
浦
賀
積

こ
の
よ
う
な
下
り
酒
問
屋
の
勤
き
に
対
し
、
荷
主
側
で
は
摂
泉
十
二
郷
酒
造
仲
間
の
結
束
に
よ
っ
て
、

あ
く
ま
で
下
り
溜
の
「
荷
主
の
自
主
性
」
を
回
守
し
主
張
し
続
け
た
。
そ
し
て
荷
主
対
問
屋
の
対
立
が
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進
む
な
か
で
、
下
り
滋
問
罷
は
、
す
で
に
勝
手
造
り
期
に
入
っ
た
造
石
嶋
大
を
前
に
し
て
、
文
化
六
年
幕
府
へ
問
屋
株
一
一
一
八
株

の
公
認
を
、
冥
加
金
の
上
納
と
と
も
に
願
い
出
た
っ
こ
れ
は
、
江
戸
問
屋
仲
間
の
独
占
強
化
を
は
か
る
杉
本
茂
十
郎
の
指
導
の

も
と
に
、
問
屋
仲
間
の
結
束
を
は
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
泊
問
屋
も
改
め
て
菱
垣
廻
船
積
仲
間
に
加
わ
り
、
十
総
問

麗
仲
間
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
の
下
り
源
問
屋
の
冥
加
金
一
五

O
O両
は
、
十
組
問
屋
仲
間
の
冥
加
金
総
計

八
一
五

O
雨
の
う
ち
で
も
最
高
の
額
を
占
め
て
い
た
。

十
組
問
麗
で
は
沼
問
屋
に
対
し
、
川
w冥
加
金
は
各
自
の
荷
物
引
受
高
に
応
じ
て
一

O
駄
に
つ
き
銀
二
匁
五
分
の
割
合
で
徴
収

す
る
が
、
不
足
の
と
き
は
追
加
徴
収
す
る
、

ω
年
に
荷
受
高
が
二
五

O
O駄
以
下
の
間
援
に
は
金
山

O
問
ず
つ
配
当
割
戻
し

を
す
る
、
同
こ
の
冥
加
金
は
酒
造
元
や
小
売
麗
へ
転
嫁
し
て
は
な
ら
な
い
、
な
ど
を
申
し
渡
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
酒
問
屋
も
、

幕
府
権
力
に
よ
っ
て
営
業
権
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
新
規
営
業
者
の
出
現
を
阻
止
し
て
、
荷
主
に
対
す
る
問
屋
の
流
通

独
占
を
は
か
ろ
う
と
策
し
た
の
で
あ
る
ο

事
実
そ
の
ニ
年
後
の
文
化
八
年
に
は
、
酒
問
屋
は
仲
間
内
部
の
受
荷
の
「
片
寄
り
一
を
是
正
す
る
こ
と
を
理
出
に
、
蒋
び
融

通
受
と
調
売
刊
の
両
仕
法
を
要
求
し
て
き
た
。

そ
れ
は
、
受
荷
高
一
万
駄
に
つ
き
一
一
一

O
O駄
の
割
合
で
、
受
荷
高
の
少
な
い
間

酒造業の発展

へ
融
通
し
、
売
附
値
段
を
荷
主
一
軒
ご
と
に
一
定
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
荷
主
の
自
由
に
相
成
ら
ず
」
と
す
る

開
屋
と
荷
主
の
対
立
が
深
ま
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
た
め
文
化
年
間
に
は
酒
造
仲
間
の
側
で
も
、
結
械
的
に
結
烈
・
結
控
・
減
造
の
仲
間
中
人
口
せ
を
行
う
こ
と
で
、
お
荷
過

第五節

剰
ぎ
み
の
江
戸
市
場
の
調
整
に
乗
り
出
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

し
か
し
よ
り
積
極
的
な
問
屋
に
対
す
る
荷
主
の
対
応
は
、
浦
賀
稿
、
す
な
わ
ち
浦
賀
付
近
で
の
荷
さ
ば
き
を
展
開
す
る
こ
と
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に
み
ら
れ
た
。
文
致
二
年
（
一
八
一
九
）
、

消
閑
農
は
、
こ
の
動
き
を
と
り
あ
げ
、

問
、
五
年
前
か
ら
上
総
・
相
模
神
奈
川
－
H
川

川
な
ど
で
不
当
な
萌
法
が
み
ら
れ
る
が
、
浦
賀
は
も
と
も
と
江
戸
酒
問
屋
の
既
得
市
場
で
あ
る
か
ら
、
府
間
泉
十
一
一
郷
で
取
り
締

ま
る
べ
き
で
あ
る
と
奉
行
所
へ
訴
え
出
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
摂
泉
十
二
郷
で
は
、
抑
制
片
山
相
な
ら
び
に
道
先
（
途
中
売
）
は
、

江
戸
積
一
紙
送
り
状
以
外
の
分
で
あ
っ
て
、
と
う
て
い
十
二
郷
で
は
取
り
締
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
ば

っ
大
イ
一
一
問
屋
ヲ
制
ス
ル
ユ
使
ナ
リ
」
と
し
て
江
戸
問
屋
に
対
す
る
有
効
な
濠
制
策
と
し
て
、
こ
の
浦
賀
積
に
期
待
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

し
か
し
一
般
的
傾
向
と
し
て
は
、
文
化
・
文
政
期
に
、
漸
次
問
屋
に
対
す
る
荷
主
の
自
主
性
は
弱
体
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ

れ
は
委
託
販
売
と
い
う
取
引
慣
行
に
お
い
て
、
荷
主
の
問
屋
選
択
の
自
主
性
が
制
約
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
当
然
生
産
者
に
対

す
る
問
屋
支
配
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
、
年
間
一

O
O万
件
を
超
え
る
市
場
充
換
と
い
う
状

況
の
も
と
で
進
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

灘
酒
の
販

路
と
銘
柄

最
後
に
灘
酒
の
取
引
慣
行
と
関
連
し
て
販
路
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
摂
泉
十
ニ
郷
内
部
で
の
販
路
と

大
別
し
て
江
戸
積
・
他
国
積
・
地
売
の
三
つ
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
ま
天
保
七
年

し
て
は
、

八
一
一
一
六
）
に
お
け
る
技
泉
十
二
郷
の
各
郷
別
の
販
路
を
、
江
戸
積
・
他
国
棋
に
分
け
て
表
示
し
た
の
が
、
表
山
で
あ
る
。

こ
こ
で
天
保
七
年
と
い
う
年
は
、
天
保
飢
簡
に
よ
る
大
減
服
規
制
の
実
施
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
そ
の
た
め
江
戸
入
津
待
も
二

七
万
六
一
一

O
O樽
と
例
年
に
な
い
低
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
を
考
指
し
た
う
え
で
、
各
郷
の
比
率
を
比
較
検
討
し
て

み
よ
う
。

十
二
郷
全
体
の
江
戸
積
・
他
国
積
の
比
率
は
、
七
五
%
対
二
五
%
で
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
、
な
各
郷
別
に
み
る
と
必
ず
し
も
一
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摂主主十二郷における清酒の販路（天保7年（1836))

郷名 江戸税高 比率 他国穂高 比率 l仁』l 計 比率

14, 170 機
% 檎 % 

15,330 滋
% 

今津 92.4 1, 160 7. 6 100 

灘自 143, 700 86.2 23,069 13. 8 166, 769 100 

西宮 18,370 もも.5 9, 250 33.5 27,620 100 

伊丹 53,400 95.0 2, 810 5.0 56,210 100 

池間｝ 8,470 97. 1 250 2.9 8, 720 100 

大坂 15, 150 21. 8 54, 210 78.2 69,360 100 

伝法 15,900 99.0 160 1. 0 16,060 100 

尼崎 1, 120 63.3 650 36. 7 1, 770 100 

北主主 5, 920 92.4 490 7. 6 6,410 100 

合計 276, 200 75.0 92,04守 25.0 368,249 100 

表 168

定
せ
ず
、

か
な
り
の
偏
幾
を
示
し
て
い
る
。
江
戸
詰
比
率
が
十
二
郷
の

i
 

平
均
値
よ
り
低
い
の
は
、
大
坂

八
%
）
を
最
低
と
し
、

近

つ
い
で

尼
崎
、
間
宮
が
こ
れ
に
続
く
。
ま
た
最
も
尚
い
の
は
伝
法
（
九
九
%
）
で
、

i絞st稀nm

以
下
池
問
、
伊
丹
、
今
津
、
北
在
、
灘
自
の
願
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ

十
二
郷
の
う
ち
で
も
、
江
戸
績
の
み
に
販
路
を
求
め
る
グ
ル

i
ブ
と
、

江
戸
積
以
外
の
他
悶
積
に
も
近
点
を
お
く
グ
ル
ー
プ
と
、
が
あ
っ
た
こ
と

e

、
ゐ
〉
、
母
〉
。

カ
よ
正
カ
ヲ
な

そ
し
て
大
坂
は
江
戸
税
依
存
度
が
最
も
低
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

公
正
な
調
整
半
世
と
し
て
の
地
位
が
重
要
視
さ
れ
、
江
戸
積
摂
泉
十
二
郷

の
触
頭
を
つ
と
め
て
い
た
。

ま
た
大
坂
を
は
じ
め
、
西
宮
や
尼
崎
な
ど

は
商
業
都
市
な
い
し
城
下
町
と
し
て
か
な
り
の
人
口
を
有
し
て
お
り
、

資料： f御影源治組合Y:ilfJ 

地
元
の
需
要
も
大
き
く
、
ま
た
他
の
諸
地
域
を
既
得
市
場
と
し
て
も
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
江
戸
詰
の
依
存
度
は
相
対
的
に
低
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
の
反
対
に
、
今
津
お
よ
び
灘
隠
は
、
絶
対
額
に
お
い
て

も
江
戸
前
依
存
度
が
か
な
り
商
い
地
域
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

647 


